




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あなたこれから蛹さなぎになるの？　カロン」

　八歳さいのアンリエット＝オードランは、領主屋や敷しきの離はなれで虫のようにうずくまる幼おさな馴な染じみを見つけて眉まゆを上げた。

　彼かれの小さな背が小刻みに動いているのは、床ゆかに散乱した紙にガリガリと何かを書きつけているからだ。細かで乱暴なそれはとても意味を持った文字には見えず、他にもアンリエットには理解できない記号や文様が幼馴染の手から生み出されていくのを、彼かの女じよは珍ちん種しゆの生物を前にしているかのように見つめた。

「カロン。お母様にサンドイッチを作ってもらったのよ。一いつ緒しよに食べましょうよ」

　アンリエットは両手を広げてそう言ったが、一つ年下のカロンはその瓶びん底ぞこ眼鏡に彼女を映すことさえしない。

　アンリエットは腹を立てて、近くにあったテーブルをバン！　と叩たたいた。

「カロン＝デマルシェリエ！　返事くらいなさい！」

　するとカロンの背中がびくりと震ふるえ、銀色の髪かみを老犬のようにむくりともたげた。拍ひよう子しに、少年のポケットに入っていた木の実がぽろりと落ちて転がる。あれは、数日前にアンリエットがあげたものだ。分厚い眼鏡がようやくアンリエットの飴あめ色いろの髪を映し、カロンはずれたそれをペンを持ったままの人差し指で戻もどした。

「ああびっくりした。来てたの？　アンリ」

「来てたわよ！　少し前からね！　あなたが食事もしに来ないから、こっちから持ってきてあげたんじゃない！」

　アンリエットはびしりと隣の部屋を指差した。そちらには寝しん台だいが二つと埃ほこりをかぶった竃かまどが一つあるが、奥おくの一間であるこの書しよ斎さいと同じように本や書類に埋うもれていたので、アンリエットがサンドイッチの入ったバスケットを置けたのは竃の上だけだった。竃が埃をかぶっているのは、火事になることを危き惧ぐしたオードラン伯はく爵しやくが離れでの火器の使用を禁止したからだ。

「モリスが出かけたとたんこれだわ。あのね、人間が生きていくためには食事も睡すい眠みんも大切なのよ、わかってる？」

　モリスは、カロンと共にこの離れに居い候そうろうしている老人である。彼は昨日から所用で屋敷を離れていて、アンリエットは老人にカロンのことをよろしく頼たのむと言われていたのであった。

「それとも魔ま術じゆつ師しは何も食べずに生きられるのだと言うつもり？」

「そんなことは言わないけど……今いいところなんだよアンリ。後で行くから、母おも屋やで待っててくれる？」

「あのねぇ、そんな言葉を私が信じると思ってるの？」

　ジト目でアンリエットが低く告げると、カロンは困ったように首を傾かしげた。

　カロンは魔術師の弟で子しであった。老人モリスが、彼の師し匠しようである。

　四年前、行く場所をなくしていた魔術師の師し弟ていを、アンリエットの父であるオードラン伯爵が拾ったのだ。

　それ以来カロンはアンリエットの弟のような存在だった。それも、手のかかる弟である。

　日に当たらないせいで白い肌はだと小こ柄がらな体格、埃をかぶった銀ぎん髪ぱつと厚い眼鏡をかけたカロン＝デマルシェリエが、近所の子供によくからかわれているのをアンリエットは知っている。毎回そのいじめっ子への報復を考えて実行するのはアンリエットだからだ。

　そして同時に彼女は、長い前髪と眼鏡の下のカロンの笑え顔がおがとても可か愛わいらしいことも知っていた。

　カロンは瓶底眼鏡の向こうでにこりと笑った。前歯がかけているのがいかにも間ま抜ぬけだ。

「約束するよアンリエット。昼過ぎにはそっちへ行く」

「ちなみにそれは何をやってるの？」

「ティーラッド式の魔術陣じんの構成要素を簡略化する方法を考えてるんだよ」

「私は単語の綴つづりの先生からどうやって逃にげようかと考えてるっていうのに、あんたって本当に変な子ね」

　アンリエットは息を吐はいた。

「わかった、いいわ。でもお昼過ぎてもこなかったら、この小屋を燃やしにくるからね。お母様が、あなたの好きなチョコレートのデザートを作ってくださったのよ」

「わあ嬉うれしいな。絶対に行くよ。心配してくれてありがとう。アンリエットは優やさしいね」

　アンリエットは目を細めてふんと鼻を鳴らしたが、カロンはすでに床に顔を戻していた。

　時々、いじめっ子がカロンをからかう気持ちが理解できるアンリエットである。カロンは一つのことに夢中になったら他が目に入らないのだ。特に魔術は彼を夢中にさせる最たるもので、アンリエットはそれがあまり気に入らなかった。

　それでもカロンを無理やりこの場から引ひき剝はがすことはできない。踵きびすを返かえして隣となりの部屋に行ったアンリエットは、竃の上に置いたはずのバスケットがないことに気づいて驚おどろいた。

　どうして？　確かにここに置いたはずなのに。

　もしや竃にはおかしな魔術でもかかっていたのだろうかと疑ったが、犯人はすぐ見つかった。開けっ放しであった外への戸口のところに、バスケットを咥くわえた黒くろ猫ねこの姿を見つけたからだ。

「だめよ、返しなさい」

　アンリエットは威い厳げんをもって言った。

「中のサンドイッチはあげる。けれどバスケットはだめ。返しなさい」

　しかし猫に幼いアンリエットの言葉は通じなかったようで、一秒ほどじっと彼女を見つめていた黒猫は、ふいに反転して外に駆かけていってしまった。慌あわてたのはアンリエットである。

　猫を追って外に出ると、ちょうど黒い尻しつ尾ぽが茂しげみの向こうに隠かくれるところであった。

　魔術師とその弟子に貸し与あたえられた離れは、もともとアンリエットの祖父が趣しゆ味みのために造ったもので、周囲には祖父が好きだった薔ば薇らの花が植えられていた。夏の前には白い花に覆おおわれるアーチが今は少し寂さびしげに佇たたずんでいる。

　猫が逃げた方向はこんもりとした薔薇の茂みになっていて、ここ数年庭師も入っていないので荒あれ放題だ。

「待って！」

　アンリエットはなんとか茂みが途と切ぎれているところを見つけて大おお股またで飛とび越こえ、急いで猫を追いかけた。広いところに出ると、追いかけてくる少女に恐おそれをなしたのか、猫が咥えていたバスケットを離して茂みのさらに奥へ逃げ込む。アンリエットはほっと息を吐いて地面に転がったバスケットを拾い上げると、きょろきょろと周囲を見み渡わたした。

　小屋の南側に位置するその場所は、日当たりがよくぽかぽかとしていた。薔薇の茂みに囲まれて、まるでちょっとした秘密基地のようである。実際、庭がよく手入れされていた祖父の時代はよくここでゆったりとした時間を過ごしていたのかもしれない。二脚きやくの椅い子すとテーブルが、薔薇の蔦つたをからませぽつんと残されていた。

　自分の家の庭だというのに、この空間に踏ふみ入いれるのは初めてだ。カロンはここを知っていただろうか。知っていたのに秘密にしていたのだとしたらよくよく話し合う必要がある。こんなに素す敵てきな場所を自分に黙だまっていたなんて。

　その時アンリエットは、テーブルの上で赤い薔薇が花を咲さかせているのに気づいて目を瞬しばたたかせた。歩み寄ってよく見てみると、からみついた蔦からたった一輪、赤い薔薇が空に向かって咲いている。

　この時幼いアンリエットが頭に思おもい浮うかべたのは、祖父の思い出の場所で見つけた季節外れの薔薇を、父に贈おくったらどんなにか喜ぶだろうということだった。

　バスケットを左手に持もち替かえ、棘とげに触ふれないように注意深く右手を薔薇の茎くきに伸のばす。

「アンリエット！　駄だ目めだ！」

　外での声を聞きつけ、慌てた様子で駆けつけたカロンの制止は遅おそかった。

　アンリエット＝オードランは魔術師の庭に生えた薔薇を摘つんで、──恐ろしい呪のろいにかかってしまったのだった。
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　まるで水すい槽そうの中のようだ、とアンリエットは思った。

　きらきらと揺ゆれる光の中を魚たちが踊おどっている。中にはひらひらのひだを持った魚もいれば、硬そうな鱗うろこで身を固めた魚もいる。彼かれらが生き生きとしていて自分が息苦しく感じるのは、魚類と人類の違ちがいなのかもしれなかった。

「いやしかし本当に、お噂うわさ以上の美しさですな。あなたのような美女を隠かくしておられたとはオードラン伯はく爵しやくもお人が悪い」

　先ほどまで特注のカフスの自じ慢まんをしていた男が、赤ワインのグラスを手に甘あまい褒ほめ言葉を口にする。アンリエットは首から下げた金の鎖くさりを揺らし、柔やわらかい笑えみを浮うかべて「都会の方は口がうまくていらっしゃいますね」と答えた。

　その華やかな美しさと玉を転がすような声に、周囲を囲む男たちが顔面の筋肉を緩ゆるめる。

「もし失礼でなければ伺うかがいたいのですが、どうしてアンリエット様お一人で王都に移り住むことになされたのですか？　お一人ではいろいろと心細くていらっしゃるでしょう」

「父が都会に出て見聞を広めてこいと言ってくださったのです。ご存知かもしれませんが、我わが家やには子供が私一人しかおりませんので」

「オードランの一族ともなると、ご息女といえど多くのことが求められるのですね。我が家の妹にも見習わせたいものです。そうだ、もしよろしければ近いうちにご招待しますよ。妹に会ってやってください」

「不ぶ躾しつけなお誘さそいは遠えん慮りよしたまえ、ハイール男だん爵しやく。都会の男が皆みな君のように下心があると思われては困る」

「下心とは失敬な。ただ私はアンリエット様がお寂さびしくないかと思って」

「それよりもアンリエット様、オードラン夫人はお元気ですか？　領地で静養されるようになってから社交界でお見かけしておりませんので、母が心配しておりました」

「ああそういえば私の母も気にかけておりました」「私の姉も」「うちは伯お母ばが」と矢や継つぎ早ばやにオードラン夫人の心配を始めた男たちの争いに油を注ぐことを避さけるために、アンリエットは控ひかえめに微ほほ笑えんで「ええ、元気にしております」と答えるにとどめた。

　もちろん、心の中で

（全員下心が丸見えよ）

　と毒づくのは忘れない。

　美しい銀を産む小国ドヴィージュ。この国には王の治める王領以外に十三の領地がある。オードラン家はその中でも代々北東の国境沿いであるアウループ領を治める家いえ柄がらで、それなりの格式というものがあった。

　上流階級に生まれ、本来ならば十六で社交界デビューしているはずのアンリエット＝オードランが十八のこの年まで社交界に現れなかったのは、ありていに言えば、それどころではなかったからだ。

「皆様、お優やさしい方たちばかりですのね。まだ王都に来て七日ほどですが、故郷へ文を書く手も弾はずみそうですわ」

　それというのも、アンリエットの故郷──アウループ領の財政難が原因だ。

　アウループというのは、もともとその広さに比べて領民が多いことで知られている領地である。理由は、他領地に比べて安い税金と、多方面に展開される貧ひん困こん層への救済策だ。無む償しようで解放される治ち療りよう院、育てられなくなった子供を受け入れる孤こ児じ院、働き口確保のための大規模な農地開かい拓たく。

　領主であるオードラン家の当主には代々滅めつ私し的な人のよさが受うけ継つがれていて、助けを求める者にはすべからく手を差さし伸のべろというのがオードラン家の教えであった。

　貧困層に手厚いアウループ領の財政には常に余よ裕ゆうなどなかったが、それでも二、三年前まではなんとか安定した財政状じよう況きようを保っていたのだ。

　そのバランスが崩くずれたのは、ここ数年続いた隣りん国ごくソニボスと第三国の戦争のせいである。

　戦争の結果生まれた難民や孤児がドヴィージュに──その国境沿いの領地であるアウループ領に流れてきたのだ。ソニボスとの友好条約があるから彼らを追い返すわけにもいかないし、よしんば条約がなかったとしてもお人ひと好よしのオードラン伯爵に困っている人々を無下にすることはできなかっただろう。

　溢あふれかえる治療院や孤児院への対策、難民たちの衣食住の確保のためにいよいよ領主の屋や敷しきの銀食器まで売り始めたところでこれではいけないと立ち上がったのが、現当主ランドン＝オードラン伯爵の一人ひとり娘むすめアンリエット＝オードランであった。

　のほほんとした両親に代わり、その苛か烈れつな性格でもって十六歳さいになる年の秋からアウループ領の財務関係の仕事を担になってきたアンリエットが、十八歳という本来なら結けつ婚こん相手を探さなければいけないような時に王都へやってきた目的は他ならない──

（この中で一番自由になるお金を持ってそうなのは伯爵家嫡ちやく男なんのハイール男爵かしら。次がランドン侯こう爵しやく家の次男坊ぼうね）

　──金であった。

　もう少し正確に言うならば、去年設立したオードラン基金への寄付である。もし十分な寄付が集まって基金が潤じゆん沢たくになれば、戦災難民の救済資金はそこから賄まかなうことができる。

　そうなれば、オードラン家の破産への道も遠のくはずだった。

「もし困ったことがございましたら、いつでも我がラベル侯爵家をお訪ねください。アンリエット様のようにお美しい方がお一人で暮らしておられるのかと思うと心配だ」

「何、このルスツ＝ハイールもお忘れなく。私には妹が三人おります。アンリエット様のよいお話し相手になるでしょう」

「もしご迷めい惑わくでなければ今度我が家で開く夜会にもお越こしください。異国の楽団を呼んでいるのです。きっとアンリエット様のお心をお慰なぐさめできましょう」

　我先に自らを売うり込こんでくる男たちをゆっくりと見回すと、アンリエットは意識して鮮あざやかに微笑んだ。

「皆様、ご親切にありがとうございます。実はとても不安でしたの。いろいろと教えていただけると心強いです」

　すると男たちがはっとした顔をする。もし不可視のものを見る者がその場にいたならば、彼らの胸を射い抜ぬいた恋こいの矢を見つけたかもしれない。

（お金のためなら、この外見だって武器にするわよ）

　アンリエットは、自らの容姿について正確に理解していた。

　白い肌はだを縁ふち取どる深みのある飴あめ色いろの髪かみ、長い睫まつ毛げの帳とばりから覗のぞく青あお褐かつ色しよくの瞳ひとみ。使用人が少ないため水みず汲くみなどの力仕事も率そつ先せんしてやっていたせいか、身体からだは引ひき締しまり無む駄だな贅ぜい肉にくがない。幼い頃ころからアンリエットを知る故郷の男たちは彼かの女じよの美び貌ぼうを詐さ欺ぎだとののしる。けれどそんな罵ば倒とうは心外だ。

　美しく華やかな外見の下に、現実的で強きよう靭じんな魂たましいが宿っていたからといってなぜ責められる必要があるだろう。責められるべきは、外見だけを見て中身を見ない馬ば鹿か者どもの方だ。

　アンリエット＝オードランはそう疑っていなかった。

　まずは、積極的に社交界に出て人脈を作る。そして少しでも多くの寄付者を見つけるのだ。

（お金のことで頭を抱かかえて過ごす夜はもううんざり！）

　そう心の中で決意を新たにするアンリエットなのであった。

「おい、ブノワ公こう爵しやく夫ふ人じんがいらっしゃったぞ」

　その時さざ波のように広間にざわめきが広がったのは、今夜の主しゆ催さいであるブノワ公爵夫人が現れたからであった。

「今日のお連れは誰だれだ？　見ない顔だな」

「知らないのか？　アゼマ将軍だよ。ほら例の戦地派は遣けんから先日帰ってきた」

「ああ、聞いたことがあるな。なんでも、戦場では野や獣じゆう将軍と呼ばれていたとか。野生の熊くまを素す手でで倒たおしたという噂を聞いたか？」

「まさか。誇こ張ちようだろう」

　男たちが小さな声で言葉を交かわしながら広間の奥おくに目を向けている。そこには匂い立つような色気を漂わせるブノワ公爵夫人と、数人の貴族がいた。

　連れというからには、彼らが話題にしているのは公爵夫人の隣となりに立つ大柄な男性のことだろう。吊つり上あがった眉まゆと垂れた目め尻じりで公爵夫人にグラスを渡しているその様子からは、素手で熊を倒すような気き迫はくは感じられない。寝ね癖ぐせをそのままにしてきたようなボサボサ頭とがっちりとした体格だけが、野獣将軍という呼び名と合がつ致ちしている要素のように思えた。

　夫であるブノワ公爵が数年前に亡なくなってから、公爵夫人が何人もの男性と浮うき名なを流していると小耳に挟はさんだことがある。伴はん侶りよがいなくなってから男遊びを始めたのだから、まだ誠実だと言えるだろう。

「まぁ、戦地派遣というと、隣国ソニボスの？」

　アンリエットは微笑んだまま言った。答えてくれたのはハイール男爵であった。

「ええ。二年前当時は北のシェールで起きた紛ふん争そうに加勢するために一個小隊を率いて向かったそうなんですが、紛争平定後も将軍だけソニボスに残り、アメストリアとの国境争いに尽じん力りよくしたそうですよ。その功績を受け、ソニボスで男爵位を授さずかったとか」

「無名の軍人が、貴族となって凱がい旋せんというわけか」

「ソニボスには魔ま術じゆつ師しがいるだろう？　どうして我が国が兵力を貸し出さなくてはならないんだ」

「国と契けい約やくした協会魔術師は基本的に戦争には加担しないんだよ。水源を見つけたり、山火事を即そく時じに消し止めたり、あとはそうだな。要人の警護なんかが彼らの仕事だ」

「ははぁ。お高く止まっていることだな。実際、契約金も安くはないんだろう？　協会は潤うるおうばかりというわけか」

「我が国にも魔術師を置くという話は出たんだぞ。二十年以上前だがな」

「二十年以上前？　ああ。皇太后殿でん下かがお輿こし入いれされた時の話か。あの方はご立派だ。隣のソニボスからとはいえ異国から嫁とついできて、夫を亡くし、その夫が側室との間に作った無能な息むす子こを王として支えていらっしゃる」

「おいっ」

　はっとした男たちがアンリエットの方を窺うかがうように見てきたので、彼女はにっこりと無防備な笑顔を見せてやった。

「男の方は難しいお話がお好きですのね」

「いや申し訳ない。ご婦人にはつまらない話でしたな」

「あの、ちょっと失礼してよろしいですか？」

　アンリエットは持っていた扇おうぎを一度開いてまた閉じた。それは、『化け粧しよう室に行きたい』という社交界における暗あん黙もくの合図である。そしてそれを受けた相手は決して相手を引きとめないのも礼れい儀ぎであった。

「ええ、はい」

「どうぞ」

「では、失礼いたします皆様」

　アンリエットはスカートの裾すそをちょっと持ち上げて挨あい拶さつをすると、男たちに背を向けて歩き出した。前に垂れた飴色の髪を背に払はらい、背筋を伸ばして凜りんと前を見る。

（無能な王、ね。こんな公おおやけの場で噂話とはいえそんな評価を口にされるようでは、本当に駄だ目めな王様なのね）

　男たちの見み惚ほれるような視線を背後に感じる。彼らはまさか、アンリエットが心中で自分たちの会話を冷静に分ぶん析せきしているとは考えもしないだろう。

（現い在ま王家に名を連ねているのはディオン駄目王陛下と、その義母であるドロテア皇太后殿下のお二人だけか。陛下はまだお妃きさきもお世よ継つぎもいないというし、議会内はきっとゴタゴタしてるんでしょうね）

　その皺しわ寄よせが、オードラン家に来ているとアンリエットは思っていた。

　難民対策のため領地財政がいよいよ圧あつ迫ぱくされ始めた時、当然ながらオードラン伯爵は議会へ資金援えん助じよの申しん請せいを出したのだ。しかしその申請を受けて送られてきたのは、資金が足りないなら領民からの税金を上げよという無情な返答で、それを見た時アンリエットはもう議会には頼たよらないと心に決めた。

（……でも皇太后殿下は、一度だけ視察に来てくださったわね）

　資金援助の申請を出して少し経たった頃なので、二年ほど前の話だ。確か王が変わったばかりで、身動きの取れない議会の代わりに来てくださったのだった。

　彼女はアウループの孤児院や治療院をいくつか回り、議会に掛かけ合あうと約束してくれた。結果的に議会が動くことはなかったが、それでも唯一アウループに寄より添そおうとしてくださった皇太后殿下を恨うらむ気にはならなかったのだ。

（とにかく、寄付よ寄付！　王城は頼りにならないんだもの。自分たちの力でなんとかしなきゃ）

　雪深いアウループの領民は不ふ屈くつの精神を持っている。こんな逆境に負けてなんていられない。領地では、父と母と生活に困っている者たちが待っているのだ。

（化粧を直して戻ったら、さりげなく基金について持ち出すのよ。がっついちゃ駄目。足元を見られるわ。あくまで、相手の善意に働きかけるの）

『アンリエットは優やさしいね』

　ふいにあの幼おさな馴な染じみの言葉を思い出したのは、『魔術師』なんて単語を久しぶりに聞いたからだった。

　アンリエットは首を振ふり優しい記き憶おくを振り払うと、化粧室に向かうため水槽のような広間から出た。

「アンリエット様」

　すると背後から声をかけられる。振り向くと、小走りで彼女を追いかけてきていたのは特注のカフスが自慢で妹が三人いるルスツ＝ハイール男爵であった。

「こちらのお屋敷は初めてでいらっしゃるでしょう？　よろしければ私がご案内しますよ」

　ハイール男爵は爽さわやかに笑った。

（化粧室についてこようなんて、どういう神経をしているのかしら）

　そう思ったが口にはしない。アンリエットはにっこりと笑顔を返すと、丁てい寧ねいに言った。

「まぁ。お気き遣づかいありがとうございますハイール様。けれど結構で……」

「さぁ。遠慮は無用です。ご存知ですか？　ブノワ公爵夫人はとある分野では有名な収集家でいらっしゃるんですよ。この屋敷の中にも秘密の宝物室があって……」

　ペラペラと喋しやべりながらハイール男爵が肩かたにぐいと腕うでを回してきた時、アンリエットはぴきっと額に青筋を立てて拳こぶしを握にぎりしめたが、口を引き締めて我が慢まんした。

（平静になるのよ。平静に……）

　そう自分に言い聞かせる。

　ここでハイール男爵を殴なぐり倒たおして騒そう動どうを起こしてしまったら、悪評が広がって寄付金どころではなくなるかもしれない。アンリエットは意識して息を吸って吐はくと、笑顔をペタッと顔に貼はりつけて愛想よく相あい槌づちを打った。

「まぁ、さすがハイール様。なんでもよくご存知なのですね」「そんなこと信じれらませんわ。初めて聞いたお話です」「素す晴ばらしいですわね」「そうなのですか。面おも白しろい方」

　発話者が気持ちよくなる「さしすせそ」を駆く使しして相槌を打っていたアンリエットは、自分がやりすぎたことに気づくのに少し遅おくれた。

「アンリエット様」

　ハイール男爵が廊ろう下かの途と中ちゆうの扉とびらの前で足を止めてアンリエットの名を呼ぶ。

「あら、こちらがお化粧室ですの？」

　そうは見えない扉にぱちくりと瞬まばたきをしたアンリエットは、後ろ手に扉を開けたハイール男爵にぐいと腕を引かれて部屋の中に連つれ込こまれた。

　室内に明かりはなく、バタンと扉が閉められてしまうと中は真っ暗になる。アンリエットはこれはまずいことになったかもしれないと眉を寄せた。

　暗くら闇やみの中、腕を摑つかまれたまま背中を壁かべに押おしつけられる。

「アンリエット様。初めてお会いした時から、私はあなたの虜とりことなりました」

　近づいてくる男の息いき遣づかいが気持ち悪い。

「おやめください、ハイール様」

「どうかこの哀あわれな男に情けをください」

　男が首筋に鼻先をこすりつけてきた感かん触しよくにぞわわと毛を逆立てたアンリエットは、次に男が口にした台詞せりふでぶち切れてしまった。

「知人に聞きましたよ。慈善事業のためのオードラン基金を設立されたとか。私ならいくらでも用立てましょう。あなたが手に入るなら、金など惜おしくはない……うわっ！」

　ハイール男爵が間抜けな声を上げて床ゆかに尻しり餅もちをつくような音がする。男を蹴けりつけた脚あしを床に下ろしたアンリエットは、相手には見えないとわかっていながらも目を吊り上げて顎あごを上げた。

「この私を金で買おうなんて、本気で思っているの？」

　金のために男と寝るような女だと思われたのならとんだ侮ぶ辱じよくだ。この外見は確かに彼女の武器であったが、それで己の尊厳を傷つけるようなことはしない。

「──恥はじを知りなさい!!」

　部屋が震えるような怒声に心臓が呼応した。

　どくん

　という鼓こ動どうと共に発現した異変に胸を押さえる。

　それがやってきたことを、アンリエットは理解した。頭の奥が熱くなる。

　驚きよう愕がく、怒り、歓かん喜き──感情の種類は関係ない。とにかく一瞬でも理性が飛ぶような瞬間にその現象は起こった。

　もともと、アンリエット＝オードランはかっとなりやすい性格なのだ。グラス一杯のワインをかけられれば、ひと樽たる分のビールをかけ返すような少女、それがアンリエットだ。この現象のせいでその性質を制御する必要にかられ、訓練を積み、今の彼女になったものの、ほんのたまにこうして──タガが外れることがあった。

　全身の細さい胞ぼうが燃えるようだ。息苦しくなり、毛という毛が逆立った。喉のどが詰つまり声も出ない。視界がちかちかと明めい滅めつする。体の内側のすべての骨が溶とけて血の中に混じり合う。

「ご、ごめんなさい～！」

　女の罵倒に恐おそれをなしたハイール男爵が、そこに起きた異変には気づかず這ほう々ほうの体で逃にげ出だしていく。その際開け放たれたままになった扉の隙すき間まから射さす光を避けるように、アンリエットは部屋の隅すみの暗闇によろめき四し肢しをついた。

　この感覚を、どう表現したらいいだろう。

　存在が捻ねじ曲まげられる。世界が歪ゆがむ。

　息苦しさに喘あえぐが、空気を押し出す喉も変質している。

　一度死んで生まれ変わっているのかもしれないと思ったこともあった。

　世界に一枚の薄うすい膜まくがかかる。

　やがてその熱は彼女の内側のただ一点に集中するように収縮していき、視界から赤が消えた時、アンリエットは変化が終わったことを知って瞬きをした。

『アンリエット。僕は絶対に諦あきらめない』

　銀ぎん髪ぱつの幼馴染と最後に会った時に、言われた言葉を思い出す。

『いつかきっと君を、その呪のろいから解放してみせる』

　いったいそんな日は来るのだろうか。

　薔薇の呪いを受けた八歳のあの日から、アンリエットは自問自答を繰くり返かえしている。

　正確には、彼女はもう半分諦めていた。

　あの、賢かしこく頑がん固こな幼馴染が、十年もの歳月を注いでもなお解けない呪いならばもう、共に生きていくしかないではないか。

　今ある不幸のせいで後ろを向いて生きていく気など毛頭ない。

　幸運が足りないというなら勝ち取ればいいのだ。そのために、ついてしまった傷からは顔を上げて進み続けるしかない。

「にゃあ」

（まったく、あの男を調子に乗せすぎたわね）

　アンリエット＝オードランは少し濡ぬれた小さな鼻から息を吐いた。

　飴色の毛並みに覆おおわれた前足をつと前に出し、完全にサイズの合わなくなったドレスから脱だつ出しゆつする。飾チヤりームのついた金の鎖が前足の間で揺れた。

「にゃにゃにゃにゃあ。……にゃにゃあ」

（仕方がない。この部屋に隠れて、人に戻るのを待つしかないわ。鍵かぎを閉めておけば、誰も入ってこないでしょう。……この姿で、鍵がかけられればの話だけれど）

　呪いを受けた最初の頃は、変化が起きるたびに目を回したものだがもう慣れた。人間の高い視界に比べ、四つ足のその小動物の視界は低いが広く、むしろ人間である時よりもずっと気配には敏びん感かんになったし、暗闇でも不自由をしなくなった。

（誰か来る）

　アンリエットははたと扉の外から聞こえてきた足音に気づくと、室内を見み渡わたしすぐに対策を打った。

　今さら扉を閉めれば余計な注意を引く可能性がある。まずは床に落ちているドレス一式を咥くわえて寝しん台だいの下に押し込んだ。足音の主が扉が開いているのを不ふ審しんに思って中を確かく認にんしてきた場合、ドレスだけ転がっていたのでは怪あやしすぎるからだ。最後に靴くつを隠し終えると、自分もまた寝台の下に入り込み息を潜ひそめた。

（通り過ぎてくれれば一番いいのだけれど……）

　そう願ったが都合よくはいかないらしい。やがて足音の主が部屋の前で足を止めたのを知って耳をぴんと伸ばす。蝶ちよう番つがいが擦すれるかすかな音がした。扉をさらに押し開けたのだ。

（入ってこないで！）

　心の中でそう命じるが通じることはなく、それどころか信じられないことが起きた。

　足音がまっすぐ寝台の方へ向かってくる。次いでにょきりと寝台の下に入り込んできた腕が、アンリエットの首根っこをむんずと摑んだのである。

「ぎゃにゃ！」

　寝台の下から引きずり出されてぐんと視界が高くなる。

「おお。俺おれ好みの美人猫ねこちゃんじゃないか」

　アンリエットは呆ぼう然ぜんとした。
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「もしかして隠れてたのか？　それなら尻しつ尾ぽも隠さなきゃいけないな」

　男は垂れた目尻に皺を寄せてにかっと笑う。

　巌いわおのような体格にボサボサ頭──どこかで見た顔だと考えてすぐに思い出した。

　熊をも倒す野獣将軍。

　その屈くつ託たくのない笑顔が、猫になったアンリエットの顔を覗き込んでいたのである。
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　このふざけた呪いにかかってしまってから十年。アンリエットは、いまだかつてなく危険な状況に置かれていた。

　寝台の下に隠れながらも、尻尾を隠すのを忘れるという大失態を犯した挙句、初対面の男に首根っこを摑まれ、そのまま馬車に連れ込まれてしまったのである。

　もちろん抵抗はした。爪つめを立て引ひっ搔かき、可能な限り暴れ、毛を逆立てて罵倒した。

『ぎにゃー！　にゃー！　ふぎゃー！』

（離はなしなさいよこの変態！　馬鹿！　タレ目！）

　しかし男はその手に痛々しいミミズ腫ばれを作ってなお彼女を放り出すこともせず、にこにこと笑顔でアンリエットを見つめ、『いやあ可か愛わいい。こんな飴色の毛並みは初めて見るな。ぜひとも連れて帰って俺の抱だき枕まくらにしよう』と寝ね言ごとを吐いたのだった。

　馬車に乗り込んだ男は、窓をきっちりと閉め馬車が出発するのを待って彼女から手を離した。ガラガラという車輪の音を聞きながら、逃げ道を断たれたことを知る。

（いいえ、走ってる馬車からだって逃げてみせるわ）

　そう自らを鼓こ舞ぶしたアンリエットは、猫らしい身のこなしで男の正面の座席に逃のがれ、可能な限り距きよ離りをとって再度歯をむき出しにして怒いかりを露あらわにした。

「ふー！」

（だいたいなんなのよこの男）

　アンリエットを摑んでいた男の手にはいくつかの傷が走り血が滲にじんでいる。普ふ通つうあんなふうに引っ搔かれたら持っているものを放り出すだろうに、男はまるで痛みなど感じていないかのようだった。

「ずいぶんと容よう赦しやなく引っ搔いてくれたじゃないか。傷が残るぞ」

「にゃー！」

（自じ業ごう自じ得とくよ！）

「まぁそんなに怒おこるなよ。べっぴんさんが台無しだ。お前、あんなところで何やってたんだ？　ブノワ公爵夫人は俺と違って病的な猫嫌ぎらいだからあの家の猫じゃないんだろうが、首くび飾かざりをしているところを見ると誰かが連れてきた飼い猫かな？」

（この男いったいなんなの？）

　にこにこと上じよう機き嫌げんな様子で指を伸ばし、「ちちちちち」とこちらの興味を引こうとしているのが気持ち悪い。

　熊をも倒す野獣将軍じゃなかったのか。まさか猫の正体がオードラン伯爵令れい嬢じようだと気づいている？

「うん。かなりの美猫だ。俺の好みど真ん中」

　それともただの変態級の猫好きか。

　どちらにせよ、一刻も早くこの場から脱出しなくてはならない。

（どれくらい時間が経った？　十分？　ううん、二十分かしら）

　唇くちびるを嚙かむ代わりに鼻をヒクヒクと動かす。

　猫になっても時間が経てば人間に戻るが、困るのは、人間に戻るまでの時間が一定ではないことだった。

　最短なら三十分ほどで戻ることもあれば、半日猫のままでいることもある。さっき猫になってからいったいどれくらいの時間が経ったのかがわからない。最悪なのは、この場で元の姿に戻ってしまうことだ。オードラン家の令嬢にわけのわからない呪いがかかっていることが明らかになってしまうし、何より人間に戻った彼女は裸はだかである。

　そう、全ぜん裸らだ。

　今は猫なのだから仕方がない。しかし人間の貴族令嬢が家族でもない相手の前ですべてをさらけ出すのは仕方がないで済ませられる問題ではなかった。

（そうだ、気絶させればいいのよ）

　アンリエットは名案を思いついた。

　男を油断させて、人間に戻った瞬間に顎に拳をぶち込んで昏こん倒とうさせればいい。その間に逃げるのだ。目覚めても何が起きたのかわからないだろう。

（不意をつくなら、男の膝ひざの上にでもいた方が都合がいいのだけれど……）

　膝に抱いていた猫が突とつ然ぜん人間になって攻こう撃げきを仕掛けてくれば、いくら野獣将軍といえど反応はできないはずだ。

　しかしアンリエットは、「何か紐ひもっぽいのないかな」と周りを探す男をじとりと見た。

（……できたら、あの男に撫なで回したりされるのは勘かん弁べんしてもらいたいわ）

　この野獣将軍という男はいかにも粗そ暴ぼうそうだ。乱暴に撫で回されれば毛が抜ける。人間に戻った時ハゲができていたら最悪ではないか。

（でも、距離をとっていたら不意をつけない。肉を切らせて骨を断たつって言うじゃない。耐たえるのよアンリエット！）

　アンリエットは意を決して野獣将軍の方へ歩み寄った。彼女が自ら膝の上に乗ってきたことに「おっ」と顔を輝かがやかせた男が、「おおーよしよし、可愛い可愛い」とご機嫌でアンリエットの頭を撫でくり回す。やめてと怒ど鳴なりたいのをぐっと我慢して、そこに伏ふせた。

　夜会の行われたブノワ公爵夫人の屋敷は郊こう外がいの丘おかの上にあった。

　野獣将軍の屋敷が王都の城壁の中にあるのなら、そこにたどり着くのに三十分以上はかかるだろう。このままじっと耐えていれば、機会はおのずとやってくるはずだ。

（男と密室で二人きりなんて普ふ段だんなら警けい戒かいしてしかるべき状況だけれど、猫の姿である限り女性としての尊厳が損そこなわれるようなことはないだろうし、こうするのが最善だわ）

　アンリエットは冷静に考えたが、それが希望的観測にすぎないことはすぐに証明された。

　おもむろにぐいと身体が引っ張られる。

　アンリエットの脇わきに手を入れて抱き上げた野獣将軍は、彼女を自分の前でぶら下げるとしげしげと観察して言った。

「ふむ。間ま違ちがいなく雌めす猫だな」

（!!）

　アンリエットはかっとした。とっさに男の顔面を引っ搔こうと爪を出す。しかしその爪が男に届くことはなかった。

　猫の小さな心臓が、どくんと一度大きく鼓動したのだ。

（来た！）

　耳と尻尾がぴんと伸びて、再び世界が逆転するのを感じる。いつもの息苦しさと、燃えるような熱さ。

　大だい丈じよう夫ぶ。もう準備はできている。先ほどまで前足だった右手をぎゅっと握り、拳を作る。ぐんと伸びた脚を馬車の床について踏ふん張ばった。狙ねらうは正確に相手の顎の下。そこを下から殴れば脳が揺れて意識が飛ぶ。

（この、変態将軍!!）

　アンリエット＝オードランの渾こん身しんの拳はしかし、相手がひょいと避よけたせいで盛せい大だいにからぶった。力の行き先を見失った身体はくるりと反転して倒れ込む。

　それを、どさりと男が受け止めた。

「……」

　呆然とする彼女の顔を、野獣将軍が驚おどろいた様子で覗き込む。

「おいおいどういうことだ。猫が裸の女になったぞ」

「……っっ！」

　奇き襲しゆうに失敗したアンリエット＝オードランが次にできたのは、馬車から飛び出すことであった。もちろん、車内にあった膝掛け用の布を取ることは忘れない。今は夜中だ。人通りのない郊外の街かい道どうに一人取り残されるのが危険なのは百も承知であったが、初対面の男と全裸でこんな狭せまい空間に二人きりでいるよりはまだ安全なはず。

　そう考えてのことであったが、野獣将軍の方が素す早ばやかった。ガツッと男の長い脚が馬車の扉を押さえる。男の腕から跳はね起おき今まさに扉に飛びつこうとしていたアンリエットは、突然体勢を変えることもできずに男の膝に顔面を突つっ込こみ鼻はな頭がしらを強く打った。

「いたい！」

　飛びのくようにして男と距離をとったアンリエットは、持っていた布を身体に巻きつけ、燃えるような瞳で男を睨にらみ怒鳴った。

[image: ]

「そこをどきなさい変態！」

「ははは威い勢せいがいいな」

（最悪だわ!!）

　鼻がひりひりと痛む。鼻血は出ていないだろうか。

「猫が人間になったのか？　それとも人間が猫になってたのか？」

　野獣将軍は眉を上げ、じろじろとアンリエットを観察する。アンリエットは布を両手で強く持ち直した。金の首飾りがそこにあることを無意識に確認する。

　いかんせん馬車の中なので、長く立っているにはきつい状況であった。頭が天てん井じようについていて馬車が揺れるたびにごつごつとぶつかったが、では座すわってゆっくり話しましょうとはいかないのだ。

「紳しん士しなら上着くらい提供したらどうなの」

「なるほど、見た目を気にするっていうなら人間が猫になってたんだな。だがどういうことだ。あんた魔ま物ものか？」

「そうよ。あんたなんか仲間を呼んで頭から食ってやるんだから」

　アンリエットはしれっと噓をついた。

　自分がオードラン伯爵令嬢だとばれるくらいならば、魔物だと思われた方が好都合だ。

「へぇ」

　しかし男は、目の前にいるのが人知を超こえた異形だと聞いても怯おびえる様子一つみせず、平然と腕と脚を組んだ。

「なら、魔術師か？」

　男が自らの喉の下あたりをトントンと人差し指で叩たたく。

「それは魔術陣じんだろう？」

「見たの！」

　アンリエットはかっと顔を赤くして布をさらに引き上げた。

「見えたんだ。不ふ可か抗こう力りよくだ」

　男の言う通り、アンリエットの胸むな元もと、心臓に近い場所には硬こう貨か大の魔術陣が刻まれている。あの薔ば薇らの呪いのせいだ。おかげで胸元の開いたドレスも着られない。

「猫になる魔術か？　何が目的なんだ。アンリエット＝オードラン」

　名前を呼ばれ、彼女は愕然とした。

（最悪だわ）

　アンリエットを知らないような顔をしていたのは演技だったというわけか。

　アンリエットは、自分の名前がある種の話題性でもって社交界で噂されているのを知っていた。突然社交界に現れた、未み婚こんで美しい伯爵令嬢アンリエット＝オードランは、結婚相手を探す独身貴族には看過できない存在なのだ。

　一度の瞬きの後、男が纏まとう空気を変える。

　悪いた戯ずらっぽい変態将軍の顔から、捕ほ虜りよを糾きゆう弾だんする野獣将軍の顔に。

　アンリエットは口を引き結んで一度息を止めた。そうしなくては、気け圧おされそうだったからだ。今なら、目の前の男が熊を素手で打ち倒したのだと言われても信じてしまいそうだ。それほどの威い圧あつ感が男にはあった。

「ブノワ公爵夫人の屋敷に、猫の姿で忍しのび込こんで何をするつもりだった？　オードラン伯爵家の娘むすめが魔術師になっていたとは協会は何も……」

「不可抗力よ」

　アンリエットはすうと息を吸うと、男の言葉を遮さえぎって言った。

「あなたが私の胸の魔術陣を見たのと同じ、不可抗力です。これは……なんというか意図せずして猫になってしまう魔術なのよ。さっきも思わぬところで猫になってしまったから、人間に戻るのを待っているところでした。誰かを害するつもりはありません」

　わけのわからない嫌けん疑ぎをかけられるわけにはいかない。この男が本当に将軍職にあるのなら、アンリエットには犯罪者として王城に連れて行かれる可能性さえあるのだ。

「……」

　男はアンリエットの言葉の真しん偽ぎを確かめるようにじっと彼女を見つめた。

　野獣将軍の青と緑の混ざった瞳はこちらのすべてを見抜いてしまいそうであったが、アンリエットは目を逸そらしたりしなかった。

（何も後ろ暗く思うことなどないのだもの）

　それならば、どうしてこの男を恐れる必要があるだろう。彼女が夜会に参加していた目的は人脈の獲かく得とくと基金への寄付だ。犯罪など犯おかしていない。

「……座ったらどうだ」

　少し威圧感を弱めた男の提案に、アンリエットは渋じゆう面めんで答えた。

「まず上着を貸してちょうだい」

　この布一枚ではあまりに心もとない。

「自分に利益がないことはしない主義なんだ」

「さすが野獣将軍と呼ばれるだけあるのね。野や蛮ばんな主義だわ」

　刺とげ々とげしく言うと、野獣将軍はにこりと笑った。

「エヴラール＝アゼマだ。エヴラールと呼んでくれて構わない。ところでアンリエット、やっぱり座った方がいい」

「私を名前で呼ぶことを許した覚えはないのだけれど」

「少し揺れるぞ」

　言うが早いか、ガタン！　と馬車が揺れた。立っていたアンリエットは天井にゴッと頭をぶつけて座席に座り込む。

「……！」

「だから言ったのに」

　ずきずきと痛む頭頂部を右手で押さえながらも、身体を隠している布から手を離さなかったのは女としての矜きよう持じだ。男はくっくと笑った。

「俺の屋敷についたら冷やしてやろう」

「あなたの屋敷ですって？　冗じよう談だんじゃないわ。私の屋敷に帰してちょうだい！」

　アンリエットは頭の痛みを忘れて言った。

　自宅に連れ込まれなどしたら、何をされるかわからないではないか。これは本格的に、貞てい操そうの危機である。

「意図せずして猫になってしまう魔術、ね。そんな魔術がかかっていたらさぞ不便だろう」

　男が鼻で笑う。アンリエットは腹が立った。

「馬鹿にしているの？」

「社交界では新参者のアンリエット＝オードラン。何が目的で王都にやってきたんだ？　お前自身が魔術師なのか？　どこで学んだ？」

（なんて馬鹿な男なの。私がいったい何を企たくらんでるっていうのよ！）

　アンリエットは苛いら立だたしくそう思ったが、自分には想像できないほどの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきたのであろう戦地帰り男に対して、怒りで対たい抗こうして得るものがあるとは思えない。

『アンリエット』

　こういう時に思い浮かべるのは、いつだって眼鏡をかけた幼馴染だ。

　カロン＝デマルシェリエ。

　あの子が怒ったところなど、数回しか見たことがない。そして彼は怒るアンリエットに対していつも、『アンリエットは優しいね』と見けん当とう違ちがいな言葉をかけたのだった。

「百三十二人」

　アンリエットは低く答えた。

「あ？」

「……百三十二人よ。ここ数年のソニボスでの戦争で、アウループに流れてきた難民や孤児の数。彼らに最低限の衣食住や仕事を与あたえるために、お金が必要なの。国は頼りにならないもの。困っている人を助けるため、このままうちが破産しないために、オードラン基金への寄付を集めるのが、王都へ来た理由よ」

　ぐっと顎を上げて、まっすぐに男を見る。

　目を逸らしてはいけない。負けるわけにはいかないのだ。

　オードラン基金は、アウループの最後の希望だ。

「あなたが私にどんな疑いをかけているのか知らないけれど、私には余計なことに関わっている暇ひまなんてないのよ。百三十二人の人生がかかってるんだから」

「……」

（ああ。まただわ）

　アンリエットは思った。

　こちらを見み透すかすようなあの目。吸すい込こまれるような、青と緑の混ざった瞳。

　まるで、アウループの森にいるフクロウのようだ。森の賢けん者じや。真実を知る王。

　夜の森の香かおりがする。

「あんたが資産付きの婿むこを取れば済む話だろう？」

　アンリエットは瞬きをした。

　我ながらどうかしている。こんな男にあの美しい森の王の面おも影かげを見るなんて。

「アウループ領主、オードラン伯爵令嬢の名は十分な餌えさになるはずだ」

　男はまるで、当然のことのようにそう言った。

　結婚を、政略的なものとしてしか考えていない顔だ。女を道具のように見ている。しかしアンリエットは軽けい蔑べつもしなかった。

　今の貴族社会ではこれが普通だ。一代で地位を維い持じし向上するには限界がある。結婚と、それによる階級や資産の取引によって発展し、あるいは衰すい退たいする。その、めまぐるしくも容赦のない世界に耐えきれず、アンリエットの両親は王都を引き上げ領地にこもったのだ。

　戦地派遣でやっと貴族位を得たような男がそういった上流階級らしい結婚観を持っていることに違い和わ感かんは覚えたが、公爵夫人の隣に立つ男だ。すでにどっぷりと貴族社会の考えに染まっていてもおかしくはないのかもしれない。

　アンリエットは息を吐いた。

「あのね。頭に血が上ったら猫になる女を、誰が妻にするっていうの？」

　アンリエットは、自分が両親よりも現実的で強靭であることを自覚していた。必要ならば、裕ゆう福ふくな商人の息子と結婚することだっていとわなかっただろう。

　けれどこの胸の魔術陣がそれを許さないのだ。残念ながら。

「結婚なんてもう望んでいないわ。だからそれ以外の方法で、私がどうにかしなきゃいけないの。さっさと屋敷に帰してちょうだい。裸の女性を前に上着も貸せないような野獣と二人無駄に過ごす時間なんて、私にはないのよ」

　そう言うと、野獣将軍は少し驚いたように目を丸くした。

　これは、初めて見る顔だった。

　猫のアンリエットに見せた子供のような顔とも揶揄からかうような顔とも、冷たい軍人の顔とも違う。それまで男の周囲にあった厚い壁に、ほんの小さな穴が空いたような顔であった。

　男は何か思案するように右手で口元を覆うと、やがておもむろに上着を脱ぬいで差し出してきた。

「少し意地悪がすぎたな。申し訳ない」

　もはや、息が詰まるような威圧感は消きえ失うせている。自分に対する疑ぎ惑わくは晴れたのだとアンリエットはそれで理解した。しかし差し出された上着にすぐ手を出すことはできない。

　彼女は男をじぃと睨んだ。

「なんだよ。上着がほしかったんだろう？」

「見返りに何か要求するつもり？」

　警戒心たっぷりに問うと、男は弾はじけるように笑った。

「はっはっは！　小こ賢ざかしい女だな。安心しろ、何も要求しないよ。これは純じゆん粋すいな俺の善意だ。紳士としてのな」

（本当かしら？　疑わしいわ）

　そうは思っても、上着を貸してもらえるのはありがたい。布一枚ではどうにも心もとないのだ。

「……ありがとう」

　アンリエットは男から上着を受け取った。濃のう紺こんの滑なめらかな生き地じだ。絹の裏地がつけられた袖そでに腕を通すと、むき出しだった肌が温ぬくもりに包まれる。目の前の男の体温なのだと思うと脱ぬぎ捨すてたい衝しよう動どうにかられたが、我慢した。

（……）

　当たり前のことだがぶかぶかだ。布がずり落ちないように胸元できっちりと結ぶと、上着のボタンを留めて袖をまくる。

　ちぐはぐな格好だが、全裸よりもずっといい。アンリエットはようやく息をついた。

「そんな不便な魔術を自分の意志で持っているはずがあるまい。どういう経緯だ？」

　男は高く脚を組んだままクッションに頰ほお杖づえをついている。先ほどまでの尋じん問もんされているような空気は消えていたので、アンリエットはしれっと「あなたに関係ないわ」と答えた。

「それより、屋敷に帰してちょうだい」

「解けないのか？」

「自分が紳士だと言うなら女性の事情に立ち入ってこないでくださる？」

　アンリエットはにっこりと微笑んだ。しかし男はその笑顔に見惚れることもなく呆あきれたように息を吐く。

「あのなぁ、オードラン家の伯爵令嬢が猫人間だって噂を社交界に流してもいいんだぞ？」

「卑ひ怯きよう者」

　すぐに笑顔を引っ込めて鋭するどく男を睨みつけると、野獣将軍は楽しげに片方の目を細めた。

「あんた、怒った方が美人だな」

（この男、なんだかやりにくいわ）

　何を考えているのかわからないところもそうだが、どうにも、近所に暮らしていた男たちとも社交界の男たちとも違うのだ。

　傲ごう慢まんなほどの自信が漲みなぎっている。そのくせアンリエットが王都へやってきた目的を糾弾する時覗かせた冷たさは、彼の裏の部分を想像させた。

「……事故よ。幼い頃に、知り合いの魔術師が作っていた魔術に誤って触さわってしまったの。その魔術師はもう亡くなってしまったから、解き方もわからないわ」

「魔術事故か。いつ頃ごろの話だ。国内でのことか？」

「十年前です。あとは黙もく秘ひします」

「よし、俺が協会に連れん絡らくして、あんたの魔術を解けそうな魔術師を派遣してもらおう」

　アンリエットは眉を上げた。

「余計なことしないで」

「親切と言ってくれ」

「その亡くなった魔術師の弟で子しが、友人なのよ。今は彼が魔術を解く研究をしてくれているので、それは無用な親切です」

「ほう。そのあんたの友人はどこに住んでるんだ？　王都か？　名前は？」

「どうしてそこまであなたに話さないといけないの？」

　アンリエットは苛いら々いらした。なんて図ずう々ずうしい男だろう。人の個人的な事情にずけずけと踏み込んできて、恥はずかしいとは思わないのだろうか。

「関係ないでしょう？」

「確かに、ないな。だが興味がある。俺好みの猫に変身する女の事情を聞くのは、いい暇潰しになりそうだ。予定外に時間が空いてしまったしな」

「公爵夫人に振られたの？」

　男の言葉の意味をすぐに察して、アンリエットは嘲ちよう笑しようした。

　そういえば、この男はブノワ公爵夫人の同どう伴はん者ではなかったのか。普通、夜会の同伴者が先に帰ることなどありえない。となれば、何か喧けん嘩かでもして帰らされたと考えるのが妥だ当とうだった。

　男はアンリエットの挑ちよう発はつに乗ってはこなかったが、少し不愉快そうに眉を寄せた。

「振られたわけではない。新しもの好きの公爵夫人が別の新しい玩具おもちやを見つけただけだ」

「つまり、振られたのでしょう？」

「振られたんじゃない」

　男は再度言った。なんだかいい気味である。アンリエットはさらにからかおうとしたが、相手は女に主導権を握らせるような男ではなかったのだった。

「協会に話を通したくない事情というと……その魔術をかけた魔術師というのは、非ひ認にん可かの魔術師だったのかな」

　不意打ちのように切っ先を喉元に突きつけられ、アンリエットは目つきを変えた。

　その反応を見て男がにやりと笑う。

「図星か？」

（こいつ──）

　魔術師という存在は、大きく二種類に分けることができる。

　協会に認可された協会魔術師か、そうでない魔術師か、だ。

　魔術師協会は、魔術師の抑よく止し力であり庇ひ護ご者だ。かつて一国を滅ほろぼしたこともある魔術師という存在から世界を、そして彼らを恐れる存在から魔術師たちを守るために設立された組織。

　固有の領土と『針の穴ニスニアロフ』と呼ばれる城を持つそれを、国家と呼ぶべきだと主張する学者もいるのだという。しかし組織として国と契約し、魔術師を派遣することもあるのだから、その特性としては巨きよ大だいな自治団体──ギルドだとした方が近いだろう。

　協会は、彼らに属しないいわゆる非認可の魔術師に関してもその管理責任は協会にあるとして、非認可の魔術師に対していくつかのことを禁止している。その禁止事項の一つが、『人体に対する半永久的魔術の行使』だ。

　違い反はんした非認可の魔術師は協会に捕とらえられ、最悪の場合極きよつ刑けいを課されるのだという。

　それがたとえ、魔術師本人が意図していなかった事故だったとしても、だ。

「解き方のわからない魔術っていうのはつまり、半永久的な魔術ということだろう」

　確信犯的な男の言葉に、心臓の奥の鍵のかかった箱ががたりと一度揺れる。

　怒りはとうに振り切れているのに、今ここで猫ねこにならないのは先ほど人間に戻もどったばかりだからだった。一度猫になれば、数時間は変化は起きない。それでもアンリエットの内側では、確かに獣けものが牙きばをむいていた。

「──余計な口出しをしないで。あなたの喉のど笛ぶえに嚙みつくわよ」

　アンリエットは相手を射貫くような眼まな差ざしで低く告げた。

　猫はその気になれば人の肉を嚙みちぎることだってできるどう猛もうな獣だ。戦場を生き抜いた野獣の息の根を止められないまでも、一生残る傷は負わせてみせる。──大切なものを護まもるためなら。

「……なるほど、面白い」

　にやりと笑うその顔がこちらを皮肉ったものなのかどうか判断する前に、異変は起きた。

　最初の変化は、男の顔だ。

　男はまるで普通では聞こえない音を聞きつけたかのようにぴくりと眉を上げて、ぴったりと閉じられた馬車の窓に目を向けた。

（なに？）

　アンリエットが口を開こうとしたのを、人差し指を立てて制する。男の全神経が、馬車の外に注がれているのがわかった。

　もしこの時、彼女が猫であったなら……また違う行動ができたであろう。

　猫となったアンリエットの感覚の鋭えい敏びんさは、戦場で鍛きたえられた野獣将軍のそれに劣おとらないはずだから。けれどそうではなかったので、アンリエットには起きたことに対処することしかできなかった。

　馬車が緩やかに速度を落としやがて止まる。

　外で誰かが殴られるような音と声が聞こえてからやっと、アンリエットはこれは異常な事態なのだと理解した。

「下がっていろ」

　小さな声で野獣将軍にそう言われ、狭い馬車の中で最も扉に遠い場所に身を寄せる。直後にガタと音がして馬車の扉が向こうから開かれたが、開けた男の顔をアンリエットはまともに見られなかった。

　野獣将軍が、その長い脚を相手の顔にめり込ませたからだ。

「ぶぐっ！」

　という変な声を上げて扉を開けた人間が背中から倒れる。野獣将軍は間かん髪はつ入れずに馬車から出ると、さっと周囲を見渡して言った。

「俺を仕留めるのに、たった三人で来たのか？」

　馬車の中からでは顔は見えなかったが、その声こわ音ねから嘲笑とわかる笑みを浮かべているのが想像できた。

「いきなり一人減ったが、どうするつもりだ？」

（信じられない。この状況で、相手を挑発するなんて）

　正気の沙さ汰たとは思えない、と眉を寄せるアンリエットである。

　アンリエットのいる場所からでは、襲しゆう撃げき者は二人しか見えなかった。『いきなり一人減った』ということはおそらく、最初に蹴りを入れられた男はあのまま昏倒したのか。

　残った二人は共に黒い布で顔を隠していて、闇に溶ける黒ずくめの格好をしていた。そして手には短たん剣けんを握っている。

　一方で、野獣将軍は手ぶらであった。馬車を背に二人の武器を持った男と相対している。

（軍人のくせに、どうして帯たい剣けんしていないのよ！）

　ブノワ公爵夫人が許さなかったのだろう。あるいは、帯剣など必要ないという自信の表れなのか。そのどちらも、なのかもしれなかった。

　さわさわと樹き々ぎの揺れる音がする。視界を照らしているのは馬車に取りつけられた灯あかりだけで、灯りが届かない場所は暗闇の中に落ちていた。

　まだ王都までは遠そうだ。声を上げて誰かが助けに来てくれる可能性は低いだろう。

「我々は、貴き殿でんを殺すために来たのではない」

　襲撃者の一人が静かに言う。

「持ち物をすべて渡せ」

（……盗とう賊ぞくだっていうの？）

　とてもそうは見えない。盗賊が襲撃した相手を『貴殿』なんて言い方するだろうか。

　同じことを野獣将軍も思ったのか、ふんと鼻を鳴らして言った。

「通常業務じゃない仕事を請うけ負おうのは勧すすめないね。仕事に……粗あらが出る！」

　アンリエットは、一瞬野獣将軍が消えたかと思ったが、そうではなかった。襲撃者たちと一定の距離を保っていたはずの野獣将軍は瞬きの間に距離を詰め、襲撃者の一人に回し蹴りを食らわせたのだ。

　黒ずくめの男はかろうじて腕で顔面への直ちよく撃げきを防いだが、直後に「ぐはっ！」と呻き声を上げてどさりと倒れてしまった。アンリエットには、何が起きたのかまったくわからない。見えなかったのだ。

　倒れた男の短剣をいつの間にか奪うばっていた野獣将軍は、刃やいばを閃ひらめかせ残った一人に襲おそいかかる。

（信じられない）

　その大柄な身体からは想像できない俊しゆん敏びんな身のこなしに啞あ然ぜんとした。

　野獣将軍は、まるで獅し子しか豹ひようのように息をもつかせぬ攻撃を仕掛け、襲撃者であるはずの男は防戦を強しいられることとなった。他の二人のようにすぐに倒すことができないのは、相手もそれなりに腕が立つのか、将軍が遊んでいるのかわからない。

（ううう。心臓に悪いわ……！）

　この時アンリエットは、扉の向こうの状況に気を取られて、すぐ背後の窓が静かに開いたのに気づかなかった。次の瞬間には髪をぐいと引っ張られ、窓まど枠わくに頭をぶつけた。

「っ！」

「はいはーい！　注目注目ー！　エヴラール様こっち見てください。この女性がどうなってもいいんですかー？」

　髪が抜けそうな力で引っ張られ、無防備になった喉元にひたりと冷たいものが押し当てられている。とっさに喉元に回る腕を両手で摑んだが、力を入れてもびくともしない。痛みを我慢しながら視線を向けると、自分を捕らえているのは他の襲撃者と違い素す顔がおを露わにした男であった。

　頰が赤く腫れて口から血が出ている。目が細く、笑顔にも見える表情でアンリエットに顔を寄せ小さな声で言った。

「大人しくしてないと殺しちゃうよ」

「ドニ、お前……」

　地面に打ち倒した襲撃者に今まさにとどめの一いち撃げきを与えようとしていた野獣将軍が、ぴたりとその手を止めてこちらを見る。彼はため息をついた。

「残念だ。使える御ぎよ者しやだと思っていたのに」

（御者ですって!?）

　それはつまり、この馬車の御者ということだろうか。

「このために、俺に雇やとわせたのか？」

「あはは。そうですねー。可能なら、今後もエヴラール様の御者でいるつもりでした。けれど思いの外、他の奴やつらが無能だったので仕方ないなーこりゃ、ってなりましてね。もー。無関係を装よそおうために殴られてやったのに。殴られ損ですよ！」

「それは残念だったな」

　無関係を装うために殴られた？　男の顔の怪け我がは他の襲撃者に殴られた怪我なのか。ああそういえば、馬車が止まった後に誰かが殴られるような音と声が聞こえてきた。あれは、このドニという御者だったのだ。不審に思われないように、わざと殴られた。けれど襲撃が失敗に終わりそうになったので、アンリエットを人ひと質じちに取ることにした。

（ああなるほどそういうことね。わかった納なつ得とく安心したわ……ってなるわけないでしょうが！　どうして私がこんな目に遭あってるのよ！）

　と一人頭の中で忙いそがしいアンリエットである。

「ところでエヴラール様。この女性は、いつ馬車にお乗せになったんですか？　もー。いつの間にか知らない人が馬車にいるからびっくりしちゃいましたよー」

　ドニと呼ばれた御者はじろじろとアンリエットの顔を覗き込んで聞いてきた。

　当然の疑問というべきだろう。御者は、人間のアンリエットが馬車に乗り込んだところなど見ていないのだ。

「そいつは俺が連れ込んだ猫だ」

（この変態将軍！）

　しれっと秘密を暴ばく露ろした野獣将軍をぎりりと睨んで心の中で罵倒する。

　伯爵令嬢が猫に変わるだなんて、社交界に知れたらどうなるだろう。異分子を嫌けん悪おする上流階級の人々は、寄付なんてもうしてくれないかもしれない。噂はあっという間に広がり協会から調査が入るかも。

　一瞬で最悪の想像をしたアンリエットであったが、御者はあははと声を上げて笑った。

「はぁ？　猫が人間になるわけないじゃないですか。何言っちゃってるんですか！　もうエヴラール様ってばお茶目だな！」

（変態将軍に人徳がなくてよかった！）

　これは野獣将軍の日頃の行いに感謝である。しかしアンリエットは、直後にさぁと血の気を引かせることとなった。

「えーとエヴラール様。一応言っておきますけどね！　一応！　オレが手を横に引けば、彼女は馬車の中を血に染めて死にますよ」

　あまりにあっけらかんとした御者の言葉に、自分が命の危機にあるということを自覚するのに少し時間がかかった。

「殺すために来たんじゃないって言わなかったか？」

　野獣将軍は眉を上げる。

「あーそれねそれ！　うーんそれがエヴラール様以外の人間の生命は保証の範はん囲い外なんですよー。残念ながら！」

「なんだそりゃ。……仕方ねぇなぁ」

　アンリエットはぎょっとした。野獣将軍が足元の襲撃者の腹をドガッ！　と思い切り踏みつけたからだ。

「っ！　げほっ」

　思わぬ攻撃を受けた襲撃者が身体を折り曲げて咳せき込こむ。

　同時に、アンリエットの首元の刃が少し食い込んだのがわかった。ドニと呼ばれた御者が警戒している。けれど野獣将軍はそれ以上反撃することなく、持っていた短剣を放り投げて両手を上げたのだった。

「服は脱がせてくれるなよ。男相手に興奮する趣しゆ味みはないんでね」

　そう言って、野獣将軍はにやりと笑った。

　アンリエットは小さく息を吸う。

（本当に、何を考えているのよ）

「もー。降参するんならわざわざ痛めつけないでやってくださいよ。意地が悪いなぁ。じゃああんた、エヴラール様を跪ひざまずかせて両手を縛しばってくださいね。くれぐれも油断はしないように」

　御者が命じると、襲撃者が蹴られた腹を押さえながら立ち上がり、野獣将軍の背後に立つ。すると野獣将軍は大人しくその場に膝をついた。

　アンリエットがいなければ、男が膝をつくことはなかっただろう。武器を持たず相手が三人いても彼は圧あつ倒とう的てき優位であったし、敗北はその気配さえ感じられなかった。

（私のせいで危機に陥おちいっているなら、私が挽ばん回かいすればいいだけの話……だわ！）

　自慢ではないが、貴族令嬢にしては度胸はある方だと自負しているアンリエットである。

　彼女は御者の腕を摑んだまま、その腕にぶら下がるようにして一度両脚を曲げると、座面を思い切り蹴った。

　後頭部がごっ！　と不意をつかれた御者の顔にぶつかり、勢い余って馬車から身体が飛び出してしまう。

「きゃっ！」

　引っかかるものもなくずるりと窓から滑すべり落おちる。後ろにいた男を下した敷じきにして、アンリエットは背中から地面に衝しよう突とつした。視界に火花が散る。頭をぶつけたのだ。

（っったぁ……！）

　正常な感覚を取り戻す前にぐいと胸ぐらを摑まれ引き起こされる。

　暗い視界の中で、馬車の灯りに照らされた御者の顔が浮かんだ。

　細い目からうっすらと覗く瞳にはまるで薄うす汚ぎたないゴミでも見るかのような冷ややかさが宿っている。この男にとって自分という人間の価値はゼロなのだと聞かなくてもわかった。

「小賢しい真ま似ねをする女だな」

　独り言のような言葉からは、無感情な殺意が感じられた。

　こんな視線を向けられるのは生まれて初めてだ。唇が震ふるえる。

　それでも諦めるわけにはいかなかった。

（死なないわ。私は、こんなところで）

　そう強く思う。

　死んでたまるものか。まだまだ自分には、やることがあるのだ。

　アンリエットは無む我が夢む中ちゆうで、右手が摑んだ砂を男に向かって投げつけた。

「っ！」

　ただ刈かり取とられるだけの命であるはずのアンリエットの不意打ちに、男の視界が一瞬奪われる。

　その時、

　ダン！

　という大きな音がして馬車が揺れた。

　見上げたアンリエットの視線の先に、半月を背にした大男の影かげが浮かび上がる。

　その男は高く跳ちよう躍やくすると、アンリエットの頭上を飛び越えた。

　背後に着地したのだとわかったのは、後ろから伸びた腕のせいだ。大きな影は、今まさにアンリエットの上に振り下ろされようとしていた刃を持つ手を摑み、反対の腕で御者の顔を殴りつけた。

　まさに電光石火であったが、いかんせん配はい慮りよが足りないと言わざるを得ないだろう。胸ぐらを摑んでいた手が消えて、アンリエットは再び地面に頭をぶつけてしまったからだ。

（信じられない。……馬車を乗り越えてくるなんて）

　暗転する意識の中で、野獣将軍が熊を素手で倒したという話は本当に違いない、と確信したアンリエットなのであった。
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『退学するってどういうことなの』

　これは夢なのだと、アンリエットにはすでにわかっていた。

　遠い故郷の香かおり。

　屋や敷しきに咲さくルピナスの香りだ。空に向かって咲く花。

『お父様に聞いたわ。退学して、どうするつもりなのよ』

　歯抜ぬけの笑え顔がおが可か愛わいらしかった幼おさな馴な染じみは、いつの間にかアンリエットの背を抜いてしまった。でも瓶びん底ぞこ眼鏡は相変わらずで、さらさらの銀ぎん髪ぱつも変わらない。ずっと同じだと思っていたのに、どうして今は、彼かれの考えていることがわからないのだろう。

『カロン。答えてちょうだい』

　こんなふうに、不安を胸に彼の前に立つ日が来るなんて。

『……魔ま術じゆつ師しになるんだ』

　カロン＝デマルシェリエはそう言った。

　ああこれは、あの子が十五になった年の記き憶おくなのだと、アンリエットは思い出した。

　いつも伸のばしっぱなしの前まえ髪がみが綺き麗れいに切りそろえられているのは、久しぶりに帰省した彼の髪を、屋敷の庭でアンリエットが切ってやったからだ。『アンリの顔がよく見えるようになった』と笑った彼の顔は昔と同じだったのに、今はもう見たことのない顔をしている。

『カロン』

『そのために勉強する』

『カロン！』

　アンリエットはカロンの腕うでを摑つかんだ。

『このことはとっくに話が終わったはずよ。私のためにあなたの将来を選ばないって約束したじゃない』

『旦だん那な様と奥おく様さまには感謝してる……。でも決めたんだ。それにこれは、君のためじゃない。僕ぼくのためだよアンリエット』

　カロンが七歳さいの時に、彼の保護者であり魔術の師し匠しようでもあったモリス老人が事故で亡なくなった。

　それから、アンリエットの両親は彼に離はなれで寝ね泊とまりすることを禁じて母おも屋やに部屋を用意し、娘むすめと同じ教育を受けさせた。

　彼を、自分たちの息むす子ことして育てることにしたのだ。

　カロンが魔術師の弟で子しとして優ゆう秀しゆうであったかは定さだかではないが、伯はく爵しやく家の養い子としては間ま違ちがいなく優秀だったと言えるだろう。賢かしこく、勤勉で忠実。当初こそじっと椅い子すに座すわっていることにさえアンリエットの手助けが必要だった彼は、一年が経たつ頃ころには教師の間違いを指し摘てきするほどになった。

　──しかし一方で、カロンは魔術師として精しよう進じんすることも怠おこたってはいなかった。

　養い子が夜な夜な離れへ行き、魔術の研究を進めていると知ったオードラン伯爵は、カロンを王立学園へやることを決めた。貴族の子し弟ていが学ぶ学校が王都にあるのだ。全ぜん寮りよう制で、当然ながらカロンは家を出ることになる。

　アンリエットは、反対しなかった。

　それどころかカロンに約束させたのだ。

　アンリエットの呪のろいを解くために自分の人生を使わないでと。

　寝しん食しよくを忘れて魔術研究に没ぼつ頭とうするカロンは普ふ通つうではなかった。彼がアンリエットの呪いを解くことに全神経を注いでいることは明らかだったし、アンリエットにはそれが正しいことだとは思えなかったのだ。

　たまに猫ねこになるからって、死ぬわけではないわ。

　そう説得して約束をさせ、アンリエットはカロンが王都へ行くのを見送った。

　年に数回、休きゆう暇かで帰ってくるカロンは見るたびに成長していたが、アンリエットもまた成長していたし、不安など感じなかった。

　カロンは優秀だ。

　いい職につくだろう。自分はたぶん結けつ婚こんもできないからオードラン伯爵家を継つぐ。カロンがアウループに帰ってきてくれても嬉うれしいし、王都に留まるというなら王都に行くいい口実ができるではないか。その時はたっぷり王都を案内してもらおう。

　アンリエットは、何一つ悲観していなかった。

　それなのに。

『あなたのためですって？』

　それが本当なら、アンリエットは否定しなかっただろう。

　アンリエットの胸に刻まれた魔術と、カロンが魔術を学ぶことが本当に関係ないのなら、きっと学園をやめるという彼を止めなかった。

　けれどそうではないと彼かの女じよは知っていた。

『そんなの噓うそよ』

　カロンはずっと自分を責めている。

　あの時、アンリエットが薔ば薇らを摘つむのを止められなかった。みすみす彼女を呪いにかけてしまった。

　師である魔術師は、結局あの時出かけた先で事故に遭あい、アンリエットが呪いにかかったことも知らずに死んでしまった。協会に助けは求められない。師モリスは非ひ認にん可かの魔術師だった。彼が死んでしまったとなれば、弟子のカロンに罪の追及がされる可能性がある。最悪死し刑けいだ。

　オードランの両親にだって言えない。誰だれにも言えない！

『そんなの噓よ！　自分勝手なこと言わないで！　重たいのよそんなの！　私にはあなたの人生なんて背負えない！　アウループの領民だけで精せい一いつ杯ぱいよ！　あなたが生きる理由を私の魔術を解くことにするなんて……！』

　まだまだ言い足りなかったが、カロンの右手に口を塞ふさがれ、それ以上言いい募つのることができなかった。

　口を塞いでいない方の腕がアンリエットの腰こしを引き寄せている。これだけ近ければ、眼鏡の向こうの綺麗な瞳ひとみが透すけて見えた。カロンの、灰色の瞳。腹が立つくらい整った眉まゆが苦痛に歪ゆがんでいる。

『君はいつも、容よう赦しやなく一番痛いところを攻こう撃げきするね』

　離してよ。もごもごと言った。

　けれどカロンは離さない。アンリエットは彼を振ふり払はらおうとしたが、腰を抱だく腕はびくともせずに、代わりに口を塞ぐのをやめた手はあっさりアンリエットの両の手首を捕つかまえて抵てい抗こうできなくしてしまった。

　なんてこと。

　幼い頃は、自分の方が力が強いくらいだったのに。今は両手でもってしてもこの腕から逃のがれられない。

　自分たちがあの頃のままではないのだということを、突つきつけられたような心ここ地ちだった。

『離しなさい、カロン＝デマルシェリエ』

　アンリエットはきっとカロンを睨にらんだ。

　可愛かった銀髪の幼馴染は、もう揺ゆるがない。

　彼は言った。

『僕は、魔術師になる。そして君の魔術を解いてみせる。僕はこれから、そのためだけに生きる。君がなんと言おうとだ』





[image: ]






「ふざけるんじゃないわよー!!」

　そう叫さけびながらがばりと起き上がったアンリエットは、はぁはぁと肩かたで息をして自らの肩や顔に触ふれ、身体からだが猫に変わっていないことを確かく認にんして安あん堵どした。

　幼い頃に独学で訓練した感情制せい御ぎよはそこそこうまくいっている。

　コツは溜ため込こまないことだ。小出しにしておけば、爆ばく発はつするということはない。

（でも小出しにできない状じよう況きようだと、案外あっさり猫化することが昨日わかっちゃったわね……）

　ハイール男だん爵しやくにばれなかったからよかったようなものの、あんな場所で猫になってしまうなんて失態以外の何ものでもなかった。まだまだ社交界で寄付してくれる人を探さなくてはならないのだから、もう少し気を引ひき締しめる必要がある。

（まぁ昨日は、誰にも見つからなかったから……）

　とそこまで考えて、自らが寝ねていた寝台が見覚えのないものだと気づいたアンリエットは、「おや」と眉を寄せた。

　カーテンは閉められているので室内は薄うす暗ぐらかったが、それくらいはわかる。マットの柔やわらかさも布ふ団とんの軽さもオードラン家の町屋敷タウンハウスのそれとはずいぶん違うように感じられた。

「昨日は誰にも……見つからなかった？」

　本当に？

　その自問がきっかけとなり、昨夜の記憶の断だん片ぺんが風に煽あおられたように舞まい上あがる。

　馬車。喉のどに当てられた刃やいば。そして月を背にした野や獣じゆうのような男──。

　自分は、気を失ったのだ。

　すべてを思い出した時、アンリエットは慌あわてて寝台から抜け出し外からの光が漏もれる薄手のカーテンを開けた。

「……ここはどこなの」

　窓の外は、森であった。

　一面に生おい茂しげる樹き々ぎを見れば、この場所が王都の中でないことは明らかだ。アンリエットは窓に近づいて周囲を確認しようとしたが、窓に映った自らの姿を見て仰ぎよう天てんした。

「……きゃああああ！」

　空気を切きり裂さくような悲鳴を上げて、慌てて寝台に潜もぐり込こむ。

　驚おどろいたのは、自分が全ぜん裸らであることに気づいたからだ。布団の中に潜り込んで顔だけ出したアンリエットは、気を失う前も布一枚と野獣将軍の上着を身につけているだけだったのを思い出す。はっとして胸むな元もとを探さぐると、しゃらりと感かん触しよくがあったので安堵した。首くび飾かざりは無事なようだ。

（それにしたって、いったい誰が……）

　アンリエットが混乱していると、寝台の正面にある扉とびらがこんこんと叩たたかれた。

「お嬢じよう様さま。お目覚めでございますか？」

　少し幼い声。

「悲鳴のようなお声が聞こえましたが、何かございましたでしょうか」

（何かって、何かあったわよ！　裸はだかなのよ！　服がないの！）

　そう思ったが口から言葉が出てこない。

　ここはどこで、扉の向こうにいるのは誰なのだろう。

「お嬢様、入ってもよろしいですか？」

　心配したような声に続いてがちゃりと扉の取っ手に手をかけた音がしたので、アンリエットは慌てて「入らないで！」と答えた。

「……あの、服を着ていないの。入らないでください」

　ためらいながらそう言うと、扉の向こうの声は合が点てんがいったように「ああ」と答えた。

「失礼いたしました。お側そばの籠かごにお着き替がえを準備してございます。もしお一人でのお召めし替かえが難しければ、僕がお手伝いさせていただきますが……」

（服ですって？）

　言われて探してみれば、なるほど寝台のすぐ横の台の上に籠が置かれていて、その中にドレスが入っていた。注意深く布団で体を隠かくしたまま籠を引き寄せ中を確認すると、下着などもある。

「いかがいたしましょうか」

　アンリエットは一度息を吸って吐はいた。胸に手を当て、気持ちを落ち着けてから答える。

「一人で、着き替かえられます。入らないでください」

「かしこまりました。ではこちらでお待ちしておりますので、準備ができましたらお声がけくださいね」

　素す直なおな声だ。おそらく子供だろう。オードランの屋敷にも、小こ姓しようは何人かいた。貴族に仕えることは、幼い子供にとってよい人生経験になるからだ。

　アンリエットは、とりあえず服を身につけることにした。

　幸いなことに、一人での着替えには慣れている。上流階級の令れい嬢じようともなると侍じ女じよに手伝ってもらうのが普通らしいのだが、オードラン家にはアンリエット付きの侍女はいなかったのだ。もちろん、人件費節約のためである。

　寝台の横には、靴くつもぴったりと並べられていた。なんて用意がいいのだろう。アンリエットはまず籠から下着を取り出した。

（……少し大きいわね）

　寸法はぴったりとはいかなかったが、悪くない着き心ごこ地ちである。強く締めつけるようなデザインではなく、ゆったりと呼吸ができる作りになっている。ドレスは、青地の滑なめらかな生き地じで胸元がきっちりと隠されている代わりに肩から袖そでにかけてスリットが入っていた。裾すそはふんわりと優やさしく広がり、足元が軽い。

　少し意い匠しようが古びていることからも、新品ではないが丁てい寧ねいに保管されていたものなのだろうことが推測できた。

　同じく古びてはいるがしっかりとした作りの靴を履はき、籠の横に置いてあった銀の櫛くしで髪を整えた時に、後頭部にずきりと痛みを覚える。そっと触れてみると瘤こぶができていた。

　昨晩起きたことを思い出し、眉を寄せる。しかしすぐに気を取り直し、瘤を避さけて髪を梳すくとアンリエットはなんとか身み支じ度たくを終えた。

　扉の前に立ち、一度呼吸をして腹にぐっと力を込める。

　何が起きても。

（毅き然ぜんと対応してみせるわ）

　そう自分に言い聞かせてから、「準備ができました。扉を開けていただいて結構です」と外に声をかけた。

　一拍ぱくの間を置いて声が答える。

「失礼いたします」

　そして扉が向こうに開かれた。

　そこに立っていたのは、果たして、十三、四の幼い少年であった。

　少年はアンリエットを見て一度感動したように目をきらきらとさせると、深く頭を下げてからにっこりと笑った。

「僕は、こちらの男爵閣下のお屋敷にお仕えしております。エリクと申します。お嬢様が無事お目覚めになられてよかったです。主人が心配しておりましたので」

（…男爵閣下？）

　野獣将軍の屋敷かと思ったのだが違うのだろうか。アンリエットは困こん惑わくする。

「あの、私はアンリエット＝オードランと申します。着るものまでご用意していただいてありがとうございます。その、失礼かとは思うのですが、どうしてこちらのお屋敷にご厄やつ介かいになっているのか覚えておりませんで……」

「ドレス、お似合いでよかったです。お目覚めになって話してらっしゃるところを見ると、眠ねむってらした時よりも綺麗な方でびっくりしました」

　少年は屈くつ託たくなく言った。

　金色の髪はふわふわで、身につけている服も皺しわがなくぴしっとしている。青い瞳が輝かがやいていて、肌はだ艶つやがよい。顔立ちにはどこか品があり、小姓というより良家の子息のようだ。

「あの、よろしければこちらへどうぞ。滋じ養ようにいいスープをご用意いたします。昨晩のこともお話しいたしましょう」

「……」

　少年が案内した隣となりの部屋は、アンリエットが寝かされていた部屋よりもひと回り広かった。テーブルや長椅子などの調度品が置かれ、大きな窓から外の光が差さし込こんでいる。

　アンリエットは、指し示された窓の側の椅子に腰こし掛かけた。毛足の長い柔らかな綿入れに背中を預けると、少年がおもむろにアンリエットの正面で少しかがんで手を伸ばしてきたので、彼女は驚いて身を引いた。

　するとその反応に少年も驚いたように目を丸くする。

「あ、申し訳ございません。首の傷を、診みさせていただこうかと思いまして」

「首の、傷？」

　着替えている時は気づかなかった。

「昨晩、軟なん膏こうを塗ぬっておいたので……。ああ、よかった。綺麗に塞がってますね」

　触れてみると、顎あごの下あたりに傷らしい感触があった。そういえば昨晩、喉元に刃は物ものを押おしつけられたのだと思い出す。

「……あなたが、手当てしてくださったの？」

　そう問うと、少年は柔らかく微ほほ笑えんだ。

「エリクと呼んでください。ご要望でしたら、本当の医者を呼びますよ」

　アンリエットは瞬まばたきをした。ずいぶんと大人っぽい少年である。

「あなた、年はいくつなの？」

「十四です」

「そう。しっかりしているのね。あの、昨日は何があったのかしら？　どうして私はこちらのお屋敷にお世話になっているの？」

　野獣将軍と盗とう賊ぞくもどきに襲おそわれたはずの自分が、訪おとずれた覚えのない男爵家にお世話になっている理由がわからない。

（男爵というと、ハイール男爵かしら？　いいえそれともベイカン男爵？）

「旦那様が昨晩、お嬢様を連れて戻もどられた時にはお嬢様は気を失っておいででしたので、覚えていらっしゃらないのも無理はございません」

　エリクはアンリエットを安心させるように言った。

「驚きましたよ。旦那様が猫を拾って帰ることは今までもありましたが、昨晩は女性をお連れになったのですから」

（……猫？）

　アンリエットは嫌いやな予感がした。

（ううん。待って。男爵って、もしかして……）

「ねぇ、あの、失礼だけれど、あなたの旦那様のお名前を伺うかがっても……」

　その時である。

　ガタン！　という音とともに「おわっ！」という声が聞こえた。すぐ近くだ。

「……」

　少年がじとりと目を細めて、寝室につながっているのとは別の扉を睨む。

　エリク？　とアンリエットが声をかける前に、彼はこちらを振り向いてにっこり笑った。

「こちらで少しお待ちください、お嬢様」

　少年はアンリエットに断ってから背を向けると、すたすたと部屋を横切りがちゃりと扉を開けた。そして呆あきれたような声こわ音ねで言う。

「何をしていらっしゃるんですか？　旦那様」

「おおエリク。いや、桶おけをひっくり返してしまった」

　アンリエットはがたりと立ち上がった。

　聞き覚えのある声だったからだ。

（ああ、やっぱり！）

「お嬢様がお目覚めですよ。まったく。木天蓼またたびをそんなに大量に取ってきてしまってどうされるおつもりなのですか？　滋養茶を作るのならもっと少量で結構ですよ」

「いやあこれは滋養茶のためじゃないんだ。いわば一つの実験で……っておお。元気そうじゃないか」

　戸口に立ちはだかる少年の横からひょいと顔だけ出してこちらを覗のぞき込こんできたのは、ぼさぼさ頭にタレ目の野獣将軍……エヴラール＝アゼマ将軍であった。

（うかつだわ。すぐに思い至らなかったなんて）

　野獣将軍がソニボスで爵しやく位いを授さずかったという話は聞いていたのに、男爵と聞いてあの男をすぐ結びつけられなかったアンリエットである。

　男は少年を避けて立ち上がると、落ちていた植物を一つ拾ってにこにこと笑いながらこちらに近づいてきた。

「なぁ、先に聞いておけばよかったんだが、あんた何が原因で猫になるんだ？　一応大量に木天蓼またたびを取ってきたんだが、どうだ？　これじゃ猫になれないかな？」

　アンリエットは、あとわずかであった野獣将軍との距きよ離りを踏ふみ出だした一歩で縮めると、見上げる位置にある男の両りよう頰ほおをがしりと摑んでぎりぎりと力を込めた。

「ほほほ。何を寝ぼけたことをおっしゃっているのかしら将軍閣下は」

　野獣将軍の脳みそはすかすかなのだろうか。他人の前でいきなり猫化を話題に出すなんて。

「ねぇエリク。ちょっと申し訳ないのだけれど、外で待っていてくださる？　少し将軍閣下とお話があるの」

　アンリエットは有う無むを言わさぬ笑顔でそう言うと、気き遣づかわしげな少年が部屋から出て行ったのを確認して手を離した。

「私を脅おどしているつもり？」

　彼女は目を吊つり上あげて問とい詰つめたが、野獣将軍はしれっとして答えた。

「エリクは信用して大だい丈じよう夫ぶだ。世間から正体を隠して人間として生活しているあんたの秘密は完かん璧ぺきに守られる」

「私は生まれた時から人間です！」

　思わず声を荒あららげてしまう。

「それはあまりにもったいない。あんたのような美人猫は他に見ないぞ。もう一度猫になってみせてくれ。そして俺おれに抱かせろ。もふもふさせろ」

　断固とした様子で首を振る野獣将軍が、つやつやとした緑の葉を持つ植物をアンリエットの前に突きつける。アンリエットはそれを容赦なく叩き落とした。

「木天蓼またたびなんかで猫になってたまるものですか！」

「ああっせっかく庭で摘んできたのに！」

「ともかく！　屋敷に帰してください！　例のことを秘密にしておいてくださるなら、昨夜あなたに巻まき込こまれて襲われたことも忘れて差し上げますから！」

「ああ、そのことなんだがな」

　木天蓼またたびを叩き落とされて悲しげな顔をしていた野獣将軍が、ころっと真顔になってアンリエットを見た。

「あんたはしばらく自分の屋敷には戻らない方がいい。昨日の奴やつらに顔を見られているからな。誘ゆう拐かいされて、閉とじ込こめられて、いいように利用されるかも」

「ちょっと待ってよ。あの男たちを逃にがしたの？」

　アンリエットは眉を寄せた。てっきり捕とらえたものだと思っていたのに。

「俺一人であんたを連れて屋敷へ戻る間、縄で縛しばって馬車の中に置いてきたんだが、逃げられたようだ」

　男の台詞せりふにはたっぷりの皮肉がこめられていたが、アンリエットはしれっと「私は無関係よ」と言った。

「そうだな。あんたは無関係だ。だがそんなこと連中の知ったことじゃない。自分の身が可愛いなら、しばらくここにいた方がいい。なんだったら、その首と頭の傷の慰い謝しや料りよう代わりに寄付金も用意しよう。これだけあれば、あんたの言う百三十二人の生活も当座のところ大丈夫だろう？」

　そう言って男が懐ふところから差し出したのは、現金代わりに使われる手形であった。それもすでに金額が書き込まれている。アンリエットはぎょっとした。

「どうして、こんなに」

　それは驚くべき額であった。少なくとも、たかが男の爵位を持つだけの人間があっさりと出せる金額ではない。

「戦地で武功を立てたからな。その報ほう奨しよう金だ。あんたが難民対策事業に使うっていうなら、渡わたしても惜おしくはない」

　アンリエットが考えたのはほんの一秒足らずの間であった。

　受け取った手形をさっと胸元に入れてにっこりと微笑む。

「アゼマ男爵閣下からの寄付金、確かにいただきました。後日お礼状を送りますわ。ありがとうございます。ではごきげんよう」

「おい！」

　横を通り過ぎようとしたアンリエットの腕を、野獣将軍がさっと摑む。

「昨晩、あんたを預かっていることを知らせに人をやって、王都のオードランの屋敷を探させたが、無人だったぞ。聞けば執しつ事じも使用人も雇やとっていないらしいじゃないか。そんなところに危険を冒おかして戻ってどうするんだ」

　アンリエットは摑まれた腕を振り払うときっと野獣将軍を睨みつけた。

「大きなお世話です。たとえ多額の寄付金をいただこうと、住むところまでお世話になるつもりはございません。お借りしたお洋服も、後日お返しいたします。どうぞお構いなく」

　きっぱりと突き放された野獣将軍は驚いたように眉を上げると、呆れた顔をして自らの首を撫なでた。

「あんた、可愛くないなぁ」

　すでに男に背を向けて歩き始めていたアンリエットは、小さく息を吸った。

「……」

　次いでくるりと振り向き、にっこりと笑う。父であるオードラン伯爵が庭中の薔薇が咲いたような、と評した笑顔だ。見る者の心を奪うばい去さり、虜とりこにしてしまう。

　彼女はそのまますたすたと男のすぐ目の前まで戻ってくると、その顔を見上げながらもぐりっと相手の足を靴の踵かかとで踏みつけた。

「っっっいってえ！」

　野獣将軍が声を上げて飛び上がる。

　アンリエットはすぐに笑顔を引っ込めた。

「穴あいてるぞ！」

　野獣将軍は床ゆかに座すわり込こんでぼこりと丸く凹へこんだ靴を指差した。アンリエット＝オードランはつんと顎を上げて睥へい睨げいする。そして言った。

「可愛い女がほしいのなら他を当たってくださる？　それは私には役不足だわ」

　踵きびすを返かえしたアンリエットは、もう二度と振り向くまいと心に決めて部屋の扉を開けると、心配そうな様子でそこに佇たたずんでいた少年に言った。

「エリク。申し訳ないのだけれど、馬車を用意してくださる？」

「え？　あ、はい。ですがあの……」

　目の前のアンリエットと部屋の中にいる旦那様を困惑した様子で見比べるエリクの足元には、木天蓼またたびの入った桶があった。散乱していたものをエリクが拾い集めたのだろう。さすがにこれだけ大量にあると、人の鼻にもその香りが香ってくる。木天蓼またたびには、猫を興奮させる作用があるのだ。

　アンリエットは手で鼻を押さえた。

　背後で野獣将軍が何か指示を出したのか、こくりと頷うなずいたエリクがアンリエットに「かしこまりました。少々お待ちください」と答えて駆かけ出だす。

　部屋の前の廊ろう下かは、吹ふき抜ぬけに面していて手すりがあった。部屋から出て手すりの下を覗き込むと、右手に階段があって、左手に玄げん関かんらしき扉がある。エリクはちょうど、階段を駆け下りていくところであった。

「アンリエット＝オードラン！」

　もう二度と振り向くまいと決めていたのに、とっさに振り向いてしまったのはその声に抗あらがいがたい強制力があったからだ。

　よく響ひびく、透すき通とおった声。耳からするりと入り込んで内側を震ふるわせる声だ。

　まだ床に座り込んでいた野獣将軍は、左手に持った木天蓼またたびを自らの鼻先でくるりと回し、にやりと笑った。

「危険を感じたなら、いつでも戻ってくるといい。俺があんたを護ってやる。──ただし、一日一もふもふと引ひき換かえだ」

「もう二度と、あなたの目の前で猫になることはございませんのであしからず」

　アンリエットはつんとしてそう答えると、今度こそ振り向かずに野獣将軍の屋敷を後にしたのだった。
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　野獣将軍の屋敷が建っていたのは、森深い山の中であった。

　エリクが言うには、王城の裏手にあたるコルマールの森の中であるらしい。

　昨晩馬車に乗っている時に盗賊もどきに襲われ御ぎよ者しやも失い、仕方なく馬車を捨て置いて騎き乗じようにて屋敷に戻ってきた野獣将軍は、予備の馬車を一台だけ持っていた。しかしアンリエットに要よう請せいされエリクが確認したところによると、車しや軸じくが傷んでいたようだ。

「乗馬はお得意でしょうか？」

　少年にすまなそうな顔で言われてしまっては、馬車でなくては嫌だとも言えないアンリエットである。

　結局アンリエットは馬上の人となり、エリクがその手た綱づなを引いて歩くことになった。

　馬は鹿か毛げの小こ柄がらな牝ひん馬ばだ。エリクの馬なのかもしれない。アンリエットが乗っても興奮することなく、凹おう凸とつの激しい山道をしっかりと歩いてくれた。

「この道は馬車は通れませんが、王都への近道なんですよ」

　朝あさ露つゆの香りが残る樹々の間を、初めて会った少年に馬を引いてもらいながら行くなんてとアンリエットは不思議な心地になった。頭上を覆おおう樹じゆ冠かんからこぼれ落ちてくる光がぼんやりと森の中を浮うき上あがらせている。

「あのでも、もしお疲つかれのようでしたらおっしゃってくださいね」

「ええ、ありがとう。大丈夫よ」

　そう言ってから、彼女は気になっていたことを口にした。

「エリク、スープをいただけなくてごめんなさいね」

　目が覚めた時、エリクは滋養にいいスープを用意すると言っていた。もしアンリエットのために作ってくれていたものだとしたら申し訳ないことをしたと思っていたのだ。

　すると少年は少し驚いた様子で顔だけ振り向き、次いで笑った。

「ふふ。アンリエット様はお優しいですね」

　その少年の顔が、記憶の中の幼馴染と重なる。

（少し、似ているかしら）

　まだ何も屈託がなかった頃のあの子に。

　二年前、学園をやめるとだけ告げて行ゆく方え不明になったカロン＝デマルシェリエに。

「……」

　アンリエットは首から下げた鎖くさりの先にある円形の飾りチヤームをぎゅっと握にぎりしめた。

　幼い幼馴染を彷ほう彿ふつとさせる少年が、この土と緑と水の香りに満ちた森が、容易に彼女を十数年前に連れて行く。

『アンリエット。これをずっと持っていて。君が猫になってもこれがあれば大丈夫だから』

　この二年間、オードラン家は方々の伝つ手てを使って養い子であるカロン＝デマルシェリエを捜さがしているが、その行方はようとして知れない。死んでいるのか生きているのかさえわからないのだ。

　けれどアンリエットは諦あきらめてなどいなかった。

（カロンは、どこかで生きているわ）

　そう信じられるのは、この首飾りがあるからだ。

　この首飾りは飾りチヤームが開けられるようになっていて、中には八年ほど前にカロンが作った魔術陣じんが入っている。

　それは術者が死ねば壊こわれてしまう魔術陣だと彼は言っていたから、カロンはまだ生きているはずだった。

（どこにいるのよ馬ば鹿かカロン）

　アンリエットは心の中で罵ば倒とうした。

（二年間も、私をおいてどこで何をやっているの？）

「アンリエット様は、旦那様の恋こい人びとなのですか？」

　少年の声ではっと我に返る。アンリエットはぱちぱちと瞬きをした。

　馬が足を踏み出すたびに視界が揺れる。両の手が強く握りしめているのは、手入れの行き届いた鬣たてがみだった。

「ええ？　なんですって？」

　聞き捨てならないことを言われた気がする。

「あの、アンリエット様はその、旦那様と恋こい仲なかでいらっしゃるのかなと……」

「昨晩初めてお会いしただけの他人です」

　アンリエットはきっぱりと言った。

「とんでもない誤解だわ」

「ああ、そうなんですか。いやあ僕、旦那様が女性とあんなふうに親しくされていらっしゃるのは初めて見たので、てっきり」

「別に、親しくはないわ。今後関わり合うこともないと思います」

　寄付金はいただいたので、お礼状は書かなくてはならないだろう。でもそれで終わりだ。今後も交流する気はない。昨晩のようなことに巻き込まれるのはもうごめんだ。

　エリクは笑った。

「アンリエット様は旦那様が苦手なんですね」

（しまった失言だわ）

　エリクの前だけでも取り繕えばよかった、とアンリエットは思った。雇い主への悪感情をあからさまにされてはいい気分はしないだろう。

「ごめんなさい。別に嫌いというわけではないのだけれど……」

「いいえ、お気になさらないでください。ああいう方ですから。僕も初めてお会いした時はなんて変な方だろうと思いました」

　エリクは前を向いて歩きながら続けた。

「僕の父は、もともと王城で働いていたんですよ。けれどお恥はずかしいことに、不正を働いて罷ひ免めんされてしまって……いろいろあって僕は両親と暮らせなくなってしまいました。それで行き場を失っていたところを拾ってくださったのが旦那様なんです。あの方は、助ける義理のない僕に向かって、その生命を無む駄だに使うつもりならせめて最後に俺の役に立てとおっしゃいました。でもまだ、ご恩を返せていません」

　アンリエットは瞬きをした。

　エリクが良家の子息だと思っていたのは、とんだ見けん当とう違ちがいだったのだろうか。いやそうとも限らない。家庭の事情というのは家の数だけあるものだ。格式あるオードラン家が破産の危機にあるように、エリクの家にもなんらかの事情があったのだろう。

「旦那様はひねくれ者なんです。物事に対する執しゆう着ちやくも薄うすいし、お友達もいらっしゃらないようなので、せめて心の通じ合う恋人を見つけてくださればいいと思うのですが」

「あなたがいるじゃない」

　アンリエットが言うと、エリクは少し驚いた様子で振り向いた。

「僕、ですか？」

「あなたはかなり信しん頼らいされていると思うわよ」

　アンリエットが猫になることをぺらぺらと暴ばく露ろした挙句、しれっと『エリクは信用して大丈夫だ』などと言い放ったのだから、野獣将軍がこの少年に信を置いているのは間違いないだろう。

　しかしそれは少年にとって意外なことであったらしく、彼はアンリエットの言葉を聞いて頰を染めると、照てれ臭くさそうに笑った。

「ふふ。本当にそうだと嬉しいです」

　こんなにいい子があの野獣将軍の下で働いているのはなんの因果なのか。

　その後もエリクはアンリエットが飽あきないよう多た彩さいな会話を展開し、疲れていないか気遣い、遅おそすぎず速すぎない速度で山を下りた。こんな優秀な小姓なら自分が雇いたいと思ったほどだ。

　結局、一時間足らずでアンリエットは自らの住居にたどり着いた。

　森の中に建つ城とも見まごう野獣将軍の屋敷とは違い、隣りん接せつする他人の敷しき地ちに挟はさまれた小さな町屋敷タウンハウスである。

「かわいらしいお屋敷ですね」

　ささやかな庭に囲まれた、茶色の壁かべと煉れん瓦が色の屋根を見てエリクが言う。不思議と少年の言葉は世辞に聞こえなかったので、アンリエットは素直に嬉しく思った。

「しばらく誰も住んでいなかったのだけれどね」

　オードラン家が貴族社会というものを嫌きらって社交シーズンにも町屋敷タウンハウスに戻ってこなくなったのは、アンリエットが五歳の時だった。

　そのせいでこの屋敷の思い出はそう多くないが、アウループから出て来て八日も経つと、落として忘れてしまっていた宝石を見つけるように記憶のかけらを見つけることがあった。

　音の大きかった柱時計。花の咲く庭。よくかくれんぼをした屋根裏。

　あの頃は使用人も何人かいて、病がちな母に代わって彼女たちがアンリエットの遊び相手をしてくれた。カロンと初めて出会ったのもこの屋敷だ。そういった懐なつかしい記憶を拾い上げられたことは、寄付を集めるためだけに王都に越こしてきたアンリエットにとって嬉しい誤算であった。

「ここまでありがとう」

　エリクの手を借りて馬から降りたアンリエットは、艶あでやかな鹿毛を撫でて礼を言う。

「水を飲ませましょう。エリクも、少し休きゆう憩けいしていって。お茶くらい出すわよ」

「そんな。ええと、では馬に水だけいただいてもよろしいでしょうか？」

「ええ。待っていてね。井い戸どから汲くんでくるわ」

　そう言って踵を返したアンリエットをエリクがぎょっとして止めた。

「僕が！　汲みます！」

　エリクの剣けん幕まくに、思わず笑ってしまうアンリエットである。

「そう？　それならお願いしようかしら」

　この屋敷に、執事も使用人もいないとエヴラールが言っていたのは本当だ。アウループを出る際、使用人くらいはつけろと両親が懇こん願がんしたのだが、金を集めるために王都へ行くのにそこで人件費を使ってどうするとアンリエットが拒きよ否ひしたのだ。

　所しよ詮せん、寄付金を集める間だけのかりそめの生活である。身の回りのことくらい自分でできるし、洗せん濯たくは一人分ならそう手間ではない。掃そう除じも目につくところだけをすればいい。オードラン家の事情を承知している隣りん家かのフライリン夫人の手を借りることもあるが、伯爵令嬢の一人暮らしはおおむねうまくいっていると言ってよかった。

「手綱はそこの木に繫つないで。井戸は裏手よ。桶もそちらにあるから」

「ありがとうございます」

（お茶を淹いれて持っていってあげよう）

　馬を木に繫ぐエリクを見てそう思いながら、踵を返して玄関ポーチへ向かう。

　玄関扉に外鍵かぎはつけていなかった。盗ぬすまれて困るような金目のものもないからだ。アンリエットが在宅の時だけ、内鍵をかけている。

　いつものように重たい木でできた玄関扉を押し開くと、真っ暗な室内が外からの明かりにぼんやりと浮かび上がった。入ってすぐ左の二本の柱の向こうが広い玄関広間になっていて、その奥が居間に続いている。食堂は右手だ。

（とりあえず明かりを……）

「ちゅー」

　玄関広間のカーテンを開けようとしたアンリエットの耳に飛びこんできた可愛らしい鳴き声は、右手奥の調理場の方から駆けてきた灰色の小さな生物のものであった。

「ルゥ」

　アンリエットは相好を崩くずして左手を差し伸べる。すると灰色の生物は駆けてきた勢いのまま手にぴょんと飛び乗ってきて、再度「ちゅー」と鳴いた。

「ルゥ。迎むかえにきてくれたの？」

　左耳にかじられた跡あとのある灰色ネズミだ。名はルゥという。

「ちゅー」

　おかえり、とでも言うようにアンリエットの肩まで駆かけ上のぼり頰に毛並みをすりつけてくる灰色ネズミに、アンリエットは「ただいま」と答えて相好を崩した。

　──ルゥは、特別なネズミであった。

　どうにもこちらの話していることを理解しているふうなのである。

　八日前にこの町タウ屋ンハ敷ウスに住み始めた時、隣のフライリン夫人の差し入れにいただいたリンゴをこっそり食べていたのがルゥだった。盗み食いが見つかったルゥは一度はさっと物もの陰かげに隠れたが、その後も何かというとちょろちょろとアンリエットの周囲に現れては、こちらを窺うかがっている様子を見せた。

『別に今さら、あなたをここから追い出したりしないわよ。ずっとここに住んでいたんでしょう？　私も少しの間住むの。よろしくね』

　王都にやってきてから三日目にそう話しかけたのは、気のおけない話し相手に飢うえていたからかもしれない。それからルゥは、アンリエットが屋敷の中にいる時はいつも側にいて、出かける時は見送り、帰ると出迎えてくれた。

（ネズミの友達なんて、童話の中の不ふ遇ぐうなお姫ひめ様じみてきたわね）とそう思わないでもないが、不思議とルゥには特別な絆きずなのようなものを感じるのである。自分が猫になるからだろうか、とアンリエットは自分を納なつ得とくさせるのであった。

「ちゅーちゅー」

「なあに？　お腹なかでも空いたの？　今日は私も聞いてほしいことがあるのよ。昨日は大変だったんだから」

　言いながら、左手の玄関広間に入って細長い三つの窓を覆うカーテンを開ける。すると外から入り込んだ光が小ぶりなシャンデリアに反射して広間を照らし出した。

「待ってね。お客様にお茶を淹れたら……」

　振り向いたアンリエッットは、背筋をぞくりと震ふるわせて息を止めた。

　花台の上に置かれていた花か瓶びんが倒たおれている。広間にあった棚たなにはいくつかの本が並んでいたが、ほとんどが床に散らばっていた。引き出しもすべて出され床にひっくり返っている。絨じゆう毯たんの上には小物が散乱していた。

　ひどい惨さん状じようである。

（──なに？）

　猫でも入り込んだのだろうか。いや、猫に引き出しを開けることはできまい。

（まさか、泥どろ棒ぼう？）

　眉を寄せた次の瞬しゆん間かん、かたり、という物音を耳にして心臓が飛び上がった。

　広間から二階へと続く、階段の上からだ。

　階段の上を凝ぎよう視しする。しかし光の届かないその場所に、誰かいるかどうかなどわからなかった。肩にいたルゥに手を差し出して、小さな友人を手のひらに包つつみ込こんで隠す。

「誰かいるの？」

　かろうじて震えを抑おさえた声で誰すい何かしたが、答えが返ってくる前に玄関の方から声がした。

「……アンリエット様？」

　エリクである。少年の声と紐ひもづけられていたかのように、あの男の言葉が蘇よみがえった。

『昨日の奴らに顔を見られているからな。誘拐されて、閉じ込められて、いいように利用されるかも』

（ああもう、あの変態将軍!!）

　アンリエットは即そく時じに決断した。

「エリク！　走って！」

　さっと踵を返すと右手にルゥを摑んだまま玄関まで駆け、扉を少し開けてこちらを覗き込んでいたエリクを左手にかっさらうようにして屋敷から飛び出す。

（昨晩の男がいるのなら、対たい抗こうできるはずがない）

　アンリエットの首に刃やいばを押しつけたのはおそらくああいった裏稼か業ぎようを生業にする男だ。アンリエットやエリクのような女子供など、簡単に掌しよう握あくしてしまうだろう。

「ア、アンリエット様!?」

「乗って！」

　木に繫がれて桶の水を飲んでいた馬に、状況の理解できないエリクを先に乗せ、その手にルゥを押しつけてから手綱を解く。馬は迷めい惑わくそうに鼻を鳴らしたが、手綱を手にしたアンリエットがエリクの後ろに跨またがっても振り落とそうとはしなかった。

「あ、あの。どうされたのですか？　それに、このネズミは？」

「いいから、一度将軍閣下の屋敷に戻りましょう。急いで！」

　手綱を握りしめてそう言ったアンリエットは、エリクの返答を待たず踵で馬の尻しりを蹴けった。そして屋敷の中から誰かが追いかけてくる前にと、その場から駆け去ったのであった。
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　屋敷の中が荒あらされて誰かがいたようだと話すと、エリクは「アンリエット様がご無事でよかったです」と言ってくれた。そして来た時よりもずっと短い時間でコルマールの森の野獣将軍の屋敷にたどり着くと──馬はエリクに任せて──アンリエットはバタンと屋敷の扉を開けた。

　ネズミのルゥを肩に乗せ、オードランの町屋敷タウンハウスよりもずっと広い玄関ホールに仁に王おう立だちになり、息を吸う。

「エヴラール＝アゼマ!!」

　それは屋敷中に響きそうな大声であった。

　もはや礼れい儀ぎ作法など二の次である。

　アンリエット＝オードランは完全に腹を立てていた。猫にならなかったのは、そうならないようなんとか制御していたからだ。

「おお。思ってたより早く戻ってきたじゃないか」

　しかしアンリエットの怒いかりの矛ほこ先さきである相手は、玄関ホールのすぐ横にある扉からひょっこりと顔を出してアンリエットを見ると目め尻じりに皺を寄せて笑った。

　食事でもしていたのか、もぐもぐと口を動かしている。

「私の家に何か出たわよ!!」

　アンリエットは野獣将軍に摑みかかった。

「なんなのよ、誰なのあれ！　なんとかして！」

「あんた肩のそれなんだ？　ネズミが乗ってるぞ」

「ちゅー！」

「うお！」

　差し出された野獣将軍の指をルゥが目を吊り上げて嚙かもうとした。

「おいそのネズミ凶きよう暴ぼうだぞ」

「私の家に誰かいたのよ！」

　アンリエットは野獣将軍の抗こう議ぎを無視した。

「ああ？」

「侵入者よ！　家が荒らされていたの！」

「だから言っただろ？　あんたも顔を見られてるって」

　いくら顔を見られていたからって、昨晩の今日でいきなりアンリエットの家にまでやってくるものだろうか。普通じゃない！

「あなたいったい誰の恨うらみを買ったのよ！」

　問い詰めると、野獣将軍はにやりと意地悪な笑えみを見せた。

「あー。それ聞く？　後こう悔かいするぞ」

「何も知らない方が怖こわいわよ！」

　幼い頃は夜明かりを消す前に部屋の隅すみ々ずみまで確認し、暗くら闇やみへの恐きよう怖ふを克こく服ふくしたアンリエットである。それは紛まぎれもなく本心であったが──この時ばかりは、自らの発言を後悔することとなった。

　野獣将軍はすっと目を細めると、静かに答える。

「──皇太后だ」

「……」

　こうたいごう？

　それってつまり……。

「……は？　……え、は？」

　意味のある言葉の出てこないアンリエットに代わり、エヴラールが補足説明をする。

「皇太后だよ。王様の母親。王族の女性の中で一番偉えらい人。わかるか？　昨日の男たちは、皇太后の差しがねだ」

　アンリエットは野獣将軍の胸ぐらを摑んでいた手をぱっと離すと、ふらりと背後によろめいた。

　記憶に蘇るのは、二年ほど前にアウループの領地にやってきた皇太后ドロテアだ。

　ドロテア＝ディックハウト。

　ふんわりとした、柔らかな雰ふん囲い気きの女性であった。まるでアウループの山に咲く鈴すず蘭らんのように可か憐れんで、『あなたが、オードラン伯爵のご息女ね』と優しく話しかけてきてくれた。

　およそ人を雇って他人を害しようなどと考えもしなさそうな雰囲気を纏まとっていらしたのに、まさか。

　野獣将軍はアンリエットの心中を読んだかのように顔を歪めて笑った。

「面識があるのか？　だが外見に騙だまされるなよ。あれは、虫のように人を殺せる女だよ。俺を狙ねらっている理由も俺が皇太后の秘密を知っているからだ。昨日の奴らは、その秘密の証しよう拠こを奪いにきたんだろうなぁ。残念ながらまだ持ってないんだが。ああだから、あんたの家に行ったのかも。あんたが証拠を持ってるかもしれないと思われたんだな」

「持ってないわよ！」

「そうだよな。知ってる」

　野獣将軍はにやにやと笑っている。アンリエットははっと気づいて男に背を向け、耳を塞いだ。

「いいわ、わかった。それ以上聞きたくない」

　皇太后の秘密？　そんなの間違いなくやばい秘密だ。知れば強制的に巻き込まれてしまう。知りたくない！　しかし男はすすすとアンリエットに近づいてきて、その耳元で囁ささやくように言った。

「巷ちまたでは無能な王を支える健けな気げで慈じ愛あい溢あふれる皇太后だと知られているが、あれは真っ赤な噓だ」

「だから聞きたくないってば！」

（人の話を聞いてるのかこの変態野獣将軍は！）

　王城の真実、皇太后の秘密。そんなものに関わるために王都にやってきたわけではない。寄付金を得て、領地に戻る。それがアンリエットの使命だ。

「王は傀かい儡らいなんだ。魔術師を利用して、皇太后は王を操り王城を牛ぎゆう耳じってる」

「やめてよ！」

　アンリエットはついに腕を振りかぶって男に制裁を加えようとしたが、その前に、ルゥが「ちゅー！」と今までに聞いたことのないような声を上げて野獣将軍に飛びかかった。

　不意をつかれてがぶり！　と耳を嚙まれた野獣将軍が、「いってぇ！」と声を上げてルゥの尻しつ尾ぽを摑む。逆さかさ吊づりにされたルゥを見て、アンリエットは目を吊り上げた。

「ルゥ！」

「なんだこの凶暴なネズミはあんたのペットか!?」

「返してよ！」

「ちゅー！」

　野獣将軍は耳のつけ根からわずかに血を流していた。

「あんた猫のくせにネズミ飼ってどうするんだ。非常食か？」

「ちゅーちゅー！」

「食べないわよ！　失礼ね！」

　アンリエットは野獣将軍からルゥを奪い返すと、両手で彼を包み込み、興奮している様子の毛並みを撫でて落ち着かせようとした。

「ああ、大丈夫？　何も痛いことはされなかった？」

「痛いことをされたのは俺なんだが」

　野獣将軍は耳元を乱暴に手で拭ぬぐい、血のついた手ての甲こうを見て渋じゆう面めんになった。

「あなたなら蚊かに刺さされたようなものでしょ」

「蚊に刺されるのとネズミに嚙まれるのでは大分違う」

「とにかく、私をわけのわからないことに巻き込まないでちょうだい。その皇太后がなんとかっていうのは、あなたの問題でしょう？　私に害のないところで、早く解決して。迷惑なのよ」

「ああそうだな。確かに俺の問題だ。あんたには関係ないな。たとえその皇太后に利用されている魔術師の名前が──」

　男が不自然に言葉尻を切る。

「？」

　アンリエットが不思議に思って顔を上げると、野獣将軍は腕を組み、あの青と緑の混じった瞳でこちらを見ていた。




「カロン＝デマルシェリエといったとしても」




　時間が止まったかと思った。

　思い出したように息を吸う。

「……なんですって？」

　まさか。そんな。

　アンリエットは唇くちびるをわななかせた。

　ここであの子の名前を聞くなんて。

　そんなことありうるの？　だって、あの子は。

「話を聞く気になったか？　アンリエット＝オードラン」

　返答を知っている顔で男が問うてくる。

『僕は、魔術師になる。そして君の魔術を解いてみせる。僕はこれから、そのためだけに生きる。君がなんと言おうとだ』

「ちゅー」

　手の中のルゥが心配そうな声で鳴く。

　アンリエットは知らず、金の首飾りを握りしめていた。

　男が続ける。

「そうだ。あんたの魔術師は、王城にいるんだよ」
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「とりあえず何か食べたらどうだ」

　そう言って案内された食堂には大きな食しよく卓たくがあって、パンとスープ鍋なべが置かれていた。しかし二年間消息の知れなかった幼馴染の名前を聞いた今となっては、覚えていたはずの空腹感もどこかへ消えてしまった。

「詳くわしく聞かせて」

　アンリエットはパンのかけらだけもらってルゥに与あたえると、野獣将軍の斜ななめ向かいの椅子に腰掛けて姿勢を正した。

　一方で、野獣将軍は食べかけのパンにがぶりと食いつく。アンリエットの拳こぶしよりもひと回り大きなパンが瞬またたく間まに男の口の中に消え、両手にスープ皿を持った男が音もなくそれを飲み干すのを、アンリエットはじっと耐たえながら見ていた。

「ふぅ。あんたは何も食べなくて本当にいいのか？」

　野獣将軍は最後にグラスに注がれた水を飲むと、テーブルの上に畳たたんであったナプキンで丁寧に口元を拭ってから言った。

「結構よ。それより詳しく聞かせてちょうだい。どうしてカロンが王城の魔術師になっているの？」

　カロンの行方を捜すにあたって、考えてもみなかった可能性であった。

　一国の王に仕える魔術師は確かに存在する。しかしほとんどの場合彼らは、協会に認可された魔術師なのだ。

　国は協会と契けい約やくして、魔術師を派は遣けんしてもらう。王が魔術師に命令できるのは平和的行動のみと契約により限定されているが、それでも魔術師を雇う利点は少なくないのだろう。隣りん国ごくソニボスも、長年協会と契約している国の一つであった。

　しかしそもそも、カロンは非認可の魔術師であるはずだ。

　彼の師モリスは、アンリエットにはあずかり知らぬ信念でもって協会には属していなかった。彼を敬愛していたはずのカロンが、その師の信念を裏切るとは思えない。

「カロン＝デマルシェリエは、個人的に王と契約を交かわしたんだ。俺も、王の命令で動いていた。──皇太后を、失しつ脚きやくさせるために」

　アンリエットがわずかに口元を引き締めると、野獣将軍はからかうように笑った。

「今さら耳を塞いだって意味はないと思うがな。あんたはもう巻き込まれている。『知らない方が怖い』んだろう？」

「……私は自分のことで手て一いつ杯ぱいなのよ。だから面めん倒どうごとには関わらない主義だけど……どうして、私がカロン＝デマルシェリエを知っているとわかったの？」

　一度もカロンの名前を出してはいないはずなのに。

「ああそれは、あんたが寝ね言ごとで『カロン、カロン』と言ってたからだ。もしかして恋人なのか？」

　アンリエットはぐっと眉み間けんの皺を深くして、野獣将軍を睨んだ。

「女性の寝言を聞くなんて、失礼だとは思わないの？」

「聞こうと思って聞いたんじゃない。昨晩あんたをここまで運んでくる途と中ちゆうで聞こえたんだ。嫌なら次からは猿ぐつわでもして寝るんだな」

　そういえば、昨晩はカロンの夢を見た気がする。

　他に何かおかしな寝言を聞かれていなかったかどうかが気になったが、わざわざ藪やぶをつつく気にならなかった。野獣将軍が続ける。

「胸に魔術陣を持つあんたの口から出たカロンという名前と、王城にいる魔術師カロン＝デマルシェリエを結びつけるなという方が難しい話だ。あんたのその、猫になる魔術を解こうとしている魔術師、というのがカロン＝デマルシェリエなんだろう？」

　その時になってようやく、アンリエットははっとして自らの失態を悟さとった。

（なんて馬鹿なの。私は『カロン＝デマルシェリエ』に反応すべきじゃなかったのよ）

　二年ぶりに他人の口から聞いたその名前に、思わず食いついてしまった。なんとか動どう揺ようを顔に出さないよう耐えたが、野獣将軍はそれすら見透かすように片方の眉を上げる。

「協会は魔術師の暴走から世界を護まもるためという大義名分を持っている。それに逆らう非認可の魔術師がどんな末路を辿たどるかは知っているよな？　禁止事じ項こうの違い反はんは最悪極きよつ刑けいだ。カロン＝デマルシェリエがその違反した非認可の魔術師の弟子だというなら、徹てつ底てい的てきに調査されるだろうな」

　それだけじゃない。

　こじつけで、罪を負わされる可能性だってある。協会は非認可の魔術師に厳しいのだ。自分たちに与くみしない者たちを危険視している。

　アンリエット＝オードランは自分にかかっている魔術とカロンの関係を、このわけのわからない男の前で口にしてはいけないのだ。

　男がカロンの味方かどうかもわからない。

　猫になる魔術について両親にさえ秘密にしてきたのは、他でもないカロンを護るためなのだから。

「カロン＝デマルシェリエは、私の弟よ」

　アンリエットはきっぱりと答えた。

「この胸の魔術とは関係ないわ」

　どんなに無理があるように聞こえてもそう主張するしかない。

（いざとなれば）

　あらゆる手を使ってカロンを逃す。アンリエットがそう覚かく悟ごを改めた時だった。

「弟、ね」

　男がふっと表情を和やわらげる。アンリエットは、驚いて瞬きをした。男はテーブルに頰ほお杖づえをつき、目を細めた。

「あんたがずっとあいつを護ろうとしているのと同じように、カロンはずっと、あんたを忘れていなかったよ」

（どういう意味？）

　その言い方ではまるで。

　アンリエットは気づけば身を乗り出していた。

「あなた、カロンを直接知っているの？」

　野獣将軍は肩をすくめた。

「言っただろう？　俺もカロンも、王の命令で動いてたんだ。あいつのあの社交性の低さは生まれつきなのか？　分厚い眼鏡をかけて、他人に興味を持ちやしない。同どう僚りようとしてはやりにくいったらないぜ」

　王城の魔術師のカロンと自分のカロンが同一人物であることの証拠がほしいと思っていたアンリエットは、男の言葉を看過できなかった。

「カロンの好きな食べ物を知っている？」

「好きな食べ物？　チョコレートなら毎日見てるこっちが気持ち悪くなるくらい食べてたけどな」

「何か思いつく癖くせとかはない？」

「癖というか、何か渡されるとポケットに入れてそのまま忘れることがよくあったぞ」

　アンリエットは、小さく息を吸う。

　間違いない。本当にカロンなのだ。

　こうなっては、居ても立ってもいられない。彼女は野獣将軍に詰つめ寄よると、矢や継つぎ早ばやに質問をした。

「あの子は元気なの？　ちゃんと食べてる？　病気はしていない？」

　突とつ然ぜんのアンリエットの質問攻ぜめに、野獣将軍は一度目を丸くしてからははと笑った。

「姉というより母親だな。ああ少なくとも、最後に見た時は健康そうだったよ」

「そう……」

　息を吐いて、座っていた椅子に戻る。胸に落ちたのは、言いようのない安堵感であった。

　両手で顔を覆う。

（……無事だった！）

　涙なみだが出そうだ。

　二年間、行方の知れなかった弟の居場所を知ったのだ。

　ああ、早く両親にも教えてあげなくては。

　ついにカロンを見つけたと。

「だが元気かどうかは疑問だな。さっきも言ったように、あいつは今皇太后に利用されているから」

　アンリエットははっとして顔を上げた。

「それってどういうことなの？」

　いまだ、あの皇太后が悪人であるということを信じきれずにいる。領地を訪れてくれたドロテア殿でん下かは、アウループが直面する問題を訴えるアンリエットの話を真しん摯しに聞いてくれたからだ。

　だが、カロンが利用されているだなんて穏おだやかではない。アンリエットは、幼い頃カロンをいじめる近所の子供たちに自分が制裁を与えてきたことを思い出した。今だって、迷わず同じことをするだろう。

「もともと、カロン＝デマルシェリエはディオン陛下の守り手だったんだ。二年前……前王クレール陛下が崩ほう御ぎよしてディオン陛下が即そく位いされた直後のどさくさで、カロンは王城の宝ほう物もつ庫こに盗みに入った。そこを俺が捕まえて、奴が盗もうとしたものと引き換えに陛下の守り手として契約させたんだ」

「なんですって？」

　王城の宝物庫に盗みに入った？

　とんでもない重罪だ。しかもその罪人を、王の守り手にするなんて。

「ディオン陛下には、城内に味方がいなかったからな。逆に、外部から個人的な目的を持ってやってきたカロンは信用できた。しかも魔術師だろう？　使えると思ったんだが……俺が不在にしている間に、あの野郎皇太后に寝返ったらしい」

　エヴラールは残念そうに息を吐く。

「まぁ権力に興味があるような奴じゃなかったから、弱みを握られたか、求めるものを提示されたのかわからんが……。どうだ、それでもカロンを取り戻したいか？」

「当然よ」

　アンリエット＝オードランは迷わなかった。

　二年前、カロンを行かせたことをずっと後悔していた。こんなことなら、縛りつけてでも家に置いておくべきだったのだ。

　今度手が届くところに来たら、その腕を摑んで離さない。

　もうずっと、そう決めていた。

　野獣将軍はにやりと笑った。

「そうと決まれば、俺たちは目的を同じくする相棒だ。皇太后の罪を暴あばくことで、俺は王を解放し、あんたは魔術師を取り戻す。──運命共同体だな、アンリエット」

　立ち上がり差し出された手を、一度じとりと睨む。

（この手を信じていいものだろうか）

　そういう疑念が湧わいてしまうのは、どうにもこの目の前の男から危機感というものが伝わってこないからであった。自らの主人が危険にさらされているというのに、焦あせった様子が見られない。忠誠心というものが薄いのかもしれない。無能な王だという話だから、このような男しか味方に得られなかったのか。だとしたら、哀あわれな王だとも言えた。

　それまで黙もく々もくとテーブルの上でパンをかじっていたルゥが、ぴたりとパンをかじるのをやめてアンリエットを見上げ、「ちゅー」と鳴いた。

　そのくりくりとした眼まなこがこちらを心配しているように見えたので、笑いかけて手を差し伸べる。するとルゥはパンを放り投げて肩まで駆け上ってきた。アンリエットの頰に柔らかな毛並みをすりつける。

　そうされると不安が和らいでくるのが不思議であった。大丈夫、と自分に言いきかせる。

　自分が助けたいのはカロンだ。野獣将軍の王に対する忠誠心が低いことはそう影えい響きようしないだろう。王城に伝手はない。できる限りのところまで、この男を利用するだけだ。

　ルゥに背中を押されたように自分もまた椅子から腰を上げると、アンリエットは男の大きな手のひらに自らの手を重ねた。

「運命共同体、というのは気に入らないけど。いいわ。カロンのために、あなたに協力する。何をすればいいの？　エヴラール」

　エヴラール＝アゼマは器用に片方の目を瞑つぶってみせた。

「とりあえず猫になってくれないか？」
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（最悪！　最悪！　最悪だわ!!）

　アンリエット＝オードランは、早くもエヴラールに協力すると言ったことを後こう悔かいし始めていた。

　狭せまいところに入るのが得意な猫ねことはいえ、中身は人間なのだ。窮きゆう屈くつな場所でゆらゆらと揺ゆらされるのはたまらない。

「会いたかったわ、エヴラール」

「嬉うれしいですね、公こう爵しやく夫ふ人じん。でもこの間は私を捨てて他の男とお楽しみだったではありませんか」

「エルナと呼んでちょうだい。ああもう、あの夜は最悪だったわ。男はつまらないし、書しよ斎さいは荒あらされるし。あなたを帰すのではなかった」

「書斎が荒らされたのですか？」

「きっと、盛り上がった誰だれかが楽しんだのよ。最近は礼れい儀ぎのなっていない若い子が多いもの。嘆なげかわしいわ。その点、あなたは特別よエヴラール」

「エルナ。ひどい方だ。そうやって男を虜とりこにしてしまわれるのだから」

「あなたを閉とじ込こめるための部屋を作っても構わないと思っているのよ」

　しかも先ほどからずっと、男女の睦むつ言ごとを強制的に聞かされている。

（もはや拷ごう問もんよ！）

　アンリエットは現在、エヴラール＝アゼマ将軍が腰こしからぶら下げている布ぬの袋ぶくろの中にいた。もちろん、猫の姿になって、である。

　アンリエットとエヴラールが協力関係を築いた翌日、二人はエルナ＝ブノワ公爵夫人の屋や敷しきを訪おとずれていた。猫となってエヴラールに捕つかまってしまった記き憶おくも新しい、一昨日夜会の行われた屋敷である。

　エヴラールの話はこうであった。

　──『ブノワ公爵夫人には収集癖へきがあって、屋敷に宝物室を持っているのを知っているか？　実はそこに、皇太后の罪を暴あばく鍵かぎとなるものが保管されているんだ』

『つまり、あなたはそれを持ち出すために公爵夫人に近づいたというわけ？』

『まぁそうなるな』

『でも公爵夫人に振ふられてしまって失敗したのね』

『失敗してない。手がかりを探してたんだ。そして手に入れた。明日俺おれが公爵夫人に宝物室まで案内させるから、あんたには、猫の姿で公爵夫人の気を逸そらしてほしい』

『気を逸らす？』

『そうだ。その間に、俺が目的のものを手に入れる。……頼たのんだぞ』──

（宝物室に入るまで、布袋に入れられて運ばれるのは聞いてなかったわよ！）

　回想するとともに憤ふん慨がいするアンリエットである。

　布袋に入るため、猫になるのだって簡単ではなかった。

　何せ自分の意思で猫になるのは初めてなのだ。

　エヴラールの馬で公爵夫人の崖がけの上の屋敷の近くまでやってきたアンリエットは、なんとか感情を高めて猫になろうとしたが、なかなかうまくいかなかった。

　道みち幅はばの広い崖の中腹で馬から下りて、これまであった腹立たしいことや悲しいことを思おもい浮うかべるがいっこうに変化しない。それでうんうん唸うなっていると、突とつ然ぜんどんと背後から背中を突つき飛とばされて、崖から落ちそうになった。

　血の気が引くとはあのことだ。

　エヴラールが右みぎ腕うでを摑つかんでいなければ、まっさかさまに落ちていただろう。がら、と足元から小石が落ちる。馬上に残していたネズミのルゥが、『ちゅー！　ちゅー！』と抗こう議ぎの声を上げた。

　振り向くと、男はにこにこと笑ってこう言った。

『びっくりしたか』

　──そしてアンリエットは猫になった。

　怒いかりのあまり、である。エヴラールの作戦は成功したと言っていいだろう。一度猫になれば、少なくとも三十分は人間に戻もどらない。その間に目的を達成すればいい。

　けれど当然ながら、そんなことをされて『助かったわ、ありがとう』と言えるアンリエットではないのであった。

「あら、エヴラール。その頰ほおの傷どうしたの？　誰かに引ひっ搔かかれたみたい」

「ああ、少し気き性しようの荒あらい小動物にやられましてね」

（自じ業ごう自じ得とくよ！）

　心の中でそう怒ど鳴なりつけてやる。

　結局昨日は一人町屋敷タウンハウスに帰ることもできずにそのままコルマールの屋敷に泊とまったアンリエットであるが、エヴラール＝アゼマに対する苦手意識は高まるばかりである。

　崖から突き落とされそうになり怒おこったアンリエットに顔を引っ搔かれた後、毛を逆立てて威い嚇かくする彼かの女じよに「可か愛わいい。たまらん。もふもふさせてくれ」と笑顔で言ってきた時は呆あきれてしまった。

　男の頭の中が本当に理解できない。

　猫となって布袋に入れられたところで自分は騙だまされているのかもしれないとさえ思ったが、今さらやめるわけにもいかなかった。

（万が一の時は、逃にげ出だせばいいわ）

　そう心を決めて、アンリエットはただ目を瞑つぶって現状に耐たえることにしたのだった。

「ここが宝物室よ」

　ブノワ公爵夫人の言葉と共にエヴラールが足を止める。

　かちかちと鍵を開けるような音の後、蝶ちよう番つがいが擦すれる音がした。それと、たぶんこれはろうそくに火が灯ともされた音だ。エヴラールが二、三歩足を前に出す。

「ああ。これは素す晴ばらしい」

「ふふ。すべて自じ慢まんの品よ。普ふ段だんは私一人で楽しんでいるのだけれど、あなたは特別よ」

「ありがとう、エルナ。私もこういう、いわゆる曰いわくつきのものに目がないのです」

　その時、布袋の口がわずかに開いた。エヴラールの合図である。アンリエットは開いた口からなんとか抜ぬけ出だすと、音を立てずに床ゆかに降り立ち、とりあえず目の前にあった甲かつ冑ちゆうの後ろにさっと隠かくれた。

　あとはエヴラールの次の合図を待つだけである。

『俺が三回素す早ばやく瞬まばたきをしたら、にゃあと鳴いて出てきてくれ。公爵夫人は猫嫌ぎらいだから、あんたを部屋から追い出そうとするはずだ。その間に盗ぬすむ』

　単純な作戦だ。失敗はしないだろう。

（なんだか、思っていたよりも薄うす暗ぐらい部屋ね）

　宝物室というくらいだから、もう少しきらびやかな場所を想像していたのだが、室内の明かりは先ほど灯されたらしい手て燭しよくの明かりだけであった。公爵夫人が手燭を持って、室内の照明器具に炎ほのおを灯していくと、だんだん室内に飾かざられたものが露あらわになってくる。

「ほら、エヴラール。この石の中を覗のぞき込こんでみて。女の顔が見えるでしょう？　フィフィの石というの。昔ある女が恋こい人びとへの復ふく讐しゆうで森を焼いたのですって。それに怒った精せい霊れいに石の中に閉じ込められてしまったという話よ」

「不思議な色味だ。美しい石ですね」

「この絵は画家エイエムの遺作ね。悲劇の女性エーリンナ様の肖しよう像ぞう画が。夜になると、血の涙なみだを流すという噂うわさが立って、前王陛下が見るのも辛つらいからということで手放されたの」

「へぇ。エルナはその涙を見たことが？」

「残念ながらないわ。手に入れた日の夜は、一晩中絵を見ていたのだけれどね」

　二人は睦むつまじく寄より添そいながら、飾られた品を一つ一つ見ている。

（……なんなのよ、これ）

　甲冑の後ろに隠れたアンリエットは無意識に尻しつ尾ぽを下げた。

　室内に飾られていたのはどれも、なんだか禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを持つものばかりであった。悲しげな顔をした肖像画、欠けた壺つぼ、古びた小箱、薄うす汚よごれた本。想像していた宝物とはずいぶん違ちがう。

「この指輪は？」

「所有した者が皆みな不可解な死を遂とげるという指輪よ。ありふれた品よね。でも意い匠しようが素す敵てきだから気に入ってるの。ああ、こちらの小箱はね、縁えん切きり小箱というのですって。中にね、縁を切りたい二人につながる品を入れておくの。あちらにある甲冑を所有してらした男だん爵しやくが譲ゆずってくださったのよ。ちなみにあの甲冑には主人に害なす者を殺してしまうという曰くがあって、男爵が亡なくなったので甲冑も譲っていただいたの」

　アンリエットは声を上げる代わりにぴゅっと甲冑から離はなれた。

（曰くつきって、そういうことなの!?）

　先ほどからずっと、ブノワ公爵夫人は嬉き々きとして宝物室にある品々の講こう釈しやくを垂れている。

　女の閉じ込められた石、血の涙を流す絵、飾った花がしおれる壺、縁切りの小箱、すべて読めば病にかかる本。

　つまり、この部屋にあるのはすべて、『呪のろい』つきの品であるということだ。

（なんてものを収集するのよ！）

　あまりの不気味さに、全身の毛が逆立ってしまう。ことさら『呪い』というものを恐れるような性格ではないが、親しみを覚えているわけでもないのだ。

「エルナ。小箱に触さわっても？」

「ええ、どうぞ」

「これにはどういう由来があって縁切り小箱と呼ばれているのですか？」

「この小箱はね、昔ある領主の妻が夫のために作らせたものだそうよ。でもその妻が浮うわ気きをしたの。領主は二人の小指を切り取るのと引ひき換かえに、二人が添そい遂とげることを許したわ。けれど結局二人は離り別べつし、妻は病で、男は盗とう賊ぞくに襲おそわれて死んだの。老ろう衰すいで亡くなるまで生きた領主は、二人の小指をずっとこの小箱で保管していたのですって」

「ロマンチックですね」

「そうよね」

（いや怖こわいわよ！　怖い怖い！）

　うっとりと話す二人を陰かげから見ながら、思わず突っ込みを入れるアンリエットである。どう聞いても怪かい談だん話にしか聞こえないではないか。

　しかし公爵夫人は手燭を近くの台座の上に置くと、ぴったりとエヴラールに寄り添って色っぽく彼かれを見上げた。

「こういう、呪われたものにはすべて歴史があるのよ。私はその歴史を愛しているの」

「わかります」

（わからないわよ！）

「嬉しいわ。エヴラール。死んだ夫は、この部屋を気味悪がって近づかなかったから」

「高こう尚しような趣しゆ味みは常人には理解できないものでしょう」

（これ高尚って言うの!?　悪趣味じゃないの!?）

　もはやアンリエットは混乱状態だ。未知の世界である。

「ああ、エヴラール」

　公爵夫人がキスを請こうように目を瞑る。それに応えるように男が身をかがんだその瞬しゆん間かん、

「エルナ。あそこに可愛らしい猫が」

　エヴラールがアンリエットの隠れているあたりを指差して言った。

　仰ぎよう天てんしたのはアンリエットだ。

（三回瞬きはどこにいったの!?）

「猫？」

　ぎょっとした様子の公爵夫人がこちらを振り向く。その背後にいるエヴラールが素早く三回瞬きをしたので、アンリエットは（遅おそいわよ！）と心の中で叫さけんでから「にゃあ」と物陰から出てきた。

　結論から言えば、アンリエット＝オードランは、十分にブノワ公爵夫人の気を引くことができた。

　十分すぎるほどである。

　アンリエットを目に入れた瞬間の公爵夫人の変化は劇的で、彼女はさっと青ざめると「きゃああああああ！」と耳をつんざくような悲鳴を上げた。次いで手近にあったものを手て当あたり次し第だいに投げてくる。

「いやあああああ！　あっちに行きなさい！　あっちへ行って！」

「ふぎゃあ！」

　ガン！　ガシャン！　ドガン！

　指輪や本などの呪われた品だけでなく、手燭まで飛来してくるのを俊しゆん敏びんな身のこなしで避さけながら、アンリエットは声にならない声で叫んだ。

（こんなの聞いてないわよー！）

　これはもう猫嫌いの域を超こえている。猫恐きよう怖ふ症しようだ。

『ブノワ公爵夫人は俺と違って病的な猫嫌いだ』

　そういえば、いつだったかエヴラールがそんなことを言っていた気がする。

　あの男は、猫を見れば公爵夫人がヒステリーを起こすことをわかっていたのだ。

　公爵夫人が投げつけてきた小箱が壁かべに当たって落ちる。蓋ふたが開いて、中から折りたたまれた紙が何枚か出てきた。アンリエットが目を吊つり上あげたのは、手に届く範はん囲いのものをあらかた投げつけてしまった公爵夫人に、エヴラールが小箱を渡わたすのを見ていたからだ。

（何を考えているのよあの男！）

「にゃー!!」

「いやあ！　あの鳴き声！　エヴラール、なんとかして！」

「どうかされましたか奥おく様さま！」

　悲鳴を聞きつけた執しつ事じと数人の使用人が、がちゃりと宝物室の扉とびらを開けて入ってくる。外の明かりが、薄暗かった室内を明るく照らした。

「猫よ！　捕まえて!!」

「どこから入ったんだ！　この！」

　使用人たちの手が伸のびてくる。アンリエットはなんとかその手を逃のがれて部屋から脱だつ出しゆつしようとしたが、いかんせん向こうは複数だ。公爵夫人の収集品をめちゃくちゃにしながらも駆かけ回まわるが、最終的に部屋の隅すみにまで追い込まれてしまった。

「ふぎゃー！」

（エヴラール、助けなさいよー！）

　毛を逆立てて威嚇するが、使用人たちにじりじりと距きよ離りを詰つめられる。見れば、野や獣じゆう将軍は公爵夫人の肩かたに腕を回し、傍ぼう観かん者よろしくこちらを見ている。面おも白しろがるようなその顔は、どう見ても助ける気はなさそうだ。

（あいつー！）

「早く捕まえてちょうだい！」

　公爵夫人が叫ぶように命じた。

　その時である。

〈アンリ、逃げて！〉

　頭の中で響ひびくような声が聞こえたかと思ったら、突然、アンリエットを追い詰めていた使用人の一人が「いってぇ！」と声を上げた。

「きゃあ！」

「なんだ！」

「ネズミ!?」

「にゃー！」

（ルゥ！）

　アンリエットは泣きそうになった。

　ネズミのルゥだ。馬とともに屋敷の外に残してきたルゥが、助けに来てくれた！

　突然現れたネズミに足や腕を嚙かまれて使用人たちが混乱する。もちろんアンリエットはその隙すきを逃さなかった。

　たたらを踏ふむ使用人たちの足元を縫ぬい、扉まで一目散に駆け抜ける。

「この！　ネズミめ！」

　ちらりと見れば、ルゥもまたアンリエットの後ろについて駆けてきていた。無傷なようだ。

「逃げるわよ！」

「待てー！」

　そうして、猫とネズミは命からがら宝物室から逃げ出したのだった。
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　公爵夫人の屋敷の前にある林の中に服を隠していたアンリエットは、どうにか人間に戻る前にそこにたどり着いた。口に咥くわえていたルゥをぽとりと落とすと、覚めやらぬ興奮に一度ぐるりとその場を回る。

「にゃあ」

（ありがとう、ルゥ）

　そしてルゥに礼を言った。

　宝石のようなルゥの瞳ひとみがまっすぐにアンリエットを見返してきて、ネズミは一声「ちゅー」と鳴く。

（さっき、ルゥの言葉が聞こえたような気がしたのだけれど、気のせいだったかしら）

「にゃあ」

「ちゅーちゅー」

「にゃにゃあ」

「ちゅー」

　意思疎そ通つうが図はかれないかと試ためしてみたが、やはりネズミ語は意味不明である。アンリエットはその試みをすぐに諦あきらめた。

　ほどなく人間に戻る感覚がやってきて人間に戻れたので、さっさと身み支じ度たくをしてルゥを肩に乗せる。

「おや、人間に戻ってしまったのか。残念」

　馬を連れたエヴラールが現れたのは、まるで様子を窺うかがっていたかのようなタイミングであった。アンリエットはぎろりと男を睨にらみつける。

「着き替かえるのを見ていたんじゃないでしょうね」

「女の着き替がえを隠れて覗くような趣味はないよ」

　悪びれたところのないその顔が気に食わなくて、アンリエットはすたすたと男の横を通り過ぎると林から出た。

　この道をまっすぐに下っていくと、やがて崖に沿った道になる。歩いて街に戻れるような距離でもないのだが、今はエヴラールの馬には乗りたくなかった。

　とことこと、背後から馬の足音が追いかけてくる。

「乗らないのか？」

　声が上から聞こえたので、男が馬に乗っていることがわかった。

「死ぬかと思ったわ」

　アンリエットは振り向かないで言う。

「ヒステリーを起こしたご婦人の投げたものに当たるほど、鈍どん臭くさいとは思わなかったからな。実際、当たらなかっただろう？」

「手燭を投げられたのよ」

　下手したら、毛に火がついてしまっていたかもしれない。猫の火だるまだ。笑えない。

「投げられる前に避けておこうとしたんだが遅かった」

「投げるものがなくなった公爵夫人に小箱を渡したでしょう」

「ああ。あの中のものがほしかったんだが、鍵がかかっていたんだ。幸い、壁に投げつけられた衝しよう撃げきで蓋が壊こわれて開いた。ありがとう。あんたのおかげで目的のものを手に入れることができたよ」

　アンリエットはぴたりと足を止めて振り向き、男を睨みつけた。エヴラールはちょうど懐ふところから紙のようなものを出したところで、アンリエットが立ち止まったのに気づいて手た綱づなを引いた。

「乗るか？」

「呆れたわ。あなた、人を駒こまとしか思ってないのね」

　エヴラールは首を傾かしげた。

「そこまで非情ではないつもりだが」

「自覚がないなら最悪ね。詳くわしく説明しなかったのは、私がどうなろうがどうでもよかったからよ。言っておくけれど、これでも私は人間なのよ。あなたと同じで生きてるの」

　結局、アンリエットも、ブノワ公爵夫人も利用されたのだ。

　あんなことのあった直後に、いったいこの男は公爵夫人になんと言って屋敷から出てきたのだろう。ヒステリーを起こすほど嫌きらっている猫をエヴラールが連れてきたと知ったら、公爵夫人は傷つき怒るだろう。アンリエットのせいで、彼女の宝物室は目も当てられない惨さん状じようになってしまった。

　自分には理解できない趣味とはいえ、人の大切にしているものをめちゃくちゃにしてしまったことで、アンリエットは罪の意識を感じていたし、そうなる原因を作った男に腹を立てていた。

「他人を捨すて駒ごまのようにしか使えないのは無能だからよ。本当に有能な人間なら他人を生かすわ。かわいそうなエヴラール＝アゼマ。あなたは自分が無能な馬ば鹿かであることを知らず下を向いて生きていくんだわ。世界が美しいことも知らずにね。悪いけれど、馬鹿な人間に付き合って共とも倒だおれする気はないの。カロンは私一人で助けるわ」

　一息でそう言ってしまうと、アンリエットは踵きびすを返かえして再度歩き出した。

「ちゅー」

　肩に乗ったルゥが気き遣づかわしげに鳴く。

（ああもう、ムカムカするわ）

　王城に、一人で乗り込んでいって魔ま術じゆつ師しを助けるなんて簡単ではないとわかっている。

　だからこそアンリエットはエヴラールに協力することにしたのだ。けれど、この怒りを抑おさえ込こめるほど理性的ではいられない。

　オードラン伯はく爵しやくの名前を使えば、王城に潜もぐり込こむことはできるはずだ。猫にでもなんでもなって城内を動き回り、カロンを見つけられさえすれば対策は考えられる。

（この男は信用できないわ）

　そう思いながら舗ほ装そうされていない地面をずかずかと歩いていると、唐とう突とつに、背後から吹ふき出だすような音が聞こえた。

「っあーっははははは！」

　次いで弾はじけるような笑い声が空気を震ふるわせる。

　思わず振り向くと、エヴラール＝アゼマが馬の背に突つっ伏ぷし肩を震わせて笑っていた。

「……」

（こいつ……）

　ぴくり、とアンリエットの口が引きつる。無視して置いていってしまえばいいのに、持ち前の気の強さでアンリエットは怒鳴った。

「何がおかしいのよ！」

　エヴラールは「……あー。笑った」と笑いを収め、目め尻じりの涙を拭ぬぐいながら身体からだを起こすとひらりと馬から下りた。

「無能な馬鹿ね。なるほど。そんなふうに考えてみたことはなかったな」

　そう言ってアンリエットに笑いかける。

「アンリエット＝オードラン。ますますあんたに興味が出てきた」

　アンリエットは男の言葉の意図を測りかねて眉まゆを上げた。

「ちゅー！」

　ルゥが威嚇するように歯をむき出しにする。

　その時、背後から「助けてくれ！」という声が聞こえてきてアンリエットははっと振り向いた。耳をすませていると、再度声が聞こえてくる。

「子供が！　誰か！」

　迷わず駆け出そうとした彼女を、いつの間にかすぐ背後まで来ていたエヴラールが腕を摑んで止めた。

「おい、待て」

「離して」

　青あお褐かつ色しよくの瞳で男を見み据すえると、相手が口にしかけた言葉を飲み込む。

　助けを求めて伸ばされた手は取らなければならない。それがオードラン家の教えだ。たとえそのお人ひと好よしな家訓のせいで領地の財政が危機を迎むかえているのだとしても、アンリエットにはそれを否定する気はなかった。

　誰かに手を差さし伸のべられるのは強さだ。

　両の足で地を踏み強くあろうとすることは、アンリエット＝オードランの根幹を支えるものだと言えた。

　何も言わなくなった男の腕を振ふり払はらうと、声がした方に向かって土を蹴ける。

　この斜しや面めんを駆け下りた先にある崖沿いの道は、道幅は広いので普ふ通つうなら落ちるような心配はないはずだ。けれどその道で、崖を覗き込むように四よつん這ばいになった男を見つけてアンリエットは駆かけ寄よった。

（子供が落ちたの!?）

「どうし……」

　たのか、と問う前に視界がくるりと回る。

　ぐいと腕を引かれ、足を払われたのだ。

　ルゥが空中を飛んでいるのが妙みようにゆっくり見えた。ドン！　と背中を強打して息が詰まる。左腕にびきりと痛みが走った。

（なに？）

　何が起きたのかわからない。視界は空と樹じゆ冠かんを映している。足場がないような気がして顔を上げると、アンリエットの身体は崖の向こうに投げ出されている状態であった。背中が痛む。もがくと靴くつが脱ぬげて、ガラガラと崖を転がり落ちていった。頼たよりなげにスカートが揺れる。

　背筋が凍こおった。

「うわー。あんた、ずいぶん古典的な手に引っかかるね！」

　背後から声がかけられる。

　かろうじて振り向けば、見覚えのある男がアンリエットの腕を摑んでいた。アンリエットが靴と同じ末路を辿たどらないのは、左腕を摑まれているからだったのだ。

　男の顔を見て、混乱していたアンリエットの頭の中が整理される。

「この状態なら、頭ず突つきもできないでしょ？　いやーこの間は痛かったからな」

　男は、先日アンリエットに刃は物ものを突きつけてきた御ぎよ者しやであった。確か、ドニという名の。

「子供は？」

　アンリエットは念のため問うた。

「え？　本気で言ってる？　芝しば居いに決まってるじゃん。ぷぷー。噓うそだろ。あんた馬鹿なの？」

　馬鹿にされたのには腹が立ったが、子供が落ちたのではないと知って安あん堵どもした。子供が落ちてしまっては、この高さからではまず助からないだろう。

　崖がけ下したは森になっていて樹き々ぎに視界が遮さえぎられている。垂直ではなく急な斜面なので、うまく途と中ちゆうの岩や枝に摑まりながら落ちればあるいは無事でいられるかもしれないが、そのような曲芸じみた真ま似ねが自分にできるとも思えなかった。

「あ、言っておくけど、あんたが落ちないでいられるのはオレがこの手を摑んでるからだからね！　下手なことはしない方がいいよー」

　残念ながら、男の言う通りだ。しかしそう言われて大人しくしていられるようなアンリエットではないのだった。

「この間恥はじをかかされた復讐のつもりなの？」

　彼女はわざと挑ちよう発はつするように言ったが、男は眉を少し上げただけで取り合わなかった。

「悪いけど、こっちは仕事なんだよ仕事。復讐とかそういうガキっぽいことしてる暇ひまはないわけ！　わかりますよね？　エヴラール様」

（エヴラール！）

　アンリエットを追いかけてきたのか。

　男の視線を追ったが、ろくに首も動かせないような状態では野獣将軍の姿は見えない。

「どうしてこんな馬鹿女を連れてるんですか？　エヴラール様」

「あんな見みえ透すいた罠わなに引っかかるほど馬鹿だとは思わなかった」

　エヴラールがため息交じりにそう答えるのが聞こえる。アンリエットは憤慨した。

「馬鹿馬鹿って失礼ね！」

「だから待てって言ったのに」

　重ねてエヴラールがアンリエットを責めるように言うので、彼女は牙きばをむいて怒鳴った。

「助ける気がないならあっちへ行ってくれる!?　変態！」

「馬鹿の上に可愛い気のない女っすね！」

「一昨日お前を縄で縛しばって馬車に置いていった時に、脚あしの腱けんも切っておけばよかった。そうすれば今俺が変態呼ばわりされることもなかったのに」

「うーん。確かに！　さすがのオレでも腱を切られてたら逃げられなかったなー。あ、でも他の三人はちゃんと死んでたでしょ？　俺が殺しておいたんですよ！　捕まって下手なこと喋しやべられたらたまんないし」

　ドニが明るく言った。

　アンリエットは青ざめる。

（何を言っているの？　殺しておいた？）

　他の三人というのは、あの夜の三人の襲しゆう撃げき者のことだろうか。死んだのか。彼らは全員。

（この男が殺した？）

　ぐらりと目め眩まいを覚える。ぶらりと垂れ下がっていた右手の拳こぶしをぎゅっと握にぎり込こんだ。

「えっとじゃあ改めて言いますけど。エヴラール様、モノを渡してもらえますか？　オレもう疲つかれてきたんですよね。この女を摑んでる腕が。がっかりしたら気が抜けて離しちゃいそう。今度こそ手に入れましたよね？　『ダフネの手紙』」

「横取りするつもりで見張ってたのか？　暇な奴だな」

「あっひどいなー。これでも苦労してるんですよ！　エヴラール様が公爵夫人に近づいた理由を『ダフネの手紙』だと突き止めて、書斎に盗みに入ったけど見つからなくて、しょうがないからエヴラール様を襲撃して失敗して、もー最悪ですよ。あの方もかんかんです」

「──皇太后か」

「えっ！　いやオレはそうは言ってませんよ！　依い頼らい人の名前を明かすなんてそんな馬鹿なことしたら即そつ刻こくクビですクビ！　これでもオレ専門家プロなんで！」

「無関係な人間を巻まき込こむのは専門家プロとは言えないんじゃないか？」

「いやー。オレも普段はなるべく関係ない人間は巻き込まないようにしてるんですよ！　これでもね！　でも今回は、エヴラール様だけは傷つけないっていう条件だったし、エヴラール様は馬鹿強いしってんで仕方なくです！　えーとはいじゃあ『ダフネの手紙』をこっちに寄よ越こしてもらえます？」

「一昨日知り合ったばかりの女の命と、皇太后の罪を暴く証しよう拠こを引き換えろって言うのか？　冗じよう談だんだろう？」

　エヴラール＝アゼマの冷ややかな声が、アンリエットの内側に生まれた小さな炎に油を注いだ。

（どいつも、こいつも……！）

　もし、数分前に人間に戻ったばかりでなければ猫になっていただろう。

　アンリエットの内側を燃やしたその炎の名は、怒りであった。

　背筋の力で身体を反転させうつ伏ぶせになり、空いていた右手でドニの腕を摑む。

「！」

　人形のように大人しくしていたはずの女の突然の行動に、ドニは驚おどろいた様子でわずかに腰を上げ、引きずり込まれないように足を踏ふん張ばった。

「……あんたたち、ひとの生命をいったいなんだと思ってるわけ……！」

　アンリエットは目を吊り上げ、絞しぼり出だすように言った。崖に裸足はだしの足をかけ、摑んだ男の腕を爪つめが食い込むほどに握りしめる。

　怒りで頭の奥がびりびりと痺しびれていた。

「おもちゃじゃないのよ！　ふざけたこと言ってるんじゃないわよ!!」

　生命の尊さを、アウループの人間なら誰だってわかっている。

　母の腹から、卵から生まれる赤子たち。枯かれ葉はの下から芽め吹ぶく若葉。光と水と風と土が、生命を育んでいる。

　指を鳴らせば生まれるものではないのだ。

　奇き跡せきのような偶ぐう然ぜんと、時間が、この世界にあの美しいものを生み出している。

　それを。

　簡単に。

　奪うばうなんて。

　じゃり、と膝ひざをついて足を踏ん張り崖を登ってこようするアンリエットに、ドニが舌打ちをした。

「っこいつ！」

　空いた手で懐からナイフを取り出すとこちらに向けて振りかぶる。しかしアンリエットは目を瞑らなかった。

（──避けられない。でも、絶対にこの手は離さない！）




「確かく認にんなんだが」




　場違いに静かな男の声が、空気を震わせる。

　ドニは、今まさにアンリエットの右腕に振り下ろそうとしていた手をぴたりと止めた。

　物理的な制止が加えられたわけではない。それなのにドニが金かな縛しばりにあったかのように止まってしまったのは、男の声が持つ逃れられない強制力のせいであった。

　アンリエットもその力を身をもって知っている。

　振り向くまいと思っていたのに振り向いてしまった。低く、頭に響くように届く声。静せい謐ひつと激情を併あわせ持もった音色。

　アンリエットは、崖に仰あお向むけになっている時には見えなかったドニの背後に立つ男を、ようやく視界の中に捉とらえた。

　エヴラール＝アゼマ。

「覚かく悟ごはできているんだろうな」

　男はその口の端はしに笑えみを浮かべていた。
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（なんて男なの）

　──その瞬間だけ、アンリエットは男に見み惚ほれた。

　がっちりとした体たい軀くから空気を揺らす熱が立ち上り、目を留とめずにはいられない。

　青と緑の混じった瞳がこちらを見ている。

　そこには、きっと何者も彼を従えることなどできないのだと思わせる何かがあった。

「──その女を殺せば、生きていることを後悔させてやる」

（まるで獣けものだわ）

　野生の獣だ。

　森の王。

　威い厳げんでもってすべてを魅み了りようする美しい野獣。

　誰かに手を差し伸べる時に必要な強さとは違う強さが、男を形作っている。

　しなやかな鋼はがね。

　誰も触ふれられない強きよう靭じんな青い炎。

　触れたらこちらも燃えてしまう。

　だからその手は差し伸べられない。

（……こういう強さもあるんだわ）

　アンリエットはそれを、この時初めて知ったのだった。

　何者の手も借りず一人で立ち続ける強さが。美しいと思えるほどの炎が。

　男に目を奪われていたアンリエットの耳にちゅうちゅう、という弱々しい鳴き声が入り込んできたのは、彼女がその炎から逃れたいと思ったからかもしれなかった。

　一度魅み入いられてしまえばもう逃れられないとわかっていたから、救うべき誰かの声にすがるように声の主を捜した。

　しかし崖から生えている木の枝に引っかかっている灰色のものを見つけた時、アンリエットは炎のことなどすぐに忘れて声を上げた。

「ルゥ！」

　ネズミのルゥだ！

　なんてことだろう。今までルゥがいなくなっていたことに気づかなかったなんて！

　アンリエットがドニにひっくり返された時、肩に摑まっていたルゥも崖下に落とされたのだ。枝に引っかかったルゥがじたばたと足を動かしている。

「駄だ目めよ！　動かないで！」

　アンリエットは制止の声を上げたが、それは届かなかった。灰色ネズミを支えていた細すぎる枝がぽきりと折れる。中空に投げ出されたルゥを見て、アンリエットは迷わなかった。

　決して離すまいと爪を立てていた手を自ら離す。

　すでにドニはアンリエットの左腕を摑んでいなかったので、彼女を支えていたものはあっさりと失われた。

（ルゥ！）

　崖を蹴って、ルゥに手を伸ばす。

（死なせない！）

　灰色ネズミを手の中に摑まえると同時に、その勢いのまま右のこめかみをがつりと崖にぶつけた。視界が歪ゆがむ。それでもルゥは離さなかった。

（──なに？）

　痛みと衝撃を覚悟して強こわ張ばらせていた身体が何かにぐいと引かれて、大きなものに包つつみ込こまれる。その温ぬくもりはきつくアンリエットを抱だきしめ、柔やわらかく腕の中に閉じ込めた。

　その力強さに目眩がする。

　森の賢けん者じや。美しい野獣。

　夜の中を、ひっそりとしなやかな青い炎を宿す強靭さ。

　ああ触れているところから。

（焼やき尽つくされそうだわ）

　虚こ空くうに意識を飛ばしながらも、アンリエット＝オードランはそう思ったのだった。
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　ぱちぱちという木の中の水分が小さく爆はぜる音を聞きながら、アンリエット＝オードランはゆっくりと目を覚ました。

　最初に視界に入ったのはくるりと丸まって目を瞑る灰色ネズミだ。呼吸とともに動くその小さな身体を見て、ほっと安堵する。

　視線を動かすと、手を伸ばせば触れられる距離に男が座すわっていた。膝を立て頰ほお杖づえをつきぼうっと炎を眺ながめるその横顔を、アンリエットはじっと見つめた。

　炎の明かりの中に浮かび上がる男の髪かみの色は夜と同じ色をしている。きりりと眉は吊り上がっているのに、目尻が垂れ下がっていてどうにも気だるげに見えた。目の横に新しいすり傷がある。上着を脱ぎシャツだけになっていたが、その上等そうな白い生き地じは土に汚よごれていて裾すそは破れていた。

（首に傷きず跡あとがあるわ）

　シャツが着崩くずれていなければわからなかっただろう場所に、皮ひ膚ふの引きつれているところがあった。男は戦場へ行ったのだ、ということを今さらながらに思い出す。

「……どうやって助かったの」

　喉のどが張りついて声はかすれていた。ルゥの欠けた耳がぴくりと動いたが、目覚める様子はない。

　崖の下は樹きが生おい茂しげっていて見えなかったが、かなり落下したはずだ。頭上には焚たき火びの白い煙けむりが真っ暗な樹冠の中に消えていくのだけが見えた。おそらく、崖下の森の中なのだろう。耳をすませばさわさわと揺れる樹々の葉音と、虫の音が聞こえる。炎と、土と、草の少し湿しめったような匂におい。それは、アンリエットには懐なつかしいものであった。

「途中の飛び出てた枝や岩を摑んだりして衝撃を和やわらげた。肩は脱だつ臼きゆうしたけどな、もう入れたから問題ない」

　アンリエットが目覚めていたことに男は驚きもせず、焚き火を見つめたまま答えた。

「あんたは左肩のつけ根の筋が痛んでる。あと頭もぶつけたようだが問題ないだろう」

「……」

　左の筋が痛んでいると言われたので、アンリエットはルゥを起こさぬよう右手を地面についてゆっくりと起き上がった。そこで初めて、自分が男の上着の上に寝ねていたのだと気づく。こめかみに手を当てると、滑なめらかな布が頭に巻きつけられていた。

「血は止まったから取ってもいいぞ」

　言われて布を外すと、細く裂さかれた白い生地に赤い血が滲にじんでいた。エヴラールのシャツだ、と思い当たる。

「ありがとう」

　礼を言うと、エヴラールはふっと目尻に皺しわを寄せて笑った。

「あんた、俺がなんて言ったか覚えてないのか？」

　そう言いながらようやくアンリエットに顔を向ける。男はからかうような笑みを浮かべていたが、視線は冷ややかであった。

「あんたを見殺しにしようとしたんだぞ」

『一昨日知り合ったばかりの女の命と、皇太后の罪を暴く証拠を引き換えろって言うのか？　冗談だろう？』

　エヴラールがそう言ったのを、アンリエットは確かに覚えていた。

　あれで彼女はぶち切れたのだ。生命を大切にする、という生き物として当然のことを疎おろそかにする男たちに腹を立てた。

「ならどうして崖から飛び降りたの」

　ルゥを助けることだけを考えて無防備にドニの腕を離したアンリエットが、こんな軽傷で済んでいるのは奇跡だ。男が助けてくれたからだとアンリエットにはわかっていた。

　エヴラールは息を吐はいた。

「あんたは馬鹿だな。そんなネズミを庇かばって崖から落ちる奴がいるか？」

「あなたって馬鹿ね。見捨てようとした女を庇って崖から落ちる男がいるの？」

　言われた言葉をそのまま返すと、男は不ふ愉ゆ快かいそうに眉を寄せた。

　それは、初めて見る表情であった。まるで拗すねた子供だ。エヴラールは再び焚き火に顔を戻すと、「俺好みの猫に変わる女をみすみす死なせるのはもったいない」と答えた。

「あのドニとかいう男は？」

「しばらく様子を見たが追ってくる気配はなかった。依頼主に報告に戻ったんだろう。まだ寝てていいぞ。夜が明けたら歩くからな」

「『ダフネの手紙』って何？」

「聞きたくないんじゃなかったのか？」

　ブノワ公爵夫人の屋敷からそれを盗み出す計画を聞かされた時、目的のものが何か具体的に聞かなかったのは余計な秘密を背せ負おい込こまないためだった。アンリエットの目的はあくまで皇太后ではなくカロンなのだ。下手に踏み込んで、皇太后の恨うらみは買いたくない。

　でももはやそうも言っていられない状じよう況きようである。

「理由も知らずに殺されかけるのはもうごめんだわ」

　エヴラールは片方の眉を上げて数秒アンリエットを見ていたが、やがてごそごそとズボンのポケットから紙し片へんを取り出しアンリエットに寄越した。

「何よこれ。紙切れじゃない」

　手のひらに収まるくらいの、紙の切れ端である。そこには女性の筆ひつ跡せきで文字が記されている。

『エーリンナ様は笑っておられた』

　読み取れたのはその一文だけだ。『エーリンナ』という名に覚えがあった気がするが思い出せない。

「どうしたの？　あなたが私に投げつけさせた小箱から出てきた紙は、ちゃんと数枚あったわよね？」

「鹿しかに食われた」

「え？」

　アンリエットは瞬きをした。

「崖から落ちた時、俺も数分気を失ってたんだ。目が覚めたら、鹿が食ってた。懐から落ちたんだろうな」

「噓」

「慌あわてて取り返したがこれしか残ってなかった」

　たまらずアンリエットは吹き出した。その拍ひよう子しにずきりとこめかみが痛んだが、そんな痛みも気にならないほどおかしくて、声を上げて笑う。

「あはははははは！」

　森に響いた笑い声に驚いたのか、鳥の羽音が聞こえた。

「よくこの状況で笑えるな」

　目尻に涙を浮かべて笑っているアンリエットを見て、エヴラールが呆れたように言う。ようやく笑いの発ほつ作さを収めたアンリエットは、涙を拭って「だって、馬鹿みたいだわ。私の命と替かえることもできなかったものを、鹿に食べられるなんて」と言った。

「あなたってとんだ間抜けね」

「そんなことを言われたのは初めてだ」

「無能で馬鹿で間抜けだなんて、救いようがないわ」

「生命をいったいなんだと思ってるんだと怒った直後に自殺まがいの行動をする女よりましだろう」

「死ぬつもりはなかったわ」

　ルゥを助けるためだった。

　けれど男はあの静かな瞳でアンリエットを見つめると、水面にさざ波を起こす風のような声で言った。

「つもりがなくても人は死ぬんだよ」

　アンリエットはいつまでもその宝石のような双そう眸ぼうを見ていられるような気がしたが、敢あえて視線を外すとただ短く「……そうね。気をつけるわ」と答えたのだった。

　焚き火の爆ぜる音がする。風と、森の生き物たちの息いき遣づかい。

「これだけじゃあ、皇太后様の秘密というのは暴けないの？」

　アンリエットは紙片を持ったまま問うた。女性の筆ひつ致ちには揺れて迷いが見える。

「うーん。そうだなぁ。証拠としては弱いかな」

　焚き火に新たに小枝をくべながら、エヴラールは軽い口調で言った。

「どうするのよ」

「どうしようか」

　アンリエットは眉を寄せた。自分も笑ってしまったが、あんな苦労をして（主に苦労をしたのはアンリエットだが）手に入れた手がかりがなくなったというのに、男にはまったく動どう揺ようしている様子が見られない。別の策があるのか、平然として見えて頭の中では必死に思考しているのか、彼女にはわからなかった。

「……これを書いたのが、ダフネという女性なのよね？」

「ダフネは、ブノワ公爵の愛人だった女性だ。それは二人がやりとりしていた手紙で、公爵夫人はあの縁切りの小箱とやらに入れて鍵をかけていた。夫と浮気相手が、死んだ後に結ばれるなんてことは許せなかったんだろうな」

　エヴラールはすらすらと答えてくれた。

「その、ダフネさんも亡くなったの？」

　まるで公爵夫人が語っていた物語と同じだ。一人生き残った領主と、早死にした伴はん侶りよと恋人。

「ダフネは殺されたんだ」

　エヴラールは言った。

　ぱち、とまた焚き火が弾ける。

「聞けば引き返せないぞ」

　男はアンリエットににやりとしてみせた。

　お前にその度胸があるのかと問われているかのようだったが、アンリエットはたじろがない。それどころかにっこりと微ほほ笑えんで答えてやった。

「手に負えないと判断したら忘れることにするわ」

　男は一度驚いたように目を丸くする。次いでふんと鼻を鳴らすと、「したたかな女だな」と笑った。

「二十三年前、当時の王の側室エーリンナ妃ひが自殺した事件を知っているか？」

「側室の……エーリンナ妃？」

　繰くり返かえすように呟つぶやいた後はっとする。

（そうだわ。聞き覚えがあるはずよ）

　エーリンナは、前王の側室の名であった。確か、公爵夫人の宝物室にも肖像画があったではないか。

　微笑みを消したほっそりとした女性。

『悲劇の女性エーリンナ様』

　公爵夫人はそう言っていた。

（自殺したんだっけ……）

　二十三年前というと、アンリエットも生まれていない時の話だ。

「エーリンナ妃は当時妊にん娠しんしていて、もう産み月に入っていらした。……赤あかん坊ぼうは、塔とうから飛び降りて死んだ母親の身体から生まれた。それが、今のディオン陛下だ」

　アンリエットは無意識に手を口元に当てていた。

（思い出したわ）

　民衆には、エーリンナ妃は出産直後に自殺したと発表されたのだ。だがエヴラールの言葉を信じるなら、事実はそうではなかった。

　死んだ母の身体から生まれたというのはあまりに外聞が悪すぎたのかもしれない。ディオン王子は、待望の第一王子であった。

「皇太后は最初の流産で子供ができない身体になっていたから、ディオン様は、皇太后を母として育てられたんだ。ただし、皇太后が求めたのは聡そう明めいな王子ではなく自らの思う通りに動く人形で、王城という鳥とり籠かごで育てられたディオン様にはそれから逃れる術すべがわからなかった」

　──無能な王。それが現在のディオン王に対する民衆の評価だ。自分の意思を持たない傀かい儡らい王。国が議会のいいようにされないのは皇太后様がいらっしゃるおかげだと、誰もが噂している。

（それが、皇太后様の策略だったということ？）

『あなたが、オードラン伯爵のご息女ね』

　鈴すず蘭らんのように可か憐れんだった皇太后が、そんなことをするだろうか。唯ゆい一いつ、アウループの現状を憂うれえてくださったあの美しい女性が。皇太后は、優やさしいだけでなく気さくな人ひと柄がらであった。アンリエットの髪が綺き麗れいだと褒ほめてくれて、娘むすめがいたらこうしたかったのだと言って髪を結ゆってくれた。

　自分には息むす子こしかいないからと。

　アンリエットにはどうにも、エヴラールの語る皇太后と自分の知る皇太后が別人のように思えて仕方がなかった。

「ところがディオン様はある時、母の死の真相を知った」

「真相？」

　その言葉の不ふ穏おんさに心臓がどきりとする。

　風が吹き、森に落ちる影が揺れた。

「エーリンナ妃の自殺の原因は心の病だとされていたが、エーリンナ妃に、心の病などなかったんだ。明るく快活な気性であった彼かの方は、健すこやかに、腹の中の赤ん坊の成長を楽しみにしていらっしゃった。それに、エーリンナ妃が自殺した後、皇太后の侍じ女じよが何者かに殺されていたことがわかった」

　アンリエットは瞬きをする。

　自殺した側室。殺された皇太后の侍女。

　アンリエットでなくても、陰いん謀ぼうの匂いが嗅かぎ取れる符ふ合ごうだ。

「エーリンナ妃の死がもっとも好都合に働いたのは疑いもなく皇太后だ。一連の事件の背後に皇太后がいるのではないかと疑ったディオン様は、すべてを腹心の部下であった俺に打ち明け、事の次第を父王に問い詰めた。しかし都合がいいことに……その数日後、前王陛下は城に忍しのび込こんだ男によって殺された」

　クレール王崩ほう御ぎよの報は、まだアンリエットの記憶にも新しい。たった二年前の話なのだ。そして若きディオン王が即そく位いした。

「犯人は獄ごく中ちゆうで死んだって聞いたわ」

　クレール王を弑しいしたのは、王の不興を買い王城を追い出された元官かん吏りの息子だったはずだ。理り不ふ尽じんな逆さか恨うらみだと。

　エヴラールはわずかに目を細める。

「皇太后は、狡こう猾かつだ。俺がいくら調べても、尻尾は摑めなかった。それどころか皇太后は城内外の人心を掌しよう握あくしていて、即位したばかりのディオン様が皇太后の罪を糾きゆう弾だんしようとすれば精神を疑われて王位が剝はく奪だつされる恐おそれがあった。──だから俺は、自ら志願してソニボスの戦地に行ったんだ」

　ソニボス。野心的な王のもと、戦争の絶えない隣りん国ごくだ。

　かつてはこの国ドヴィージュも、ソニボスと戦争をしていた。和平交こう渉しようの結果嫁とついできたのがソニボスの元第六王女ドロテアだ。

「皇太后はソニボスの元王女だ。戦地で武功を挙げ、ソニボスの人間たちからの信しん頼らいを得て、皇太后という人間を徹てつ底てい的てきに調べたよ。恐ろしい女だ。誰一人として、あの女を悪く言う人間はいなかった。完かん璧ぺきな元第六王女。皆が愛する可憐なドロテア様。一時は、俺でさえすべてはディオン様の妄もう想そうではないかと疑ったよ。諦めかけていたところで、手がかりを見つけた。──それが、ダフネの手紙だ」

　アンリエットは、まだ手に持ったままであった紙片に目を落とした。

「ブノワ公爵の愛人であったダフネは、殺された皇太后の侍女だったんだ」

　エヴラールの告白はしかし、アンリエットを驚かせることはなかった。

（ああ、やはり──）

　少し考えればわかったことだ。

『ダフネは殺された』

『皇太后の侍女が何者かに殺されていたことがわかった』

　かわいそうなダフネ。彼女は愛あい憎ぞうゆえではなく、陰謀に巻き込まれて生命を落としたのだ。

「ダフネは、輿こし入いれする皇太后にソニボスからついてきた侍女だった。彼女の死後、私物はソニボスに送り返されていて、ダフネの父親に会った俺はそれを見せてもらった。その中に、ダフネがブノワ公爵と交かわした手紙が残されていた」

　エヴラールはその手紙を何度も繰り返し読んだのだろう。淀よどみなく内容を語ってみせた。

「『ダフネ。エーリンナ様のことは痛ましい事件だった。だが君の言うことはあまりに突とつ拍ぴよう子しがないように私は思う。きっと君は疲れて動揺しているのだ。こんな時だからこそ、君がしっかりして、ドロテア様を支えて差し上げなくてはならない。どうか気を確かに持って』──この手紙の日付の直後、ダフネは殺害された」

　エヴラールの言葉はどこまでも平静に聞こえた。そこには憤いきどおりも失望も見られない。アンリエットは、一度は捉えたように思えた彼の本質がまた見えなくなったように感じた。

「俺は、すぐ国に戻りダフネが最後にブノワ公爵に送った手紙を探すことにした。ダフネの言う『突拍子もないこと』こそ手がかりだと思ったからだ。そうでなければダフネが殺された理由に説明がつかない。だが城に戻ると、王は病に臥ふせっていると言われて謁えつ見けんできなかった」

「病に？　そうなの？」

「半月ほど前のことだが、今もまだ回復されていないらしい」

　だからエヴラールは一人でブノワ公爵夫人に近づき、『ダフネの手紙』を手に入れようとしたのだ。しかしそれを察知され、皇太后の放った刺し客かくに狙ねらわれた。

　アンリエットはしばし無言で、今得た膨ぼう大だいすぎる情報を頭の中で整理した。

　エヴラールの語る真実を信用してもいいかわからない。真実というのは多角的な視点を持つものだ。一つの事実を見て語られたことでも、語り手によって内容は変わる。

（それに……）

　それに、エヴラールの語ることの中には拭い去れない違い和わ感かんがあった。熱がないのだ。皇太后の罪を追及するために動いてきたという割には、男の口調はあまりにも淡たん々たんとしている。

　アンリエットがこの男を無条件に信用できないと感じる理由はそこにあった。

（……でもエヴラールは、私を庇って崖から落ちたのだわ）

　顔に怪け我がをしている。服の下の目に見えない場所にも、きっと怪我を負っているだろう。

（人を信じる理由なんて）

　それで十分なのではないか、とアンリエットは思った。

　たとえ腹の底が見えなくても。口ではなんと言っても。

　男は生命を救うために動いたのだ。

（それで十分じゃない）

　そう自分に言い聞かせると、アンリエットは霧きりが晴れたような心ここ地ちになった。

　信じると決めればやることは自おのずと決まってくる。迷うことなどない。

　アンリエットは改めて思考を整理し、残った疑問を口にした。

「……皇太后様が黒幕だとして、カロンが寝ね返がえったと考える根こん拠きよはなんなの？」

「あ？　それはだから……ええとあれだよあれ」

　突然エヴラールが言葉を濁にごしたので、アンリエットは眉を上げた。今信じると決めたばかりなのに、早くも揺らぎそうである。

「何よ」

　エヴラールは息を吐はいて白状した。

「……根拠はない、が。あいつには弱点があるからな。その可能性が高いと踏んだんだよ。陛下が半月も病に臥せってるっていうのもおかしな話だ。そうだろう？」

「弱点って何よ」

　アンリエットはなおもじとりとエヴラールを睨んだ。カロンの弱点といえばチョコレートに目がないところだろうか。それとものほほんとしているところ？

「あんただよ、アンリエット＝オードラン」

　エヴラールは苦く笑しようして言った。

「……私？」

「一度無理やり酒を飲ませた時に、あいつが言っていたことがある。自分は王のために死んだりしない。この命を誰のために使うかは、もう決めている。そのたった一人のために今自分は生きているのだと──あんたのことだろう？」

　エヴラールの言葉が、アンリエットの中の記憶を呼び起こす。

『僕ぼくは、魔術師になる。そして君の魔術を解いてみせる。僕はこれから、そのためだけに生きる。君がなんと言おうとだ』

「カロンに弱点があるとすればあんたしか考えられない。あんた自身の安全を担保に取られたか、あんたの魔術を解く方法をちらつかされたかのどちらかだろうな」

　アンリエットは頭を抱かかえて息を吐いた。

「……もし本当にそうだとしたら。鉄てつ拳けん制裁よ。会ったらぼっこぼこにして自己犠ぎ牲せいに酔よった頭の中を矯きよう正せいしてやる」

　するとエヴラールが「痛そうだ」と笑う。アンリエットは笑えなかった。

（バカロン）

　カロン＝デマルシェリエは、三歳さいの時にオードラン家へやってきた。

　あの町屋敷タウンハウスに住んでいた頃、父であるオードラン伯爵が薄汚れた老人と子供を拾ってきたのだ。老人の弟で子しにして養い子であるというカロンは当時は表情の乏とぼしい子で、その笑え顔がおを引き出すのにずいぶん苦労した。

　アンリエットは、父に窘たしなめられるほど何度もカロンに与あたえられた部屋を訪れ、花をあげたりお気に入りの絵本を貸してあげたりした。

　嬉しかったのだ。ずっと弟がほしかった。仲良くなりたかった。眠ねむれないのだとカロンからアンリエットの部屋にやってきた時などは、野生の獣を手て懐なずけたような達成感があったものだ。

　カロンは、誰の目にもわかるくらいアンリエットに懐なつくようになったし、アンリエットはカロンを護まもるべき弟だとずっと思ってきた。

（あの子はそれをわかっていないのよ）

　護られるべきはあの子であって自分ではないのに。姉である自分を、もっと頼っていいのに。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？」

「顔色が悪い」

「いい気分ではないわね」

「猫になったらどうだ。そうしたら俺が抱だいていてやるぞ」

「馬鹿じゃないの？」

　アンリエットは男を睨んで罵ば倒とうした。

「猫のあんたは悪態をつかないから可愛い」

「この私を可愛くないという男は世界中を探してもあなた一人でしょうね」

　アンリエットはもう男は相手にしないことにして、頭を振った。少し頭痛がする。まだ休んでおいた方がいいかもしれない。ネズミのルゥはよく眠っている。

　その隣となりにまた横になろうとしたアンリエットは、しかし後ろからぐいと髪を引かれて「ちょっと！」と抗議の声を上げた。

　まだ自分をからかう気か、と怒りながら振り向く。しかし男はまるで大切なものにそうするように、アンリエットの髪に口付けていた。

　森の色を宿した双眸がまっすぐこちらに向けられている。

　アンリエットは金縛りにあったかのように動けなくなった。

　今はもうあの炎は見えない。けれど思考の読めなかった男から突然真しん摯しに向けられた眼まな差ざしに、アンリエットは抗議も悪態も飲み込んだ。

　──正直に言えば、目を奪われてしまったのだった。

　吸すい込こまれるようなその瞳に。

　どこまでも落ちていけそうな一対ついに。
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「なぜ、カロン＝デマルシェリエがあんたに執しゆう着ちやくするのかわかる気がする」

「……カロンは別に、私に執着なんてしていないわ」

　かろうじてそう答えると、男はふっと笑った。

「あの男が気の毒に思えてくるな」

「髪を離してよ」

「嫌いやだ」

　まるで子供の駄だ々だのような返答に、アンリエットは自らの髪を摑んでぐいと引っ張った。

「離してってば」

「なぁ」

（ああもう。なんだというの）

　なぜだか心臓がどきどきと高鳴っている。今にも猫になってしまいそうなのを、アンリエットはなんとか制せい御ぎよしていた。

　あの目がいけないのだ。

　吸い込まれるような瞳。

　深い色。

「あんたの目に、世界はどう見えているんだ？」

　髪を摑んでいない方の長い腕がこちらに向かって伸ばされる。その無骨な指がアンリエットの目に触れてくるのを、彼女はぎゅっと瞼まぶたを閉じることでしか抵てい抗こうできなかった。

　触れた指先の温もりが瞼の薄うすい皮膚を通して伝わってくる。

　まるで何かの儀ぎ式しきのようだ。

　男は指先から、アンリエットの両の眼めに映るものを見ようとしているかのようだった。

　それはほんの瞬きの間であったかもしれないが、数秒のように感じられる時間であった。男が離れたことを知ったのは、髪を引かれる感覚と瞼に触れる温もりが遠のいたせいだ。

　目を開けるとすでに男はこちらに背を向けていて、「ゆっくり休め。俺も少し眠る」とだけ言うと手慣れた様子で砂をかけて火を消した。

　灯あかりが消えて周囲が夜の中に落ち、男がもぞもぞと横たわるような音だけが聞こえる。

　アンリエット＝オードランはしばしその場にそのままでいたが、やがてリンゴのように真っ赤になった顔を両手で覆おおって全身に熱を感じたかと思うと、猫になってしまっていた。

　ああ駄目だ。制御できなかった。

　アンリエットは、暗くら闇やみのおかげで男が猫になった自分に気づいていないことに感謝したが、心の中で悪態をつかずにはおれなかった。

（ああああああああもう！　なんなのこの男！　なんなのよ！）
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　ドロテア＝ディックハウトは清せい廉れんなものが好きであった。

　白いレースや、ふわふわの綿毛、透すき通とおった川、雲一つない空。

　清らかなものは美しい。

　無む垢くこそすべての者が尊ぶべきものだ、と彼女は疑っていなかった。

　そしてだからこそ、そうでないものは許せない。

　血に汚れたレース、土にまみれた綿毛、濁った川、雲に覆われた空。

　それらはすべて害悪だ。排はい除じよされるべきもの。

　あの裏稼か業ぎようの男もそう。金のためならなんでもやるただでさえ汚らしい存在なのに、『エヴラール＝アゼマ』が女を救うために崖から落ちただなんて、ありえない言い訳をした。愚かしいことだ。使えないゴミは捨てるだけなのに。

「……どうして人は大きくなるのかしら」

　彼女は常々そう思っていた。

　ずっと赤ん坊であれば、無垢なままなのに。

　宝石のように白く小さな歯はやがて黄ばんで欠けてしまう。柔らかく滑らかな肌はだには黒ずみと皺ができる。細い髪は醜みにくく伸びて軋きしみ、きらきらとしていた瞳は濁り光を失う。

「わたくしのかわいいディオン」

　白いものしかない皇太后の私室にある寝しん台だいの上に、白い服を着た男が横たわっている。男の肌もまた透き通るように白く、まるで生命というものが宿っているようには見えなかった。そういう薬を与えているせいだ。今のこの男は静かに呼吸することしかできない。

「ずっとお母様の側そばにいればよいのに、困った子ね」

　ドロテアは寝台の端に腰こし掛かけ、男の髪を優しく撫なでた。

　そして男の額に触れたまま、膝の上に乗せた盆ぼんに張られた水に指先を浸ひたす。

　すると白銀の髪の女を映していた水鏡が揺れ、やがて遠い森の中を映し出した。月の光も届かぬ森の中で、男が一人と猫とネズミが一匹ぴきずつ横たわっている。

　ドロテアは、水に触れている指先でつと男の上を通過すると、猫の上でぴたりと止めた。

　波は紋もんに揺れる水鏡の中で、飴あめ色いろの毛並みのその猫は女物のドレスを上にかけて眠っていた。可愛らしい寝息がここまで聞こえてくるようだ。

「あらあら、好都合だわ」

　ドロテアは笑う。

　この水盆を使えば本当は、そこに映る人間を引き寄せることさえできるのだけれども、残念ながら自分にそこまでの力はない。

　可能なのは、小動物を引き寄せるくらいのことであった。

　生身の肉体が通れるはずのない道を無理に通すのだから骨の一本や二本折れるかもしれないが、死ぬわけではないはず。

　ドロテアはためらわなかった。

　水の中に手を入れる。

　小こ賢ざかしいネズミがぴくりと目覚めて牙を向けた。

　しかしそんなものは意に介かいさない。

「こちらへおいで、アンリエット＝オードラン。わたくしがかわいがってあげるわ」
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　あまりの痛みに身が引ひき裂さかれそうだ。

　経験したことのない痛みである。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつの手で首と脚あしを摑つかまれ雑ぞう巾きんのように引ひき絞しぼられるような、四し肢しを引きちぎられるような、そんな痛みであった。

　アンリエットは悲鳴を上げていたが、やがて声も潰つぶれた。

　何も聞こえない。

　今はもう痛みはないが、打ち捨てられた人形のような心ここ地ちだ。戸と棚だなの裏で忘れ去られた人形。腕うではちぎれ綿が出てしまっていて、助けを求める声も涙なみだも出ない。

　ひたひたと絶望が歩み寄ってくるような状じよう況きように、身体からだの奥おくに押おし込こめられた鍵かぎのかかった箱がカタカタと小刻みに揺ゆれていた。

　それはいつからか、アンリエットの中にあった秘密の箱だ。開けてはいけない箱。

（どうして？）

　中には化け物がいるのだ。開けたらアンリエットが食べられてしまう。

　──そんなのはごめんだわ。

　我ながら、生への執しゆう着ちやくが強いという自覚はあった。

　大切なものが多すぎるのだ。家族、領民、助けを求める人たち。朝焼けに燃えるようなアウループの山々の稜りよう線せんに、露つゆを含ふくんだ大気。静かな雨音と雨の匂におい。雨が上がった後の澄すみ渡わたる空。

　何一つ失いたくない。

　自分は強ごう欲よくなのだ。

　震ふるえる箱を踏ふみつけて黙だまらせる。

　まだお前の出番ではないと言い捨てる。

　痛みなど振ふり切きればいいのだ。綿の出た腕を床ゆかについて立ち上がる。喉のどが裂けるまで声を上げる。暗くら闇やみに点ともるわずかな光に手を伸のばして──自分はここにいるのだと。

　生きているのだと！




　──〈アンリエット!!〉




　アンリエット＝オードランはがばりと起き上がった。

　心臓がばくばくと飛び出しそうに鼓こ動どうしている。びっしょりと汗あせをかいていて、髪かみが額に張りついていた。ああなんて嫌いやな夢を見たのだろう。壊こわれた人形になる夢なんて。

　忙せわしく肩かたで息をする。それが少しずつ落ち着いてきた頃にようやく、アンリエットは自分が置かれている状況を確かく認にんすることができた。

　まず、服を着ていない。

　金の首くび飾かざり以外は下着も靴くつも身につけておらず、古びた布が掛かけられているだけであった。それに横たわっていたのは寝しん台だいの上ではなく、彫ほり細工の施ほどこされた木の床の上だ。

（なんなの？）

　事態の異常さを認にん識しきしたアンリエットは、とりあえず掛けられていた布を脇わきの下したに巻きつけ服の代わりにした。心を落ち着けるために首飾りに触ふれながら周囲を見回してみると、なんらかの建物の一室なのだということがわかる。

　壁かべが湾わん曲きよくしているので、塔とうのようなものではないかと推測できた。狭せまい室内には調度品一つなく、隅すみに薄うす汚よごれた布が固まって放置されている。窓は人が通れないくらい小さかった。

　これではまるで、罪人を閉じ込めておく牢ろうだ。

「どうして……」

　左手を床につきゆっくりと立ち上がる。意外にも、どこにも痛みは感じなかった。木の床に寝ねていたのだから身体が軋きしんでもおかしくはないと思うのに、むしろここ数日の疲つかれが取れたように軽い。

　試ためしに足あし踏ぶみをしてみると、ぶに、と何か柔やわらかいものを踏んでしまって飛び上がった。

「きゃあ！」

　あやうく尻しり餅もちをつきそうになるのをなんとか踏みとどまったアンリエットは、自分が踏んでしまったものの正体を知って声を上げた。

「ルゥ！」

　飛びつくように膝ひざをつき、床にぐったりと伸びていた灰色ネズミを両手で抱だき上あげる。踏み潰してしまったかと思ったが、小さな身体が呼吸とともにゆっくりと動いているのを確認してほっと安あん堵どの息を吐はいた。

「ルゥ、ルゥ起きて」

　両手に乗せたネズミをゆさゆさと揺さぶってみるが反応がない。

「どうしたの？」

　崖がけから落ちた時にどこか打ったのだろうかと思った直後、そういえば自分は崖から落ちたのだと思い出してはっとした。

「そうよ……。私、森の中にいたんだったわ」

　エヴラールに助けられて、森の中で夜が過ぎるのを待ったのだ。何も知らずに殺されかけるのはもうごめんだったので王城で起きたことを聞いて、そうだそして、あの男におかしなことをされて猫ねこになってしまった。

「たぶん、あのまま寝てしまったんだわ……。ならここは、エヴラールの屋や敷しきのどこかなの？」

　無意識のうちに、男が触れた瞼まぶたに手を当てる。

　そこでアンリエットはさらなる違い和わ感かんに気づいた。

「……傷がないわ」

　左のこめかみにできていたはずの傷がないのである。

　崖から落ちたルゥを助ける時にできた傷だ。エヴラールが手当てをしてくれたが、一晩で綺き麗れいになくなるような傷ではなかったはず。試しに左肩を回してみるが、少しも痛みを感じない。

　目覚めないルゥを右手で胸に抱かかえ、何かおかしいと視線を彷徨さまよわせた時、アンリエットは自分の足元の床の模様を見てはっとした。

　数歩後ずさって、先ほどまで自らが横たわっていた床を凝ぎよう視しする。

　床全体に彫り細工が施されていると思ったのは勘かん違ちがいで、木の板が彫られているのはアンリエットが寝ていた周辺だけであった。よく見れば、それがただの模様ではないのだとわかる。

　円形を基本にした解読できない文字の羅ら列れつ。アウループの屋敷の離はなれでよく見た、魔ま術じゆつ師しの扱あつかう精せい霊れいとの契けい約やく書だ。

　魔術陣じん。

　それも、道具を使って彫られたものではないようで、彫り痕あとが荒あらい。アンリエットは無意識に首飾りに触れた。

「カロン？」

　既き知ちの生きている魔術師など一人しかいない。

「カロン！」

　室内に唯ゆい一いつの扉とびらに飛びつくが、押しても引いても開かない。

「カロン！」

　乱暴に扉を叩たたいて声を上げた。

（カロン。カロンがここにいるんだわ）

　そうとしか考えられない。

（どういうこと？　ここはエヴラールの屋敷ではないの？）

　返事のない扉を叩いていてもらちがあかないと思ったアンリエットは、部屋の隅に固まっていた布の上にネズミのルゥをそっと置いて、今度は小さな窓に飛びついた。

　隙すき間まから外を窺うかがうが空と外の建物の一部しか見えない。森の中のエヴラールの屋敷は白しら壁かべに赤い屋根であった。けれど覗き見える屋根の色は青だ。

　青い屋根の、空に近いところまでそびえ立つ建物。見覚えがあるのは、毎日視界に入れていたからだろう。王都の北側にそびえる青い屋根の城。ドヴィージュの王が住まう国の中ちゆう枢すう。

「……王城だわ」

　けれどなぜ？

　森の中にいた自分が王城にいる理由がわからない。それもまるで罪人のような扱いで。この窓から声を上げて助けを呼んでもいいものだろうか。いったい何が起きている？

（こんなことをする人物といえば、皇太后様かしら……）

　もし本当に皇太后が専門家プロを雇やとってアンリエットやエヴラールを襲おそったのであれば、アンリエットをこうして捕とらえる理由はある。ドニがアンリエットを殺そうとしたのと同じ理由だ。

　けれどやはり、森の中で眠ねむっていたはずの自分がどうして王城の一室に閉じ込められているのかの説明がつかなかった。

　混乱するアンリエットの視界の中で、布の中に横たわる灰色ネズミが身じろぎする。

（起きた！）

「ルゥ！」

　再びルゥを両手に抱き上げたアンリエットは、ぴくぴくとルゥの欠けた耳が動いて綺麗な眼めが開かれるのを、唯一の救いのように見つめた。

「ああ、ルゥよかった。大だい丈じよう夫ぶ？　どこか痛いところはない？」

　何度か瞬まばたきをしたルゥは、ひくひくと鼻を動かしてアンリエットを見るとむくりと身体を起こして二本足になる。

「ちゅー」

　その鳴き声がまるでこちらを心配しているように聞こえたアンリエットは、可か愛わいい灰色ネズミに頰ほおずりをした。

「あなたがいてくれてよかった。さすがに一人じゃ心細いもの」

「ちゅーちゅー」

「どうして私たちがここにいるか、あなたにはわかっているのかしら。猫になればあの窓から逃にげられると思うのだけれど、状況がわからないまま動いてもいいものだと思う？」

「ちゅーちゅー」

　ルゥは何かを訴うつたえるように鳴いているが、アンリエットは困った顔をして笑った。

「あなたが何を言っているかわかればいいのにね」

　その時ルゥは、ぴくりと耳を動かして鳴くのをやめた。

「ルゥ？」

　手の中の友人の、突とつ然ぜんの変化を不思議に思ったアンリエットがその名を呼ぶ。しかしルゥはアンリエットの呼びかけに答えることなくぴょんと彼女の手から飛び降りると、先ほど自分が寝かされていた布を咥くわえて引っ張った。

「何？　この布がどうかしたの？」

　隣となりに膝をつき、ルゥを手伝って布を引いてやるが何か隠かくされていたわけでもない。それでもルゥが布を引くのをやめないので様子を観察していると、彼かれが布をある場所まで運ぼうとしているのがわかってはっとした。

「もしかして、その魔術陣を隠すのね？」

　そう聞くと、咥えていた布を離したルゥが「ちゅーちゅー」と鳴いて頷うなずく。

　なぜ灰色ネズミが魔術陣を隠そうとするのかはわからないが、疑問は置いておくとしてまずは友人の手助けをすることにした。カビ臭くさい布を広げて、魔術陣を隠す。

「これでいい？」

「ちゅー」

　床の上で前足を上げたルゥが頷いたその時であった。

　がち、と鍵かぎが開けられるような音がした。次いでぎぃと木の扉が開かれる。

　アンリエットが顔を上げると、そこには女が立っていた。

「あら、お目覚めになったのね」

　女はアンリエットを見て安堵した様子で微ほほ笑えむ。

　豊かな白銀の髪。青い瞳ひとみ。身につけているドレスは薄うす青あおの華か美びではないものだ。優やさしげなその微笑みはたおやかで、以前アンリエットが会った時のままの女がそこにいた。

　皇太后ドロテア＝ディックハウト。

　鈴すず蘭らんのように可憐な元王おう妃ひ。

（皇太后様!?）

　突然の邂かい逅こうに二の句が継つげないでいると、ドロテアはその細い人差し指を唇くちびるに当てて言った。

「無理に話さなくても大丈夫よ。身体中が痛いでしょう？　骨がいくつか折れているみたいだもの」

　その声は鈴の音のように優しい。

　彼女が室内に入ると、背後にいた騎き士しのような格好をした男が扉を閉めた。がちゃん、という音が無情に響ひびく。

　ドロテアはアンリエットの前に膝をつくと、心から同情したような様子でアンリエットの頰に手を伸ばした。

「かわいそうに、痛いでしょう？　ごめんなさいね」

　慈じ愛あいに満ちた指先が頰を撫なでる。この国で最も高貴な女性は、床の埃ほこりでドレスが汚れることも気にしていないらしい。

　アンリエットは混乱した。

（皇太后様が、私をここに閉じ込めたのではないの？）

「何かほしいものはある？　なんでも言ってちょうだい。服？　食事？」

　心から気き遣づかっているようなその様子に、アンリエットはあっさりと皇太后への警けい戒かいを解くことにした。

（なんだ。やっぱりエヴラールの勘違いなんだわ。こんなに優しげな皇太后様がひどいことをするわけがないもの）

「あの、どうして私はここにいるんですか？　今すぐ出してください。食事はいいので服を……」

　頰に触れている方の皇太后の腕を摑んでそう訴えた時、アンリエットには思ってもみなかったことが起きた。アンリエットの足元に隠れていたルゥが、突然威い嚇かくの声を上げて牙きばをむき出しにし、皇太后に襲いかかったのだ。

「……!?」

　とっさのことにアンリエットは反応できない。しかしその牙が皇太后に届く前に、ルゥは無情にも床に叩き落とされた。

　皇太后が、アンリエットに触れていなかった方の手に持っていた扇せん子すでルゥを殴なぐったのだ。

「ルゥ！」

　床の上に伸びてしまったルゥにアンリエットが飛びつく。すると皇太后は冷たく目を細めて立ち上がった。

「……小こ賢ざかしいネズミね」

「何をするんですか！」

　アンリエットはルゥを胸に抱いて皇太后を睨にらみつけた。

　しかし彼女は「あら」と無む垢くな少女のように目を丸くすると、扇子を広げて言った。

「わたくしが悪いの？　でも襲いかかってきたのはそちらのネズミだわ。せっかくわたくしが、あなたの美しさに免めんじて死ぬ前に願いを一つ叶かなえてあげようとしたのにね」

　皇太后の言葉の意味がアンリエットの中に落ちてくるまで時間がかかる。

（この人は……）

　何を、言っているの？

　皇太后はぱちりと扇子を閉じると、それをアンリエットの顎あごの下に当ててくいと上を向かせた。そして身をかがめ、息がかかるほど近くに顔を近づける。

　ドロテア＝ディックハウトは、たぶん四十にはなるはずだ。しかし白銀の髪に縁ふち取どられた顔に目立つ皺しわはなく、肌はだは白く滑なめらかで美しい。少女のように無垢で可憐な皇太后。こうしている今でさえ彼女の青い瞳には慈じ悲ひ深ぶかい光が宿っているように見えるのに、その口が紡つむぐ言葉はひどく残ざん酷こくであった。
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「本当に、若く美しいわねアンリエット＝オードラン。社交界での噂うわさは王城にも届いてよ。なんでも、オードラン基金なるものへの寄付を集めているとか……ふふ。大変ね。ねぇ、いいことを教えて差し上げましょうか」

　ルゥを抱く手に知らず力が込もる。

　目の奥が熱を帯びた。

「オードラン伯はく爵しやくが申しん請せいした難民対策の資金援助。却きやつ下かしたのはわたくしなの」

　二年前、アウループに視察に来た皇太后を思い出す。

『あなたが、オードラン伯爵のご息女ね』

『ソニボスはわたくしが生まれ育った国だもの。手を差さし伸のべるのは当然のことよ』

『あなたたちがしていることは正しいわ。待っていてね。きっとわたくしが議会に掛け合いますから』

　そう言ったのと同じ瞳で、同じ声で、皇太后ドロテアは優しく言った。

「だって、あんなに汚らしい者たち、生きていてももう仕方がないでしょう？　家族や故郷を失って、泥どろだらけになって生きる意味があるかしら？」

　孤こ児じ院や治療院を訪おとずれた時、優しく子供たちに笑いかけていた女性とは思えない。彼女は確かに、彼らに心を寄せているように見えたのに。

（汚らしい、ですって？）

　戦争で、親を失った子。子を失った親。故郷を失った人たち。

　彼らが生きる希望を捨てず、再び笑えるようになるまで、どれほどの努力が必要か。

　結局のところ、アンリエットらにできることなど小さなものでしかないのだ。

　安心して眠れる場所。温かい食事。痛みを和やわらげる薬。日々働く場所。どんなに声を上げて泣いても残酷なまでに変わらず流れる時間と、自分以外の他人の温ぬくもりは傷を癒す助けとなるだろうが、どうしても癒えない傷はある。

（そういう傷は決して癒えない…）

　それでも皆みな、その傷を抱えて生きていくのだ。

「……」

　傷ついても、汚れてなどいない。

　傷を抱えて泣く人の、それでも生きようとする瞳が、どんなに美しいか。

「あなたとは違う」

　アンリエットは扇子を持つ皇太后の手を握にぎった。

　白く細く、労働を知らない高貴な手。きっと井い戸どで水を汲くんだこともないに違いない。別にそれを責めるつもりはない。高貴な人間には高貴な人間の仕事があるのだ。

　けれどその高い場所から、誰だれかを見下すのは許せない。

　ぎりぎりと手に力を込める。

　その時初めて、皇太后の表情が強こわ張ばった。

「他人が汚れて見えるのは、あなたの目が汚れているからよ。皇太后殿でん下か」

　呼吸は忘れない。感情を制せい御ぎよしなければ。

「離しなさい」

　すっと、皇太后の瞳から光が抜ぬけ落おちたようになった。

「離しなさい。汚い娘むすめ」

　温もりのない声。

　それでもアンリエットが女の手を離さないでいると、彼女は「この娘をわたくしから遠ざけなさい！」と声を上げた。すぐに扉がバタンと開き、がちがちと前当てを鳴らして騎士が中に入ってくる。

　騎士はアンリエットの背後に回ると、その左手首を握り潰しそうな力で摑んだ。あまりの痛みに皇太后から離れた彼女の腕を、今度は背中側にねじり上げる。

「！」

　痛いと声を上げないように唇を嚙かんだ。ルゥだけは落とさないようにしっかりと胸に押しつける。

　身を起こした皇太后は、赤く跡あとのついた自らの手首を光のない瞳で見つめてから、ゴミでも見るようにアンリエットを見下ろした。

「……ディオンはわたくしの子よ。わたくしのお腹なかにいた、わたくしの子。近づく虫は許さない。貧ひん窶るな田舎いなか貴族の娘が、身みの程ほどを知りなさい」

　そう言い捨てると、皇太后は踵きびすを返かえして開け放たれたままの扉から外に出た。そして静かに命じる。

「ネズミと一いつ緒しよに殺して捨てなさい」

　跪ひざまずき、腕を捻ひねり上げられながらもアンリエットはじっと皇太后の背中を見ていたが、女は一度もこちらを振り向かないままその場を去った。

「大人しくしていろ。一いつ瞬しゆんで終わる」

　ぎりとさらに腕が捻られ、背中を押される。金の鎖くさりがしゃらりと鳴った。斬ざん首しゆ刑けいを受ける罪人のように首を差し出す。背後の騎士が腰こしの剣けんを抜く音が聞こえた。

　それが、アンリエット＝オードランの限界であった。

　身体の内側から逬ほとばしるような咆ほう哮こうとともに牙をむく。

　これまでになく、違和感なく変化は起きた。

　全身が熱に包まれている。

　逃のがれられぬよう摑んでいたはずの女の腕を失った騎士は、猫に変化した女が喉元に食らいついてくるのにとっさに反応できなかった。声を上げて倒たおれる。その隙をつき、アンリエットは床に落ちたルゥの首根っこを咥えて跳ちよう躍やくした。ひと飛びで小さな窓に飛びつく。口に咥えたルゥがぴくりと動いたのには気づいたが、気にしている余よ裕ゆうなどなかった。

　窓から外に飛び出す。

　そうして彼女は逃げ出したが、理性はほとんど壊れかけていた。










　怒いかりで燃えてしまいそうだ。

　ただ闇やみ雲くもに駆かけている。

　こんなにも怒りに支配されたのは初めてであった。

　身体のずっと奥おく底そこに隠された鍵のかかった箱が、がたがたと揺れた。

　飴あめ色いろの毛並みは炎ほのおとなり、その内側には嵐あらしが吹ふき荒あれている。

（箱の中の化け物が怒りに呼応している）

　アンリエットはそう思った。

　鍵はがちがちと今にも壊こわれそうな音を立て、化け物が外に出せと叫さけんでいる。

〈アンリエット！〉

　頭の中に声が響いた。

〈アンリエット、駄だ目めだ落ち着いて！〉

　誰の声なの。

〈君の中の──が目覚めてしまう。頼たのむから落ち着くんだ！〉

　ものをものとして認識できない。自分がどこを走っているのかもわからなかった。ただ見えたのは、口に咥えたルゥから辿たどる糸のような線だけであった。

　怒りで淀よどんだ視界の中に見えた唯一の光。きらきらと輝かがやく糸。

　道みち標しるべのようなそれがなければもしかしたら、もっと早く鍵は壊れていたかもしれない。

〈アンリエット。僕ぼくはずっと君の側そばにいる！〉

　声が叫ぶ。

　知らず涙がこぼれた。

　噓うそよ。

　いなかったじゃない。

　私を置いていったくせに。

　私のためだと言って、私を置いていったくせに。




〈僕は、ずっと君の側にいる!!〉




　苛いら立だったように頭の中に響いた声が、ぱん、という音とともに怒りに支配されていたアンリエットの視界を白くした。

　一面の白。

　そこにはアンリエットが一人で立っている。

　きょろきょろと周囲を見回しても誰もいない。

　途と方ほうに暮れかけた彼女は、足元で「ちゅう」と鳴く生き物に気づいて目をやった。

　灰色ネズミのルゥである。

　家族の元を離れ、王都にやってきたアンリエットにできた最初の友人。可愛いルゥ。

　彼は二本足で立って、短い呼吸に体を震わせ、その真っ黒な瞳でじっとアンリエットを見上げていた。

　手を差し伸べると、ルゥは当然のようにアンリエットの手のひらに乗ってくる。

　小さな友人を乗せた手のひらを顔の高さまで上げたアンリエットは、濡ぬれた鼻と自分の鼻を突き合わせるように顔を見合わせた。

〈アンリエット〉

　声が響く。

（ああどうして）

　今までずっと気づかなかったのか。

〈僕のアンリ〉

　視界が滲にじむ。

　ぽとりと落ちた一粒つぶの雫しずくが、白い世界に波は紋もんを呼んだ。
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　目が覚めた時最初に飛とび込こんできたのは、ひくひくと動く小さな鼻と細い髭ひげであった。起きろとでもいうようにルゥがその毛並みをこすりつけてくる。それがくすぐったくて、アンリエットは笑った。

「くすぐったいわ」

　起こした身体が裸はだかでも、もう彼女は驚おどろかなかった。

　きょろきょろと今自分がいる場所を確認する。

　怒りのまま猫になって王城を駆け回ってしまったが、どうやらここは室内のようだ。目の前に開け放たれたガラス扉があって、その向こうにはベランダがある。白いレースのカーテンがゆらゆらと揺れていた。

「ルゥ、後ろを向いていなさい」

　アンリエットはそう言って立ち上がると、カーテンを摑んで引きちぎった。ちょうどいい大きさに折りたたんで身体に巻きつける。臨時で服を作るのも慣れたものである。

「いいわよ。肩においで」

　白いレースを身にまとったアンリエットは、言われた通り律りち儀ぎに背を向けていたルゥに声をかけると手を差し伸べた。くるりと振り向いたルゥがその手に乗って腕を駆かけ上のぼり、肩に落ち着く。

「……」

　改めて見回してみると、奇き妙みように思えるくらい白い部屋であった。

　天てん井じようも床も調度品もすべて白で統一されている。

　窓から見て右手に扉が一つあって、部屋のちょうど中央には天てん蓋がい付きの大きな寝台が置かれていた。風が吹き、天蓋から垂れ下がったオーガンジーの生き地じが揺れる。

　寝台の枕まくら元もとには水すい盆ぼんが置かれていた。

　深い青の水盆である。

　白に統一された室内において明らかに異質であったそれよりも、アンリエットの目は寝台の上に釘くぎづけになった。

（誰かがいるわ）

　天蓋の中で何者かが横たわっているのが、風が吹いた時に見えたのだ。

　一瞬であったが、それは白い服を着た男のように見えた。

　死んでいるように白い肌の。

　若い男。

（まさか）

　窺うように肩のルゥを見た時、彼女はルゥが寝台ではなく扉の方をじっと睨んでいることに気づいてはっとした。

「誰か来るの？」

　ネズミの聴ちよう覚かくは、猫と同様に人のそれよりもずっと鋭するどい。

　だから先ほどの牢でも彼は、皇太后がやってくることにアンリエットよりもずっと早く気づいてあの魔術陣を隠させたのだ。きっと、あれを皇太后に見られては不都合があったのだろう。

「ちゅう」

　ルゥがこくりと頷きながら答える。アンリエットはすぐさま踵を返してベランダに出た。

　手すりを摑んで下を覗のぞき込こむ。どうやらここは城の二階か三階にあたるらしい。すぐ下は庭のようだが、とても飛び降りられるような高さではない。アンリエットは他に逃げられるような場所がないか探したが、適当な他のベランダも壁の装そう飾しよくも見つけられなかった。左手に出窓が見えるが、位置的に、扉の向こうの部屋にあたるはずだ。

（もう猫にはなれない）

　先ほど戻もどったばかりなのだ。

　今誰かに見つかって捕らえられれば、逃げるのは困難になるだろう。

「しばらく下がっていなさい」

　扉の向こうで声が聞こえた時、アンリエットは背筋が凍こおるかと思った。

　忘れるわけがない。

　あれは皇太后の声だ。

（なんてこと）

　ここは皇太后の部屋だったのか。

　手すりを背にして室内の扉を睨みつける。アンリエットはうるさいくらい大きくなる心臓の鼓動を聴ききながら打開策を模も索さくした。

（寝台の下に隠れる？）

　駄目だ。カーテンをちぎってしまった。皇太后はすぐ異変に気づいて室内を捜そう索さくさせるだろう。

（不意をついて逃げる？）

　そんなことが可能だろうか。皇太后には数人の護衛がついているだろうし、王城内の構造だってわからない。

「ちゅう」

　ルゥが小さな声で鳴く。

　皇太后がすぐこちらの部屋に入ってくる様子はない。まだ考える時間はある。

（どうする？　どうするの？）

　その時である。

「アンリエット！」

　外から声が聞こえた。

　考える前に振り向く。ベランダの下を見ると、男が両手を広げて立っていた。

　思考が一瞬止まる。唇が震えた。

　ガチ、と背後の扉の取っ手に手をかけた音がする。男の声を聞きつけたのだ。アンリエットを呼んだあの声を。

　────アンリエットは迷わなかった。

　ルゥを胸に押し込み、手すりに手をかけて蹴けり上がる。

「来い！」

　言われるまでもなく、アンリエットは宙に身体を投げ出した。

　全身に風を受けて落下する。目を瞑つぶっていたのはほんの一瞬で、次の瞬しゆん間かんにはずん、としなやかな両腕に抱き止められていた。

「……」

　アンリエットを横抱きにした形で受け止めた男の小さく吐いた息が、喉元に触れる。

「このまま逃げるぞ。摑まっておけ」

　そうして男はすぐに駆け出した。王城の中を、勝手知ったる様子で駆け抜ける。

「……」

　言われた通りエヴラール＝アゼマの太い首にしがみつきながら、アンリエットは気づけば肩を震わせてしまっていた。

「……おい、笑ってる状況か」

　風のように駆けながら男が言う。

「だって……ふふ」

　発ほつ作さのように込み上げてくる笑いを嚙み殺しながら、かろうじてそれだけ答えた。

　躊躇ためらいもなくあの高さから飛び降りた自分が信じられない。下手をしたら死んでいたのに。これはどうやら自分は思っていた以上にこの男を信しん頼らいしているようだと、自覚せざるを得ないアンリエットなのであった。
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『アンリエット。これをずっと持っていて。君が猫になってもこれがあれば大丈夫だから』

　カロンがそう言ってアンリエットに金の首飾りを渡わたしたのは、アンリエットが十歳さいになった時だった。

　首飾りを受け取ったものの、アンリエットは自分より背の低い幼おさな馴な染じみをじとりと睨んだ。

『私は猫にならない訓練をしているのよカロン』

　最近は、感情の高ぶり──主に怒りを制御する方法が書いてあるような本を読よみ漁あさって自主的な訓練を重ねているアンリエットである。猫になる回数が、三日に一回から週に一回、月に一回と伸びていっているのだから成果も上々であると言えるだろう。

　もっと成長する頃には、ほとんど猫になることもないはずだ。

　冷静沈ちん着ちやくな美しい伯爵令れい嬢じようの出来上がりである。

　しかしカロンは引き下がらず、返品不可であるとでもいうように首飾りを持つアンリエットの手を握り込んだ。

『お守りだと思って持っていてよ。ね？　アンリ』

『どういうお守りなの？』

　カロンの手から逃れたアンリエットは、その細い鎖を持ってしゃらりと首飾りを目の前にぶら下げた。鎖についた飾りチヤームは円形の素そ朴ぼくなもので、よく見れば開閉できるような金具がついている。

『中に魔術陣が入っているんだよ』

　カロンは瓶びん底ぞこ眼鏡の向こうでにこにこと笑いながら言った。

『この魔術陣は、君の頭の中と僕の頭の中をつなぐんだ』

　アンリエットは眉まゆを寄せる。

『何を考えてるかわかっちゃうってこと？』

　それはあまり嬉うれしくない。もちろんカロンにばれて困るようなことを考えているわけではないが、頭の中が筒つつ抜ぬけというのは気分のいいものではないではないか。

　そんなアンリエットの不満を感じ取ったカロンが、慌あわてた様子で手を振る。なぜか顔まで赤くしていた。

『あ、もちろん、いつでもってわけじゃないよ。君が猫になっている間だけ。だって、その気になったら君にだって僕の頭の中を覗けちゃうんだから、恥はずかしいだろう』

『ふうん。カロンは、覗かれたら恥ずかしいようなことを考えてるわけだ』

　アンリエットは、自分のことを棚たなに上げてにやりと笑った。

『別に考えてないよ！』

『あらそうなの？　つまらない』

『もう。とにかく。それはずっとつけていてよね』

『はいはい、わかったわよ』

　くすくすと笑いながらそう答えると、アンリエットはその鎖を自らの首につけた。

　首飾りを身につけたアンリエットを見て、カロンは満足げに笑って頷く。

『これで君が猫になっても、何を言っているか僕にだけはわかるよ』

　確かに、猫になっている間は意思疎そ通つうができなくて、困ったことが今まで何度かあった。カロンだけにでも言葉が通じるなら便利になるだろう。

　彼は言った。

『君が猫になってどこかに隠れてしまっても、僕だけは見つけてあげるからね』
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　白いレースのカーテンを巻きつけただけのアンリエットを抱えたエヴラールは、構造の複雑な王城の中をすいすいと駆け抜け、人気のない城じよう壁へきの前で馬を二頭連れて待機していたエリクと合流した。

　準備されていた外がい套とうを身につけフードを深くかぶった三人と一匹ぴきは、商人が行き来する通用門から素知らぬ顔で王城を脱だつ出しゆつし、そのままコルマールの屋敷まで帰り着いたのだった。

「お洋服と食事と湯を用意しますね！」

　屋敷につくとどこか嬉しげなエリクがばたばたと駆けていく。

「──休きゆう憩けいしたいところだろうが、少し状況を整理するぞ。まずなぜあんたが王城にいたかだが……」

「その話は後にしましょう」

　アンリエットはエヴラールを遮さえぎって言った。さすがにもう笑いの発作は収まっている。

「どこかゆっくりできる部屋を貸して」

　外套を脱ぬいだ男は眉を上げたが、何も文句は言わなかった。代わりにアンリエットを玄げん関かんホールの西側にある部屋に連れて行く。

　広い室内に向かい合わせの長なが椅い子すが置かれたその部屋は、どうやらこの屋敷の応接間のようだった。

　アンリエットは扉に近い方の長椅子に肩に乗せていたルゥを下ろした。エヴラールが、その正面の椅子にどかりと腰を下ろす。彼女は無言のまま外套を脱ぎ、レースのカーテンを巻きつけただけの姿になると、襟えり足あしに腕を回して首飾りを外した。

　そしてその飾りチヤームを開けて、中から小指の爪つめほどの小さな石を出す。

「なんだ？　その石ころは」

　エヴラールが聞いた。

「魔術陣よ」

　アンリエットは椅子の上のルゥを見ながら答えた。

　灰色ネズミのルゥは、二本足になってじっとアンリエットを見つめている。

「ああ？　ただの石ころに見えるぞ」

「私にも原理はわからないわ。でもこの石には、思考をつなぐ魔術陣が組くみ込こまれているのですって」

『この魔術陣は、君の頭の中と僕の頭の中をつなぐんだ』

　そう言ったカロンはまだ九歳だった。その幼さであの子は、猫になったアンリエットの不安を少しでも取り除くためにこの魔術陣の刻まれた石を作ったのだ。

「あなたなら、これを利用できるわね？　あなたの言葉を、私たちにわかるようにして。そしてどういうことなのか説明してちょうだい──カロン」

　アンリエットはそう言いながら、ネズミのルゥの前に石を差し出した。

「はぁ？」

　と声を上げたのはエヴラールだ。

「おい、どういうことだ？」

「言った通りよ。ルゥがカロンだったの」

　猫になった時だけ彼の声が聞こえてきたのは、もともとそういう条件付けのされた魔術だったからだ。

《アンリ、逃げて！》

　公こう爵しやく夫ふ人じんの宝物室でそう叫んだのはルゥ──カロンだった。

《僕は、ずっと君の側にいる!!》

　そう叫んでアンリエットを正気に戻したのは、カロンだったのだ。

　ルゥはぴくぴくと髭を動かすと、目の前に置かれた石につと両前足を下ろして「ちゅうちゅう」と鳴いた。

　アンリエットはしばらく固かた唾ずを飲んでその様子を見守っていたが、やがて頭の中にあの声が響いてきた時は、訳もなく泣きそうになってしまったのだった。

〈アンリ〉

「……カロン」

　こちらを見上げる灰色ネズミを、アンリエットは万ばん感かんの思いでもって抱き上げて抱きしめた。潰してしまわないように注意しながらぎゅうと力を込める。

「カロン。カロン」

〈……アンリエット。ごめんね。心配かけて〉

　ネズミ姿の幼馴染がそう謝罪する。次の瞬間、アンリエットは低い声でこう答えた。

「まったくもってその通りね、カロン＝デマルシェリエ」

　彼女は胸に抱きしめていたカロンのピンクの尻しつ尾ぽをつまむと、今度はぶらりと彼をぶら下げた。もちろん、涙なんて流れていない。

〈わぁ！　アンリ！〉

　突然のことにネズミのカロンがじたばたと暴れる。

　アンリエットはにっこりと笑った。

「本当は、会ったらぶん殴ってやろうと思っていたのだけれど、その姿ではそうもいかないわね。どうしてやろうかしら」

〈ごめんってば！　アンリエット！　下ろして！〉

　頭の中にカロンの悲鳴が響いたが、実際の耳には「ちゅうちゅう」というネズミの鳴き声しか聞こえない。これはずいぶん奇妙なものである。

「おい、本当にそれがカロンなのか？」

　腰を上げたエヴラールが、疑わしげな眼まな差ざしを寄よ越こして聞いてきた。

「あら、あなたには聞こえないの？　カロン。エヴラールにもあなたの声が聞こえるようにしてよ。面めん倒どうじゃない」

〈無理だよ！　これは僕とアンリの間だけっていう条件で作った魔術なんだから！　そこの腹黒引きこもり男に僕の声は聞こえない〉

「まぁ、カロン」

　カロンが誰かをこんなふうに罵ば倒とうするところなど初めて聞いたアンリエットである。

「あなたたち、仲が悪いの？」

「なんて言ったんだ？　そいつ」

「『腹黒引きこもり男』ですって」

「へぇ」

　にやり、と笑ったエヴラールはアンリエットの目から見ても邪じや悪あくであった。

　彼はにやにやとしながら、いまだ逆さかさ吊づりの刑に処されているカロンに近づいてきた。

「なるほど、確かに俺おれに対してそんな物言いをするのは世界広しといえどカロン＝デマルシェリエしかいないな」

〈アンリ！〉

　アンリエットはさっとカロンをぶら下げるのをやめて胸の方に引き寄せた。

「おい」

「カロンをいじめてもいいのは私だけよ」

　アンリエットがじとりと睨みつけると、エヴラールは子供のように笑った。

「誰がいじめるって言った？　哀あわれにもネズミになってしまった友人をいたわってやろうとしたんじゃないか」

〈アンリエット、そいつは生きつ粋すいの噓つきだ。口から出てくることすべてが噓でできている〉

「なんだって？」

　アンリエットの表情でカロンが何か言ったらしいことを察したエヴラールが楽しげに聞いてくる。

「あなたが噓つきだって」

「ははぁ。なるほど」

「あっ！」

　アンリエットは声を上げた。エヴラールがひょいとカロンを取り上げてしまったからだ。野や獣じゆう将軍はカロンの首根っこをつまんで自分の顔の前まで持ち上げた。カロンはつんと鼻先を明後日あさつての方向に向けてエヴラールと顔を見合わせないようにしている。

「いやこんな面おも白しろいことはないな。あのカロン＝デマルシェリエがネズミになるとは」

「ちょっと返してよ！」

　アンリエットはカロンを奪うばい返かえそうとしたが、エヴラールがさっとそれを避さける。
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「お前もなかなかうまいことやるじゃないか。ネズミにばけてアンリエットの側にいれば、着き替がえも覗き放題だっただろ？」

〈ばっ！　僕はそんなことしない！〉

　アンリエットはその時初めて、ネズミの顔も赤くなるのだと知った。可愛らしい。

〈お前と一緒にするな引きこもり！〉

　カロンがそう怒ど鳴なった時、エヴラールがおや、というように眉を上げた。

「今の声は聞こえたぞ。俺を引きこもりと言ったな？」

「え？　聞こえたの？」

　アンリエットは驚いて聞き返した。

　見れば、カロンがネズミ姿で器用にもちっと舌打ちをしたのがわかる。エヴラールがまたあの邪悪な笑みをみせた。

「ははぁ。お前に触さわっていれば声が聞こえるんだな」

〈僕に触るな。離せ〉

「そういうわけにもいかないだろう。こうしていた方が話が早い。アンリエットなら、触っていなくても意思疎通はできるんだろう？」

「ええ。私には聞こえるわ」

「ならお前は俺が持っていよう。どうだ。ははは。猫の魅み力りよくには劣おとるがネズミもなかなか悪くないな」

〈不ふ愉ゆ快かいだ。離せ〉

　アンリエットは瞬きをした。

（珍しい）

　カロンがこんなにも敵意をむき出しにする相手なんて、他にはいないのではないだろうか。もともと、カロンは他人への興味が乏とぼしい子なのだ。敵意があるということは、少なくとも無関心ではないということだった。

　カロンに無関心をつきとおせない相手ができたようなのが嬉しくなって、くすりと笑ってしまう。

「まぁカロンが私の着替えを覗いていたかどうかはともかく、エヴラールにもカロンの言っていることがわかった方が都合がいいのは確かね」

〈僕は覗いてない！　もうアンリエット。君が猫から人間になるたび、僕がどれだけ苦労して君の裸を見ないようにしていたと思うの〉

「あら、気にしていたの？」

　そうは見えなかったが。

〈気にしていたに決まってるだろう！　だいたい君は無防備すぎるんだよ！　さっきだって、ベランダから飛び降りる時に僕をその……君の……そこに押し込んだだろう！〉

「ここのこと？」

　アンリエットは自らの胸のふくらみに手を当てた。

「仕方がないじゃない。また崖から落ちた時みたいにあなたが落ちたら困ると思ったんだもの」

〈仕方がなくないよ……〉

　カロンががっくりしたように言うと、エヴラールが突然身をよじらせて笑った。

「あっはっはっは！　これは困ったな。腹筋が壊れそうに面白いじゃないか」

〈……いいから僕を離せよ引きこもり〉

「お前たちの寸劇をまだ見ていたいところだが、状況が状況だから今度にしよう。アンリエットも、感動の再会はもういいな？」

「まだ鉄てつ拳けん制裁を加えてないけどまぁいいわ」

　残念だが次回に持もち越こしだ。

　エヴラールはどかりと長椅子に座すわると、「念のため言っておくが、俺に嚙みついたら踏み潰すからな」と笑え顔がおで釘くぎを刺さしてから組んだ膝の上にカロンを下ろした。

　なるほどこれで三人で落ち着いて会話ができる。野獣のような大男の膝の上に小さなネズミがちょこんと前足を上げて立っているという、いかにも滑こつ稽けいで可愛らしい光景を正面にした長椅子に、アンリエットは腰を下ろしたのだった。

「さて、お前はどうしてネズミになってるんだ？　皇太后に何をされた」

〈何をされただと？〉

　カロンがエヴラールに向かって歯をむき出しにする。

〈ふざけるな。あんた知っていただろう。あの女が魔術を使えることを〉

　アンリエットは眉を寄せた。

「……どういうこと？」

　皇太后が魔術を？　まさか。そんな話聞いたこともない。

　しばしエヴラールを威嚇していたカロンは、やがて一度したりと尻尾を揺らすと顔だけアンリエットに向けて答えた。

〈皇太后は、水鏡の魔術陣を持っている。魂たましいに触れる──禁きん忌きの魔術だよ〉





[image: ]






　──勘違いされていることが多いけど、魔術師っていうのは魔術を使える人間のことじゃない。魔術陣という精霊との契約書を作ることのできる学者のことなんだ。

　ネズミカロンはそう言った。

〈魔術自体は誰でも使うことができる。でもそうすると悪用する人間も出てくるだろうから、魔術陣を書く際に施し行こう者を限定しておくのが普ふ通つうなんだ〉

　そんなことは初めて知ったアンリエットである。

　ぱちくりとしている彼かの女じよの前で、腕を組んだエヴラールは左手で顎を触りながら言った。

「つまり、あの女は魔術師ではないにしても、自分が施行者として名前を刻まれた魔術陣を持っているということか。そしてその魂に触れられる魔術とやらでもって、お前の魂をネズミの身体に入れたんだな」

〈まぁ、そうなるね〉

　アンリエットの方を見ていたカロンが、ふいと上半身をエヴラールに向けて冷たい眼差しを投げる。すると野獣将軍とネズミ魔術師の視線が交こう錯さくし、空気がぴりりと緊きん張ちようした。

　エヴラールが、頭の中でカロンに話しかけているのだと気づいたのは、カロンが軽けい蔑べつした様子で〈自分勝手な奴やつだな〉と吐はき捨すてたからだ。

「ちょっと、なんの話？」

　この期に及およんで聞かれたくない話でもあるとでもいうのか。アンリエットは抗こう議ぎしようとしたが、カロンは振り向きさえしなかった。

〈言っておくが、僕は契約を果たしたぞ。例のものは渡してもらう〉

「ああ二年前にお前が王城の宝ほう物もつ庫こから盗ぬすもうとしたものだろう。もちろんだ。すべて解決したら喜んで渡そう」

「ちょっと！」

　アンリエットは立ち上がると、両手を腰に当てて仁に王おう立だちになった。自分を無視して話を進められるのは我が慢まんがならない。彼女は零れい下かの瞳で野獣将軍とネズミ魔術師を睥へい睨げいした。

　エヴラールはきょとんとした顔で彼女を見つめ、カロンは少し腰が引けている様子である。魔術師に幼少期からのなんらかの刷すり込こみがあることは間違いないようだった。

「最初から、私にもわかるように説明してくれる？」

　アンリエットがにっこりと笑うと、カロンはしゅんと髭を垂らす。まるで叱しかられた子供ではないか。

〈皇太后は魔術を使えるから……〉

「退学するって言いにきていなくなった後、何をしていたのか聞いているのよ！」

　誤ご魔ま化かされるわけにはいかない。カロンは甘あまえるようにこちらをじっと見つめたが、やがて観念したように息を吐いた。

〈……二年前、君と別れた後僕は王城の宝物庫にあるものを、その、借りにいったんだ。けれどこの引きこもり男に捕つかまって、ディオン王の護衛役になる契約をさせられた。僕が魔術師であることは伏ふせてね〉

　理由はおそらく、カロンが非ひ認にん可かの魔術師だからだ。魔術師協会は、非認可の魔術師が国と契約を結ぶことにいい顔をしない。

〈けれど引きこもり男が城から離れて間もなく、皇太后は僕が魔術師であることを看破して排はい除じよしようとした〉

　排除、とは穏おだやかではない。眉を寄せるアンリエットの顔を見上げながら、カロンは〈王を好きに操あやつるためだよ〉と続けた。

「……つまり、ネズミにされたってこと？」

　先ほどエヴラールはカロンの魂がネズミの身体に入れられたと言っていたが、未いまだに信じられない。本当にそんなことが可能なのだろうか。魂に触れるなんて。

（まぁ目の前に証しよう拠こそのもののような存在があるわけだけれども）

　アンリエットが考えていることを知ってか知らずか、ネズミカロンはふるふると首を振ふった。

〈いや、ネズミにされたのは半月前だよ。それまで僕は……皇太后が王を操っていることが周囲にばれないように協力させられていたんだ〉

「協力って、どうしてカロンが……」

　そんな疑問を抱いだいてからはっとする。あの森で、エヴラールが言っていたではないか。

　──『カロンに弱点があるとすればあんたしか考えられない』

　アンリエットは小さく息を吸った。

「……私を、盾たてに取られたのね」

　どうにも先ほどからカロンの歯切れが悪いのはおそらくそのせいなのだ。

「正直に言って、カロン」

　アンリエットは、噓を許さぬ鋭さで幼馴染を問とい詰つめた。カロンはまっすぐにアンリエットを見つめ返し、静かに答える。

〈……皇太后は、君の髪の毛を持っていた。そして言う通りにしないと切るのは髪の毛だけじゃ済まないと言ったんだ〉

（髪の毛ですって？）

　アンリエットは、自らの髪に触れて（まさか）と口の中で呟つぶやく。

『もし娘が生まれたらこういうことをしたかったのよ』

　二年前、皇太后ドロテアがアウループに視察に来た際、アンリエットの髪を結ゆわせてほしいと頼まれた。──間違いない。あの時に切られたのだ。

「なんて女なの……！」

　可か憐れんな外見に騙だまされていた自分が腹立たしい。ドロテア＝ディックハウトという人間は、どこまでも狡こう猾かつで冷たい血を持った女なのだ。

　カロンが小さく首を振ってため息をつく。

〈せっかく君を危険から遠ざけていたのに、結局この腹黒引きこもり男が君を巻まき込こんで、僕の努力を台無しにしてくれたんだけどね〉

「アンリエットが俺好みの猫になるのが悪い」

　腹黒引きこもり男は椅子の背もたれに肘ひじをついてしれっと言った。

「ちょっと、私のせいにしないでくれる？」

　アンリエットは抗議したがエヴラールは聞く耳を持たず、代わりにカロンを挑ちよう発はつした。

「それで、その水鏡の魔術とやらは無能な魔術師をネズミにする以外に何ができるんだ」

〈態度と図体ずうたいだけがでかい木で偶ぐの坊ぼうを引き裂くこともできるよ〉

　頭の中に響くカロンの声は冷ややかであった。

〈魂の入れ替えは施行者にもかなりの負担がかかるけど、例えば小動物の魂をその身体ごと摑んで遠方から引き寄せるくらいなら、一晩寝て回復できるくらいの力で可能だ──ただし、これは引き寄せられた方が無事ではすまない〉

　カロンが、最後の台詞せりふをアンリエットの方を見ながら言ったので、彼女は「ん？」と瞬まばたきをした。

　ネズミカロンはおもむろに四つ足になると、苛立ちを抑おさえきれないのかエヴラールの膝の上をうろうろと歩き回った。それを見て、野獣将軍は何かを察したらしい。

「ああなるほど。昨晩、あの女がアンリエットを誘ゆう拐かいした方法はそれか」

「え？　私、魔術で王城に攫さらわれたの？」

　確かに、あの夜不ふ慮りよの事故で猫になってしまって、そのまま寝て起きたら王城にいたのだけれど。

（てっきり皇太后の配下に連れ去られたのだとばかり思っていたのに……）

　カロンはまだうろうろとエヴラールの膝の上を歩き回っている。すると突然、べしりとエヴラールの手のひらに押さえ込まれてネズミカロンは静止を余よ儀ぎなくされた。

「うざいからやめろ」

「ちょっとエヴラール、やめてよかわいそうじゃない」

〈……僕はあの夜、アンリが皇太后に攫われたのがわかったから走って追いかけたんだ。首飾りの魔術陣のおかげで王城の中に入れば君がどこにいるかは感じられた。それですぐに君を見つけられたけど……無理やり引き寄せられたせいで、アンリの身体はぼろぼろだった。骨もいくつか折れていたんだ〉

「え？　でもどこも痛くなかったわよ」

　それどころか目覚めた時は身体が軽く感じたほどだ。こめかみの傷だって治っていた。

（ああでもそういえば、皇太后様もそんなようなことを言っていたわ。身体中が痛いだろうとか、骨がいくつか折れていたとか……）

　エヴラールの手のひらから解放されたカロンは、前足を上げるとじっとアンリエットを見つめた。

〈それは、僕が床を削けずって魔術陣を作って回復を早めたからだ。……もし君が、猫じゃなくて人間の姿のままだったら〉

　カロンはその続きを言葉にしなかったが、人の身体が引き裂かれるような情景が流れてきてぞっとする。カロンは小さな手で頭を抱かかえた。

〈ああ、この魔術の弊へい害がいだな。アンリが知らなくてもいいことまで知ることになる〉

　アンリエットは、あの時見た壊れた人形の夢を思い出した。あれはあながちただの夢というわけでもなかったということか。

「なるほどな」

　エヴラールがにやりとして言った。

「あの狡猾な女からどうやって逃げてきたのかと思っていたんだ。アンリエットが動けるような状態じゃないと思い込ませて、隙をついたというわけか」

　カロンが魔術陣を隠したおかげだ。彼には皇太后の正体がわかっていたのだ。そして身を呈ていしてアンリエットを護まもろうとしてくれた。

〈とにかく、皇太后はあの魔術陣を持っていていい人間じゃない〉

　カロンが言うとエヴラールは思し索さくをめぐらすように目を細めた。

「あの女の祖国であるソニボスは、魔術師協会と契約を結んでいて王の側には協会魔術師が常じよう駐ちゆうしてる。水鏡の魔術陣はこちらに嫁とついでくる前に手に入れたんだろうな」

〈確かにその可能性が高い。僕も密ひそかに調べて、水鏡の魔術陣が皇太后の持っている青い水盆に書かれているところまでは突き止めたんだ。だけど半月前、それを持ち出す前に皇太后にバレて、こうしてネズミにされてしまった〉

　カロンの言葉に、アンリエットはふと疑問を抱いて聞いた。

「……ねぇ、どうしてネズミなの？」

〈え？〉

　カロンのどんぐり眼まなことエヴラールの青緑の瞳ががアンリエットに向けられる。

「つまりカロンが余計なことをしてたから、皇太后様はそれまで手て駒ごまとして使ってたカロンをどうにかしようとしたわけでしょ？　でもわざわざネズミにするくらいなら、殺した方が早いじゃない」

　もちろんカロンが殺されるなんて考えたくもないことだが、論理的に考えれば当然生まれる疑問であった。そしてその疑問には、エヴラールがあっさりと答えてくれた。

「それは多分、あの女が清せい廉れんなものを愛しているからだ」

「え？」

　エヴラールの言葉の意味がわからずに、アンリエットは聞き返す。

「どういう意味よ」

　男は肩をすくめて答えた。

「あの女は白いものが汚れるのを嫌きらうんだよ。純じゆん粋すいで汚れのないものしか許さない。カロンの外見は──あの女のお眼鏡にかなったんだろう。銀ぎん髪ぱつで色白の美形を殺してしまったら、せっかくの美しいものを自分で汚すことになる」

　アンリエットは考えてもみなかった理由に二度瞬きをした。

「……でも私のことは殺そうとしたわよ」

　自分が美人であると疑ってもみない彼女の発言を嗤わらう者は、その場には存在しなかった。代わりにエヴラールが面白がるように眉と口くちの端はしを上げる。

「あんたの美しさは、清廉とは言えないな。汚きたなく踏みつけられてもなお輝くような不ふ屈くつで厚こう顔がんな美と、一度汚れてしまったらもう戻れないような無垢で可憐な美は違うだろう？」

「褒ほめられているのかしら？　貶けなされているのかしら？」

　アンリエットはにっこりと微笑んだ。

〈僕も嬉しくないね〉

　間接的に無垢で可憐と評された魔術師は、不満そうにしたりと尻尾を鳴らす。

「客観的な視点だと思ってくれ。それに俺は、人間の時のあんたより猫の時のあんたの方が好みだ」

〈アンリ。こいつ一回燃やそう。魔術陣を書くのを手伝ってくれる？〉

「ううん待ってカロン。つまり、カロンの身体は大事に保管されているはずよね。だって、観賞用ってことでしょ？」

〈すごく抵てい抗こうのある言い方だけど、そうだね〉

「どうしたら元の身体に戻れるの？」

　そうだ。今もっとも重要なことはそれではないか。カロンに再会できたことだけで満足してしまっていたが、ネズミのままでなんていさせられない。

　カロンを、元の人間の身体に戻さないと。

〈それは……魔術陣の書かれた水盆を手に入れて、皇太后に解術の条件を聞くしかない〉

「その水盆を壊すだけじゃだめなのか」

　エヴラールが意外そうな顔で言った。この男なら、いかにもそういった粗そ暴ぼうな方法を取りそうである。

〈まぁ確かに壊すだけでも魔術は解けるよ〉

　カロンはネズミ姿であるにもかかわらず、器用にも馬ば鹿かにしたような表情を浮うかべてエヴラールを見た。

〈でも魔術陣の破は壊かいは契約の無断破は棄きと同じだ。違い約やく金代わりの反動は何が起こるかわからないし、反動の大きさは術の難度に合わせて上がる。少なくとも僕は、この魔術をそんな乱暴な方法で壊すことはしようとは思わないね。周りにいる人間も無事では済まない〉

　だから離れにある魔術陣には触らないようにとカロンたちは口を酸すっぱくしてアンリエットに言っていたのか、と今さらながらに思い至る。

　もっとも、気づかず触ってしまった結果、この胸むな元もとの魔術陣が刻まれてしまったわけなのだけれど。

「でもあの人が、そんなに簡単に解術の方法を教えるとは思えないわ」

「……俺に考えがある」

　言うと、エヴラールはすくと立ち上がった。

　何も警告されなかったカロンがころりと床に転がる。

〈立つなら言えよ！〉

　離れてしまったのでカロンの抗議の声も届かないようだ。エヴラールはアンリエットを見ると、「お前たちは少し休め。準備ができ次し第だい動くぞ」と言った。

「私たちも何かするわ」

「いや、大丈夫だ」

　からかうような笑顔さえ浮かべずにそう答えたエヴラールがかつかつと部屋の出口に向かう。その背に、アンリエットは声をかけた。

「あなたの王様はきっと無事よ」

「……」

　ぴたりと足を止めたエヴラールが、一拍ぱくの間を置いてこちらを振り向く。

「なんだと？」

「ディオン陛下のことよ。カロンもいなくなって、陛下は一人になってしまったけれど、きっとあなたが助けにくるのを待っていらっしゃるわ」

　王城で起きていることに対してどこか焦しよう燥そう感のなかったエヴラールであるが、今はどこか身構えて見える。思えば、王は半月前から臥ふせっているらしいとエヴラールが言っていたではないか。その時期は、カロンがネズミにされた時期と一いつ致ちする。

　今ディオン王は一人なのだ。

　エヴラールがやる気になったようなのは、一人になってしまった王を慮おもんぱかってのことなのだろうと推測できた。

「皇太后を排はい斥せきして、カロンとディオン陛下を助け出すのよ」

「……そうだな」

　アンリエットは瞬きをした。何を思ったか、エヴラールが突然くるりと反転してこちらに戻ってきたからだ。

「!!」

　ぴたりと目の前で立ち止まったかと思うと、おもむろに身をかがめて抱きしめてきたので、アンリエットは毛を逆立てて顔を真っ赤にした。

〈おい！　アンリから離れろ！〉

　ネズミのカロンががぶりとエヴラールの足に嚙みつく。しかし男はそんなもの意にも介かいさず、アンリエットの頰に手を触れ優しく笑った。

「な、なに」

「あんたが無事でよかった」

　アンリエットははっとした。

（そういえば、助けてもらって礼も言っていないじゃない！）

「あの、ありがとう。助けてくれて」

　男から一歩離れて頭を下げる。顔を上げるとエヴラールは少し驚いたように目を丸くしていたが、なぜか一度大きくため息をついて「いやいい。気にするな」と言った。

（なんなのよ）

　どうにもいつもと反応が違う。こちらもやりにくいではないか。

「そういえば、どうして私があの部屋にいるとわかったの？」

　野獣将軍は自分の足を嚙んでいたカロンの首根っこを摑むと、その爪や牙を器用に避けてアンリエットに押しつけた。

「夜明けに目覚めたらあんたがいなかった。一人でどこかに言ったような足あし跡あともなかったから、皇太后が魔術で何かしたんだろうと思ったんだ」

　アンリエットは眉を上げた。

「つまり、カロンの言う通りあなたは皇太后が魔術を使えることを知っていたのね」

　鋭く問い詰めると、エヴラールは調子を取り戻したようににやりと笑う。

「可能性の一つとしては考えていたさ。魔術でも使えないと、説明のできないことがいくつかあったからな」

〈ほらねアンリエット。この男は生まれついての噓つきなんだ〉

　口こう撃げきを飛ばすカロンを撫でて宥なだめる。どうやらこの二人は本当に仲が悪いようだ。少なくともカロンは、エヴラールを嫌っている。

「森を出て、街かい道どうを通っていた旅人から馬を奪って王城に乗り込んだ。そうしたら、飴色の猫が城内を走り回ってるって騒さわぎになってるじゃないか。目もく撃げき証言を辿っていって、あとはあんたも知ってる通り、皇太后の部屋のベランダにあんたを見つけた」

「異常なくらい白い部屋だったわ」

　汚れを嫌うドロテア。先ほどのエヴラールの話を聞いてやっと、あの部屋の内装の意図が理解できた。あの人は白いものに囲まれていたいのだ。白く純粋で美しいものに。

「あんたがいたのは位置的におそらく、鍵かぎのかかった奥の部屋だろうな。幸運だぞ。王や侍じ女じよでさえ、あの奥の部屋には踏み入れられないって話だ」

「嬉しくないわ」

　アンリエットが言うと、エヴラールはははと笑った。

「じゃあ大人しく休んでろよ」

　そして今度こそ踵を返して部屋の外に向かう。エヴラールが扉を開けると、そこにはエリクが立っていた。

「あ、お話終わりました？」

　どうやら少年は、扉の外で中の話が終わるのを待っていたらしい。

「エリク。一通り終わったら話がある」

　エヴラールが言うと、主人の表情を見たエリクが少し口元を引ひき締しめてから「はい、かしこまりました」と答えた。

　アンリエットはその時のエリクの表情が少し気になったが、次にアンリエットを見た時の少年はすでに屈くつ託たくのない笑顔に戻っていたので、何も聞くことができなかったのだった。

「お部屋に着替えと湯をご用意いたしました。お食事は、お部屋に運びましょうか？」

「ありがとう、エリク」

　少々疲労を覚えていたアンリエットは、食事はスープだけにしてもらって、初めてこの屋敷に来た日に泊とめてもらった部屋へ向かった。

　二階の東の部屋だ。

　こちらに背を向けるカロンの前で身体を拭ふき、用意してもらった服を着る。ちょうどそれらが終わった頃にエリクが玉ねぎのスープを持ってきてくれたので、カロンと二人（一人と一匹？）でそれを飲んで空腹を和らげた。考えてみれば、昨日、ブノワ公爵夫人の屋敷に行く前に食事をしたきりだったのだ。

　その後アンリエットは寝台にうつ伏ぶせになると、大きな息を一つついた。

「ああ、なんだか疲れたわ」

　外は明るい。まだ太陽も中天を通り過ぎたところだろう。

　三日前の夜から、あまりに多くのことがあった。王城の陰いん謀ぼう。皇太后の正体。エヴラール＝アゼマという男。

　金の首飾りは、石を戻して再びアンリエットの胸元を飾ることになった。

「……カロン」

　自分と同じように寝台にうつ伏せになったカロンを見る。小さな彼はその髭をぴくぴくと動かして、〈何？　アンリ〉と答えた。

「どうしてもっと早く言ってくれなかったの？　ルゥがあなたなんだって」

　ネズミのルゥは、アンリエットが王都にやってきたその日から彼女の側にいたのに。

〈僕の魂がネズミの中に入ってしまっていたせいか、波長みたいなのが合わなかったんだ。だから僕の声がなかなか君に届かなかったんだよ〉

「違うわ」

　もっともらしく彼は答えたが、それがごまかしだとアンリエットにはすぐにわかった。

「そうしようと思えば、もっと早くこんなふうに話せたはずよ」

　先ほどカロンは、魔術陣の刻まれた石に触れただけで意思疎通を可能にしたではないか。アンリエットが寝る時だって側にいたのだから、やりようはいくらだってあったはず。

　つまりカロンは、わざとネズミのままでアンリエットの側にいたのだ。

　カロンはその細い尻尾を揺らすと、むくりと身体を起こしてアンリエットの方に向き直ると二本足になった。

〈あんまり、懐なつかしかったから〉

　不思議と、ネズミのカロンと人間のカロンが重なって見えた。

　銀色の髪の幼馴染。

　眼鏡の下の笑顔が可愛い大切な弟。

〈あそこは、君と初めて会った場所だろう？　懐かしかったんだ〉

　彼が自分と同じことを思っていたのだと思うと嬉しくなった。

　まだ三つだったカロン。

　なかなか心を開かなかった彼の心を開くために、アンリエットはなんだってやった。

〈君は僕に絵本を読んでくれて、僕が泣けば一緒に寝てくれた。師し匠しようもいたけれど……何も恐おそれず眠れたのは、君の腕の中が初めてだった〉

　言いながらこちらに歩み寄ってきたカロンは、顔の前に投げ出されたアンリエットの手ての甲こうに頰ずりをした。

「ねぇカロン」

　アンリエットが名を呼ぶと、どんぐりのような眼めがまっすぐこちらに向けられる。

「……二年前、王城に何を盗みに入ったの？」

　カロンは一度瞬きをして、〈聞きたい？〉と言った。人の姿であればきっと、自じ嘲ちよう気味に笑っていただろう。

〈……魔術書だよ〉

　やっぱり、とアンリエットは息を吐いた。

　カロンが王城に侵しん入にゆうしたのはアンリエットと別れた後だと言っていた。つまり、魔術師になると宣言した後だ。その目的はアンリエットの胸に刻まれた、薔ば薇らの魔術の解術に違いなかった。

〈君の魔術を解く手がかりになるはずの本だ〉

「カロン」

〈アンリ〉

　カロンは二年前と同じ、揺るがぬ声こわ音ねでアンリエットの名を呼んだ。

〈君はやめてくれと言ったけれど。僕は何をしても君の魔術を解いてみせるよ〉

　今度は頭の中に直接響いてきた分、決意の強さが染みるように伝わってくる。

〈君を失うことに僕はきっと耐たえられないから〉

　アンリエットはカロンの灰色の毛並みを撫でた。

　ああなんだか、とても眠い。疲れているのだ。それでも彼女は言わなければならないことを言った。

「どうしてそんなこと言うの？　猫になるからって、私はどこかに行ったりしないわ。今さらあなたを嫌いになるわけがないじゃない」

　魔術が解けないからって、カロンはアンリエットを失ったりしない。

　自分はそんなことで失望したりしない。そう伝えようとすると、カロンは静かに笑った。

〈……そうだね、アンリエット〉

　そんなことを不安に思っていたの？　馬鹿なカロン。

〈ねぇ、一つだけ約束してくれる？〉

　それはまるで、子供の頃に戻ったかのような懇こん願がんだった。

「できることならね。なあに？」

〈もし、何かの手違いで水盆が割れるなんてことがあったら──君は絶対に、遠くに逃げてね。あの引きこもりならともかく、君は魔術陣が破壊された反動に耐えられない。絶対だよ〉

「……わかったわ。でもどうしてエヴラールが引きこもりなの？」

　最初から、カロンはエヴラールのことをそう呼んでいた。『腹黒引きこもり男』と。戦場で戦って帰ってきた軍人に、引きこもりとはあまりに不適当なあだ名ではないだろうか。

　しかしカロンは拗すねるように少しだけ目を細めた。

〈あの男の話なんてしたくないな〉

　そうして今度はその濡れた鼻先でアンリエットの額に触れる。

〈愛してるよ。アンリ〉

「……私も愛してるわ、カロン」

　──君の愛していると僕の愛しているはきっと違う意味だけれど──と小さなカロンの声が聞こえた気がしたが、引き寄せる睡すい魔まに勝てずにアンリエットは眠ってしまった。

　いったいどれくらいの時間眠っていただろうか。

　目覚めると空は茜あかね色いろに染まっていて、寝すぎたと思ったアンリエットはがばりと起き上がった。しかし隣にカロンはおらず、アンリエットは彼の名前を呼びながら屋敷中を探し回るはめになった。

「カロン！」

　この時ほど、彼女が自らのうかつさを呪のろったことはない。

　少し考えればわかったことではないか。

　皇太后は水鏡の魔術陣を持っている。

　あの女の手にかかれば、小さな器に宿ったカロンを、魔術で引き寄せるなんて造作もないことだったのだ。




　────皇太后ドロテアがカロンを攫った。




　それがたとえ皇太后の用意した罠わなでしかなかったとしても、助けに行かないという選せん択たく肢しはアンリエットにはないのだった。
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　思えばこれまでの彼かれの人生というものは、作り物の人生であった。

　用意された道をゆき、後ろを振ふり返かえることもしなかった。

　気力がなかったのだ。何もかもどうでもよかった。

　けれどある時、真実を知って────小さな火が灯ともった。

　吹ふけば消えてしまうような小さな炎ほのおであったが、その炎が灯あかりとなって、目の前に延のびた道以外の世界も見えるようになった。

　世界の、なんと広大だったことか。

『だから俺おれは、自ら志願してソニボスの戦地に行ったんだ』

　皇太后の正体を暴あばくためだったと彼かの女じよに告げたあれは、噓うそだ。

　本当はただ背を向けただけだった。

　目の前に延びた道を捨て、新たに照らされた世界に逃にげた。

　面めん倒どうごとを避さけたのだ。

　結局、元来の彼はそういう人間だった。

　怠たい惰だで、無気力。向上心も、野心もない。

　世界に逃げて──彼は絶望した。

　戦場に救いはなく、弱く運のない者たちばかりが奪うばわれる。そこでも相変わらず人は矮わい小しようで、くだらなく、愚おろかだった。

　だから戻もどってきたのだ。他に行く場所もなかったから、またこの国に。

　どうするかはまだ決めていなかった。

　ソニボスで偶ぐう然ぜん手に入れた手がかりから、過去の真実を突つき止とめてみようと気まぐれに動いていたところで、彼女に出会った。

　アンリエット＝オードラン。

　光ひかり輝かがやくような娘むすめ。

　人の生命が虫けらのようにぞんざいに扱あつかわれる世界の中で生きてきた彼に、人の生命はおもちゃではないのだと叫さけんだ女。

　衝しよう撃げき的であった。

　その目に映る世界を見てみたかった。

　だからまだ彼女を殺させるわけにはいかないと、そう思ったのだ。
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　屋や敷しき中を捜さがし回り、カロンは皇太后に攫さらわれたのだという結論に至ったアンリエットは、日が落ちて外から戻ってきたエヴラールが外がい套とうを脱ぬぐ間も与あたえずに告げた。

「カロンがいなくなったの」

　皇太后の仕業だと考えすぐにも王城へ乗のり込こみたかったアンリエットであったが、所用で出かけているエヴラールが戻るまでお待ちくださいと、エリクに引き止められていたのだ。王城に伝つ手てもなく乗り込んでも門もん前ぜん払ばらいになる可能性が高いと判断したので、なんとか怒いかりと焦しよう燥そうを鎮しずめて屋敷の玄げん関かんホールでずっとエヴラールを待ちかまえていられた。

「助けに行きたいの。私を皇太后に会わせてくれる？」

「……ずいぶん遅おそかったな」

　エヴラールの言った言葉を理解するのには、二、三秒の時間が必要だった。

「この状じよう況きようを、想定していたの？」

　まさか、と思いながら問とい詰つめる。しかしエヴラールは悪びれることなく肩かたをすくめた。

「あの女の立場に立って考えてみれば推測するのは簡単だ。猫ねこを逃のがしたんだから、ネズミだけでも手元の駒こまにしておこうとするだろうさ」

「それならどうして……！」

　カッとなって猫になりそうになるのを呼吸でもって抑おさえ込こむ。

（今猫になるわけにはいかないわ）

　動きが制限されてしまう。

「カロンもわかっていたはずだがな。それでも何も対たい抗こう策を講じなかったのは、自分の手で自らの身体からだを取り戻そうと思ったからだろう。あんたを巻まき込こまずに」

　確かにそれは、カロンが考えそうなことである。

「だからあの子は馬ば鹿かだっていうのよ」

　エヴラールはにっこりと笑った。

「そうだな。あんたが大人しく待っているような性格ではないことは、俺にだってわかる。だから迎むかえにきたんだ」

「アンリエット様」

　振り向けばいつの間にか外出する準備を整えたエリクが立っていて、アンリエットに外套を差し出した。

「どうぞ。馬も準備してございます」

　アンリエットは外套を受け取りながら怪け訝げんに思ってエヴラールを見た。

「……あなた、何を企たくらんでいるの？」

　水鏡の魔ま術じゆつを解くための考えがあると言っていたが、なんのために今まで屋敷を出ていたのだろう。

　すると男はその青緑の瞳ひとみを意味ありげに細め、指の腹でアンリエットの頰ほおを風のように撫なでた。

「せっかく見つけた面おも白しろいものを壊こわされたら困るからな」

　男の双そう眸ぼうに不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを感じ取り、アンリエットは一歩後ろに下がる。

「なんですって？」

「いや、こちらの話だよ」

　気づけばエリクは姿を消していた。使用人とその主人とでは、使う出入り口が違ちがうのだ。

「さて行こうか」

　エヴラールがアンリエットに手を差さし伸のべる。

　その手を一度じとりと睨にらんだアンリエットであるが、やがてしぶしぶ男の手を取った。

「念のため確かく認にんするけれど、カロンを取り戻しに行くのよね？」

「皇太后を破は滅めつさせに行くんだ。そのついでに、魔術師を助けてやってもいい」

　アンリエットは眉まゆを上げた。

　まったく、取とり繕つくろうということを知らない男である。

　けれど一いつ緒しよにカロンを助けよう、と言われるよりよほど信しん頼らいの置ける回答であることは確かだ。

　彼女は笑った。

「いいわ。行きましょうエヴラール」




　月の支配下にある夜であるにもかかわらず、馬車の通れない山道を三人が危なげなく下りられたのは馬が道に慣れていたからだろう。

　城門にたどり着いたアンリエットは、エヴラールの顔を見た兵士が用件も問わずに門を通したので男が王城において確かな地位を持っていることは噓ではないようだと思った。

　二年間も隣りん国ごくにとどまり戦場で功績を挙げ、ソニボスの爵しやく位いまで賜たまわったというのだから王城では名が知られているのかもしれない。

　馬を預け徒歩で王城内に入った三人は、前方から忙いそがしく現れた壮そう年ねんの男に行く道を遮さえぎられた。アンリエットは、エヴラールの従者に見えるよう髪かみを外套のフードの中に隠かくして下を向く。

「アゼマ中将！」

　五十代後半と思われるその男は、白しら髪が交じりの髪に深緑色の上等な服に身を包み、目を吊つり上あげエヴラールを呼び止めた。

「おやこれは、ライクヘルド閣下」

　にこやかにエヴラールが呼んだ名を聞いて、アンリエットはひそかに目を剝むく。

（ベイン＝ライクヘルド公こう爵しやく閣下!?）

　議会の一席を担になう王城の重じゆう鎮ちんだ。アンリエットも、名前だけは知っている。

　ライクヘルド公爵家は、代々議会に名を連ねる名門中の名門である。家系図を遡さかのぼれば王族ともつながっており、ベイン＝ライクヘルド公爵自身も議会に入る前は何位かの王位継けい承しよう権を持っていたはずだ。

「何を吞のん気きな。議会を全員召しよう集しゆうするとは。貴様にどんな権限があるというのだ」

　ライクヘルド公爵は怒りも露あらわにエヴラールに詰つめ寄よった。しかし当のエヴラールは、そんな男の怒りを受け流すように微ほほ笑えむ。

「もう皆みな様さまお集まりですか？」

「成り上がりの中将風ふ情ぜいが……！　何を企んでいる」

　男の盛さかりも過ぎたはずの公爵の迫はく力りよくはさすが重鎮と思わせるだけのものがあったが、飄ひよう々ひようとした野や獣じゆう将軍にはそれも通用しないようである。エヴラールは目を細めた。

「その成り上がりの中将風情の召しよう喚かんに貴き殿でんが応じたのは、私が送った召喚状に陛下の署名があったからでしょう？　──あまり、先走らない方がいいですよ」

（陛下の署名？）

　アンリエットは疑問に思った。

（エヴラールが、議会を召集したの？　それも陛下の署名入りで？　どういうこと？）

　エヴラール＝アゼマの名前で議会が召集されたというのなら、ライクヘルド公爵の怒りも理解できた。中将という地位の人間が、公爵を始め議会に名を連ねる者たちを召喚するなど前ぜん代だい未み聞もんだろう。侮ぶ辱じよくと言ってもいい。

　彼女は今すぐ男に疑問の答えを求めたかったが、エヴラールの従者のふりをして王城入りしている手前黙だまったままでいる。

　公爵はその瞳を怒りで燃え上がらせ、エヴラールの胸むなぐらを摑つかみかねない勢いで言った。

「調子に乗るなよ小こ僧ぞう。ソニボスに送られるまで無名だったお前が中将にまで昇しよう進しんしたのは、ソニボスで与えられた爵位に見合うだけの地位が必要だったからだ。武功を挙げたとはいえ所しよ詮せん我わが国くにには関係のない戦地でのこと。あまり今の名声にあぐらをかいているようだと足をすくわれるぞ」

「ご忠告痛み入ります。先にどうぞ、会議室へいらしてください。私にはまだ準備がありますから」

　ライクヘルド公爵は最後まで燃えるような視線でエヴラールを睨にらんでいたが、やがてふいと顔を背そむけて靴くつ音おとも高らかにその場を去っていった。当然ながら、従者のふりをしていたアンリエットには一いち瞥べつもくれなかった。

「何？　議会を召集ってどういうこと？　陛下の署名なんてどうやって……」

　周囲に人がいなくなったことを確認して疑問をぶつけようとしたアンリエットだったが、エヴラールはそれを遮り、「アンリエット」と声を潜ひそめて名を呼んだ。

「皇太后は俺が引きつけておくから、あんたは水すい盆ぼんを持ち出してきてほしい」

　アンリエットは瞬まばたきをした。

「私が？　一人で？」

　言ってから自分に呆あきれる。

（一人で王城に乗り込もうとさえしていたのに）

　エヴラールが助けてくれると疑っていなかった。王城内では、彼が常に側そばにいるのだろうと思い込んでいたのだ。そしてそうではないのだと知って不安を覚えた。

（なんて浅はかなの）

　でも。

　もし一人で皇太后に対たい峙じすることになってしまったら──。

　アンリエットは、自らの内側で燻くすぶる不安の理由がわからなかった。

（皇太后なんて怖こわくはないわ）

　怖いのは。

　この内側にあるものだ。

　しかし彼は、アンリエットのそんな葛かつ藤とうには気づかぬ様子で言った。

「エリクをつける」

「ご安心ください。僕ぼくには多少戦せん闘とうの心得もございます」

　エリクがアンリエットを安心させるように笑ってこくりと頷うなずく。エヴラールは続けた。

「大だい丈じよう夫ぶ。あんたならできるよ。俺があんたを見つけた皇太后の部屋──。あの部屋には誰だれも立ち入ることを許されていない。おそらく、水盆を隠すならあの部屋だ。エリクには城内の地図を頭に入れさせている。迷うことはないだろう」

　エヴラールがアンリエットの肩を摑む。

「あんたの魔術師を助けるんだろう？」

（そうだわ）

　最初から、そういう約束だった。

　エヴラールは王を解放し、アンリエットはカロンを助ける。

「わかった」

　アンリエットは迷いを捨てて頷いた。

「では行け」

　背を押おされ、エリクの先導でエヴラールとは反対の道へ行く。ちらりと視線だけで振り向いてみると、男はもうこちらを見ていなかった。

　生まれた時から知っている場所のように堂々と、王城の廊ろう下かを歩いてゆく背中。男にはひどく、この城が似合っているように見えた。

　一度の瞬きですぐに前に向き直ったアンリエットは、「こちらです」とエリクの言う通り複雑な王城の内側へ入り込んでいく。いくつかの階段を上り、いくつかの角を曲がったところでアンリエットは呟つぶやくように言った。

「案外人が少ないのね」

　万が一見つかっても怪あやしまれないように堂々と歩きましょう、とエリクに言われたので外套を脱いで二人で堂々と廊下の真ん中を歩いているが、ここまで役人とすれ違うことさえしていない。

「エヴラール様が、人が滅めつ多たに通らない抜ぬけ道みちを教えてくださったのです」

　エリクの言葉に、先ほど抱いだいた疑念が再燃した。

「ライクヘルド公爵がおっしゃっていたけれど、エヴラールは以前は無名の兵士だったのね。それが、どうして陛下の信頼を得ていたのかしら。エリクは知っている？」

　それに、一兵士が王城の抜け道など知っているものだろうか。

（陛下の乳兄弟だったとか？　それならありえないことではないわね）

「アンリエット様。あの方は……」

　エリクが何か言いかけた時だった。

　目の前の角の向こうから人の声がしたので、二人はぴたりと口をつぐむ。

（誰か来る）

　きょろきょろと周りを見回すが、大理石の柱が並ぶ広い廊下には花か瓶びんや彫ちよう像ぞうが置かれているだけで隠れるところなどなさそうだ。

　二人は目を合わせてこくりと頷き合った。前を見て、堂々と歩き出す。

　角を折れて現れたのは二人の騎き士しであった。

　彼らはそこに人がいると思わなかった様子で、笑い声を上げて小こ突づき合っていた顔をアンリエットらを見て強こわ張ばらせた。（やばい）と騎士の一人が小さな声で呟いたのが聞こえる。それで、どうやら彼らも抜け道としてこの廊下を通ってきたのだろうと想像できた。職務を全うすべき王城内で、あんなふうに気を抜いているところを見られたら上官に叱しかられるのかもしれない。

　アンリエットは前を見み据すえたまま、エリクはぺこりと小さく頭を下げて二人の騎士の横を通り過ぎた。一見して、二人は王城を訪おとずれた貴族令れい嬢じようとその従者に見えるはずだ。実際のところだってそう変わらない。ただ目的に問題があるだけだ。

　無事騎士らをやり過ごせたことでアンリエットは内心安あん堵どの息を吐はいたが、角を曲がる直前に「お待ちください」と呼び止められてびくりと震ふるえた。

「失礼ですが、そちらになんの御ご用ようでしょうか」

　ぴたりと足を止める。心臓がばくばくと鼓こ動どうした。

（いやだ。大丈夫よ落ち着いて）

　下手をしたら猫になってしまいそうだった。アンリエットは息を吸って吐くと、笑え顔がおを作って振り向いた。

「なんの御用、とは？　どういった意味でしょうか？」

　二人の騎士がどきりと顔を赤らめる。

　美しい容よう貌ぼうの利用方法というのは広くあるものだ。特に相手が異性となれば、警けい戒かいを解くのはたやすい。だが男たちは美女にほだされて職務を放り投げたりはしなかった。

「そちらの奥おくには……王族の居室がございます。許しのない方はお入りいただけません」

「あら、それならご安心なさって。お許しならいただいております」

「どなたのでしょうか？」

　アンリエットはゆっくりと男たちに歩み寄ると、意識して艶あでやかに微笑んだ。

「もちろん、皇太后殿でん下かですわ。内密に……お呼びを賜りましたの。誰にも見つからぬよう忍しのんできなさいと……意味がおわかりですか？」

　男たちはこれ以上ないくらい顔を赤くして言葉を失った。

（不本意だけれど、一番説得力のある設定だわ）

　高貴な人間が同性愛に走るのは珍めずらしいことではない。特に王おう妃ひや皇太后という立場の人間ともなると、子を宿す心配のない同性の浮うわ気き相手というのは安全に快楽を追求できる存在なのだ。

「あ、こ、これは失礼いたしました」

　騎士たちが慌あわてて頭を下げる。

「よろしいのよ。職務に忠実な騎士こそ、我が国を守る宝だもの」

　アンリエットは心に思ってもいないことを言って踵きびすを返かえした。角のところで黙って待っていたエリクと視線を交かわす。エリクの顔は、感かん嘆たんしているようにも驚おどろいているようにも見えた。

（なんて美しい女性なんだ）

（しかし、皇太后殿下にそういう愛人がいらっしゃったとはな）

　背後で騎士たちの交わす声がかろうじて耳に届いてくる。

（前王陛下が亡なくなってからもう二年だ。それくらいの自由は許されるだろう）

（……おい確か、今皇太后殿下は議会に出席されているんじゃなかったか？）

　顔は動かさずに背後を一瞥すると、騎士の一人が腰こしに下げた剣けんの柄つかに手を置いていた。

（ばれた！）

　アンリエットが焦燥感を覚えるのと、エリクが駆かけ出だすのは同時であった。

　疾しつ風ぷうのようにアンリエットの横を通り過ぎ、騎士の一人に抵てい抗こうする間もなく飛び蹴げりを加える。エリクの飛び蹴りを正確に顔面で受けた騎士は鼻血を出して昏こん倒とうし、「こいつ！」ともう一人の騎士が剣を抜いた。

　アンリエットは悲鳴を飲み込む。騎士が振り下ろした剣にエリクは持っていた短剣でもって応戦したが、力負けして弾はじき飛とばされてしまう。少年は床ゆかに転がったがすぐに跳はね起おき、片かた膝ひざをついたまま短剣を横に持って構えた。

「何者だ！」

　騎士が誰すい何かする。

「正義の味方です」

　エリクは意外な豪ごう胆たんさを見せて挑ちよう発はつした。

（明らかに、エヴラールの悪い影えい響きようだわ！）

　アンリエットはそう思いながらも周囲に武器になるものがないか探す。

（あの花瓶がいい）

　そう思って一番近くの花台に置かれた花瓶に駆け寄ろうとしたアンリエットは、騎士が「動くな！」と声を上げたのでぴたりと止まった。見れば、いつの間にかエリクが床に組くみ伏ふせられている。少年の持っていた短剣は床に転がり、腕うでを捻ひねり上げられたエリクは苦く悶もんの表情を見せていた。

「この子供を殺されたくなければ、目的を言え！」

　アンリエットは胸の内側にうずまく恐きよう怖ふと焦燥を押し込め、すっと目を細めた。

「──その子を離はなしなさい」

「その、女は関係ない……！　僕に命じられているだけだ……！」

　エリクが呻うめくように見みえ透すいた噓をつく。

「その子を離しなさい！」

　アンリエットは叫ぶように言うと、男に向かって駆け出した。騎士が顔を歪ゆがめ、剣の柄の方をこちらに向けて構える。あれで殴なぐるつもりなのだ。女子供の血で剣は穢けがせないという騎士道だろうか。

　しかしすでに変化は起きていた。ああ熱い。目には見えぬ炎が四し肢しを焼く。

　騎士の剣が空を切ったのは、男の視界から突とつ然ぜんアンリエットが消えたせいだ。

　猫になった彼女はそのまま騎士の顔面に飛びついて視界を奪った。

「うわあ！」

　騎士が間抜けな声を上げてエリクの自由を奪っていた左手を離す。がばりと起き上がったエリクは、膝立ちのまま猫を剝がそうと格かく闘とうする騎士の背後に素す早ばやく回ると、再び手にした短剣の柄で騎士の首を狙ねらった。

　がっ！　という痛そうな音の後、騎士がどさりと床に倒たおれて昏倒する。

　しゅたりと床に降り立ったアンリエットは、エリクを見上げて「にゃあ」と鳴いた。

（大丈夫？）と聞いたつもりだったのだが、エリクは愕がく然ぜんとした表情をしていた。

「ア、アンリエット様が猫に……？　そんなまさか。いやでも、今確かに……」

「にゃー！」

（今は混乱してる場合じゃないでしょう！　しっかりしなさい！）

　何も知らないエリクの前で猫になったのは予定外であったが、仕方がない。あの騎士の不意をつくにはこれしかなかったのだ。まじまじと猫アンリエットを見ていたエリクは、「あっ！」と声を上げてから手を口に当てた。

「もしや、アンリエット様の正体は猫？　ああそういえば、エヴラール様がそんなことをおっしゃっていたような気も……！　ううう。旦だん那な様よかったですね。人間の女性になれる猫なんて、理想の女性が見つかったんだ……！」

「にゃー！」

（そんなわけないでしょ！）

「いたっ！」

　アンリエットの両前足による猫パンチがエリクの顔面に炸さく裂れつする。しゅたりと床に降り立ったアンリエットは、今度はエリクのズボンの裾すそに嚙かみつき（早く行くわよ！）と引っ張った。

　そんな猫の様子を見ていたエリクが、「わ、わかりましたよ。少し待ってください」と言って床に落ちていたアンリエットの服と靴を拾ってくれる。

「そうですね。今は目的の達成を急ぎましょう。皇太后の部屋はすぐそこのはずです」

「にゃ！」

（言っておくけど、私は猫じゃなくて人間だからね！）

　と釘くぎを刺さすことは忘れずに、一人と一匹ぴきは駆け出したのだった。
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　会議室の扉とびらを開いた時、エヴラールはその場にいる面々を確認した。

　ベイン＝ライクヘルド公爵、ティール＝ロビン公爵、フェラン＝ラパポート伯はく爵しやく、ヘルマ＝キャリガー公爵、シーゲル＝ストン伯爵。

（やはり全員ではないか）

　それでも議会の半数以上が召喚に応じたことに、エヴラールは満足して頷いた。

「やぁ、皆様。ご足労いただいて感謝いたします」

　針のむしろのような視線を受けながら室内に入ると、彼は快活に言った。

「これはどういうことだ、アゼマ中将」

　議会の中で一番年少のラパポート伯爵が気色ばんでがたりと椅い子すから立ち上がる。

「いったいどんな権限があって我々を……」

「ああ、すみませんね。もうそのくだりは先ほど終わったんですよ。どちらにせよ、あなた方は召集に応じたのでしょう？　ディオン陛下のお名前には逆らえずにね。王の名前が持つ力というのは、本当に巨きよ大だいだ。たとえそれがお飾かざりの王であったとしても」

「不敬だぞ！」

　別の公爵が声を荒あららげる。

　場は一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気に飲み込まれそうになったが、扉が開いて現れた新たな人物によってそれは未然に防がれることとなった。

「どうかされましたか？　外にまで声が聞こえましたよ」

　ふわふわの白銀の髪に白いドレスを身につけた女は穏おだやかな表情を浮うかべて室内に入ると、エヴラールを見つけてにっこりと微笑んだ。

「あら、まぁ」

　鈴すずの音のようなその声。

　その声に、人生のすべてを支配されていた時期が確かにあった。

　今となってはどうでもいいことではあるが、この女が彼の見つけたおもちゃに手を出すというなら看過はできなかったのだ。

「やっと帰ってきたのね、ディオン」

　皇太后ドロテア＝ディックハウトがエヴラールを見てそう言う。

　その場にいた議会を構成する男たちは、それぞれに様々な反応を見せた。怪訝そうにエヴラールを見る者、皇太后を凝ぎよう視しする者、きょろきょろと周囲を見回す者、無表情のまま目だけをわずかに見開いた者──しかしその誰一人として、皇太后の言った言葉の意味を正しく飲み込んだ者はいなかった。

「お、おおお恐おそれながら、皇太后殿下。この者は、ディオン陛下ではございません」

　落ち着きがないことに定評がある、肥満気味のロビン公爵がそう言った時、エヴラールは思わずくっと喉のどを鳴らして笑ってしまった。

　一度引き起こされた笑いの発ほつ作さはなかなか収まらずに、身体を折り曲げくっくと肩を揺らす。ああ駄だ目めだ。涙なみだまで出てきた。なんて滑こつ稽けいなのだろう。まるで喜劇ではないか。

「何がおかしい！」

　ラパポート伯爵が怒ど鳴なった。

　エヴラールはなんとか笑いを収めると、涙の浮かんだ目め尻じりを指先で拭ぬぐって顔を上げた。

「いやあ、本当に、あんたたちは俺の顔を見ていなかったんだな。まぁ、ずっと下を向いていた俺も悪かったが……。こうすれば、納なつ得とくしてもらえるかな？」

　そう言って、左手で前まえ髪がみを後ろに撫でつける。

　かつてはいつも丁てい寧ねいに整えていたが、本来の彼はひどい癖くせっ毛であった。だから何も手を加えなければこんなふうにぼさぼさになってしまう。

　野獣将軍というのはなんとも皮肉な愛あい称しようではないか。

　皇太后の傀かい儡らいだと言われ続けてきた自分には。

　まるで動と静だ。光と闇やみ。

　けれど彼の本質は、圧あつ倒とう的てきに後者であった──残念ながら。

　議会の面々が驚きよう愕がくに目を見開く。

「そんな……まさか！」

「……ディオン、陛下……？」

　ディオン＝エヴラール＝ディックハウトはにっこりと笑った。

「俺が、自分自身をお飾りだと言っても不敬にはあたるまい？」
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　皇太后の部屋は、白しら百ゆ合りが描えがかれた二枚扉の向こうであった。

　室内に踏ふみ入いれた猫姿のアンリエットは、その異様さに身を硬くする。

　窓の外から注がれる月と庭灯りによって浮かび上がったその空間は、壁かべ、床、天てん井じよう、調度品に至るまですべてが白で統一されていた。強迫的で、病的な意志を感じる。

（間違いなく、皇太后の部屋だわ）

　昨日迷い込んだ部屋と同じだ。

　あの白い部屋。

　正面の壁には出窓があって、向かって右手に扉が二つあった。

　窓に近い方に駆け寄り両前足をかけて見上げると、取っ手の下に鍵かぎ穴あながあるのが見えた。

『位置的におそらく、鍵のかかった奥の部屋だろうな。あんたは幸運だ。侍じ女じよでさえ、あの奥の部屋には踏み入れられないって話だぞ』

「にゃにゃあ」

（エリク、きっとこの奥だわ）

　実は彼女には、水鏡の魔術陣に心当たりがあった。

　昨日入り込んだ部屋に置かれていた青い水盆である。白で統一された室内で、あの水盆だけが浮いていた。

「にゃあ」

（エリク）

　鍵を探さなくてはと振り向いたアンリエットは、エリクが戸口の近くで呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしているのを見て怪訝に思った。

「にゃあ？」

（どうしたの？）

　少年に歩み寄り、その足元から顔を覗のぞき込こむ。

「にゃにゃ。にゃあ？」

（顔色が悪いわ。どこかに座すわる？）

　そう聞くと、彼ははっとした様子で首を振り、強がりとわかる笑顔を見せてアンリエットを抱だき上あげた。

「すみません、大丈夫です。少し、嫌いやなことを思い出してしまって……」

「にゃあ」

（無理をしないで）

「ええっと、あちらの部屋ですか？」

　自分を抱きながら鍵のかかった扉の前まで行き、エリクは取っ手を摑んで「鍵が必要ですね……」と言った。

「にゃあ」

（鍵を探す必要はないわ）

　エリクの腕から逃れてしゅたりと床に降り立ったのは、考えがあったからだ。部屋を横切り、室内に三つある出窓のうち一番近くの出窓に飛びつく。

「にゃにゃあ」

（エリク、窓を開けてくれる？）

　そう言いながら、かしかしと窓を叩たたいた。

　この隣となりには、アンリエットが飛び降りたベランダがあるはずだ。人間の姿ではままならなかったが、猫の姿なら窓からベランダに飛びつくことはできるはず。

「窓を開けるんですか？」

　エリクは持っていた服などを室内にあった椅子の上に置くと窓を開けてくれた。

　外の涼すずやかな風が流れ込んでくる。空にはぽっかりとまだ欠けている月が浮かんでいて、庭に灯された灯りがゆらゆらと揺れているのが見えた。

　出窓から身を乗り出し、その右手にベランダがあることを確認して、エリクはアンリエットの意図を理解したようだ。

「まさか、飛び移るおつもりですか？　いくらなんでも無茶ですよ」

「にゃあ」

（できるわよ）

　猫の身体能力を舐なめてもらっては困る。

「にゃにゃにゃにゃ」

（私の身体を摑んで、あちらに投げてくれる？）

　作戦を伝えようと身み振ぶり手て振ぶりをすると、少年は渋じゆう面めんで息を吐く。

「僕に、あなたを投げてほしいとおっしゃっているんですね……。もし失敗したら、僕はエヴラール様に殺されてしまいますよ」

　そんなはずはない。数日前に会ったばかりの女に怪け我がをさせたからって、こんなに優ゆう秀しゆうな少年を殺すわけがないではないか。

「にゃにゃあ」

（大丈夫だから、お願いよ）

　アンリエットがその青あお褐かつ色しよくの瞳でじぃとエリクを見つめると、少年は一度ぐるりと室内を見み渡わたしてから観念したように首を振った。

「長い棒のようなものもないようですし……わかりました」

　そうして、アンリエットとエリクの〈猫を投げて鍵のかかった部屋に侵しん入にゆうしよう！〉大作戦が決行されることとなった。

　エリクはまず室内にあった金属製の鳥の置物を手に自らも出窓によじ登ると、窓まど枠わくを摑み外に身を乗り出した。

「にゃあ」

（気をつけてね）

　これでエリクが落ちてしまったら問題だ。

「試ためしにこれを投げてみますね」

　そう言って「えい！」とエリクが投げた鳥の置物は、隣のベランダにかすりもせずにどさりと庭に落ちてしまった。

「……」

「……」

　二人は無言で窓の下を見下ろす。落ちた鳥は庭が薄うす暗ぐらいせいでよく見えなかったが、その命の宿らない眼めはきっと悲しげに空を見つめていることだろう。エリクは頭を抱かかえた。

「いや、無理です！」

「にゃにゃ！」

（大丈夫よ！　エリクならできる！）

　アンリエットはしたしたと肉球で叩いて少年を励はげました。

「にゃにゃにゃあ。にゃにゃあ」

（最悪落ちても私猫だし、あの鳥よりうまく着地するわよ！　だからお願いがんばって！）

「ううう」

「にゃにゃあ。にゃ！」

（鍵を探して見つかる可能性は低いのよ。あの扉は壊せそうにないし。ね、お願いよ）

　あちらの部屋にさえ行ってしまえば、魔術陣を見つけて布か何かで包み、咥くわえたままベランダから脱だつ出しゆつすることだってできるだろう。

　最高の策ではないが、最善の策ではあるはずだ。アンリエットとエリクは騎士を倒してきてしまった。昏倒している二人が誰かに見つかるか、あの騎士たちが目を覚ませばすぐに侵入者の捜そう索さくは始まるはずだ。時間はないのだ。

「……いえ、ちょっと待ってください。もしかしたら鍵は見つけられるかも……」

「にゃにゃあ!!」

（いいから早くして！）

　アンリエットが怒鳴りつけると、エリクは半ば自じ暴ぼう自じ棄きになった様子で「ああもう、わかりましたよ」と言ってアンリエットの首根っこを摑んだ。

「頼たのみますよ、アンリエット様」

「にゃあ」

（任せてちょうだい）

　右手で窓枠を摑んだエリクが、片足を外に投げ出して身を乗り出す。彼はアンリエットを摑んだ左手を一度振りかぶると、「三、二、一！」という掛かけ声ごえと共にベランダに向かって彼女を投げた。

　結論から言えば、少年エリクの投とう擲てきでは隣のベランダには届かなかった。

「アンリエット様！」

　彼は失敗したと青ざめてアンリエットの名を呼んだが、アンリエットは空中でくるりと体勢を整えると外がい壁へきの装そう飾しよくをとっ、と蹴ってベランダに見事到とう着ちやくした。

　エリクが窓枠に摑まってへなへなと肩を落とす。

「……よかったぁ」

　冷静に見えた当のアンリエットであるが、実際のところ彼女自身も心臓をばくばくさせていた。

（危なかった！）

　落ちるかと思ったが、考える間もなく猫の身体が動いていたのだ。しゅたりとベランダに着地した時などは、ぞくりと全身を震わせた。『また無茶をして』と呆れるカロンの声が聞こえてくるようだ。

（でも、今は多少無茶をしないと）

　カロンの生死がかかっているのだから。

　ベランダにも鍵がかかっていたら窓に体当たりしてガラスを壊すしかないと思っていたアンリエットは、鍵がかかっていなかったことに安堵した。ぴょんぴょんと飛び上がり、三度目に取っ手に飛びついた時にベランダを開けることに成功する。

　そうして彼女は再びその部屋に足を踏み入れたのだった。

　天てん蓋がい付きの寝しん台だいが置かれた白い部屋。

　アンリエットが引きちぎったカーテンは、まだ新しいものはつけられていなかった。

（……水盆がないわ）

　昼間に見たのと同じ場所に水盆がないことを確認して、アンリエットは小さく息を吸う。

（他のところに隠したのかしら）

　エヴラールはあの時、『アンリエット！』と彼女の名を呼んだ。引きちぎられたカーテンを見てアンリエットがこの部屋に侵入したことに気づき、皇太后は水盆を隠したのかもしれない。

（もしそうなら、あの水盆が魔術陣なのはきっと間違いがないわ）

　アンリエットは何か手がかりがないかと水盆が置かれていた台の上に飛び上がった。そしてはっと息を止める。

　昼間も見た、寝台に横たわる白い服の男はまだそこにいた。

　あの時アンリエットはもしやと思ってその顔を見ようとしたが、皇太后がやってきたので叶かなわなかったのだ。

　けれど、そこからなら男の顔がよく見えた。

（カロン！）

　銀色の髪、白い肌はだ。

　眼鏡は見当たらないが、閉じられた瞼まぶたの向こうにはきっと灰色の双眸があるはずだ。

　アンリエットは、気づけばもう人間に戻っていた。

　一糸纏わぬ姿で、やっと見つけた幼おさな馴な染じみの上に跨またがりその頰を叩く。

「カロン！」

　しかし触ふれた肌はぞっとするほど冷たかった。死んでいるのかと思ったが、脈はまだかすかに触れている。

（何これ……大丈夫なの？）

　もしかして自分は遅すぎたのか。

「カロン！　ルゥ！　どこかにいないの！」

　ネズミカロンがどこかにいることを期待して声を上げるが、ちゅうという返事一つ聞こえない。アンリエットは軽く混乱した。

『大丈夫。あんたならできるよ』

　エヴラールの言葉が蘇よみがえる。

　噓よ。私には何もできない。

　大切な人を救うこともできない。

〈アンリエット〉

　するとその時、頭の中に声が響ひびいた。

〈アンリエット〉

　知らず、胸元の首くび飾かざりに触れる。

　心なしか、それは熱を帯びているように感じられた。

〈皇太后は水盆を隠した。君を捕とらえていた塔とうだ〉

　涙が溢あふれる。

　ああ大丈夫。彼はまだ生きているのだ。

　カロン。

〈ごめんね。急いで〉

　がち、がちりという音がしたかと思うと、バタン！　と背後の扉が開いた。驚いたアンリエットはぱっと振り向いたが、彼女が目にしたのは「わぁ！」と赤面して慌てて目を伏せたエリクであった。

「かかかかか鍵を見つけましたアンリエット様！　いいいい今服をお持ちしますね！」

「エリク、場内の地図は頭に入っていると言ったわね」

　どうやって鍵を見つけたのか問うのは後回しにして、アンリエットは言った。

〈あの塔は…〉




「エーリンナ妃ひが飛び降りたという塔に連れて行ってちょうだい」
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　王と議会が会議をする際に使用されるその部屋で、エヴラールは悠ゆう然ぜんと王のための椅子に腰掛けていた。

　皇太后や議会の面々も椅子に座っていたが、表情はそれぞれ異なっている。

　途と中ちゆう一度、『城内に侵入者が出ました！』と報告が入ったが、『そんなものお前たちでどうにかしろ！』とラパポート伯爵が一いつ喝かつして追い出していた。

「つまり、エヴラール＝アゼマというのは本来は存在しない人物だったと？」

　エヴラール＝アゼマという名で戦地へ行ったのは自分だったのだ、という王の告白を聞いたキャリガー公爵が、眉み間けんに渓けい谷こくのような皺しわを寄せて確認するように言った。色白で細身の彼は、ラパポート伯爵の次に若い二十七歳さいだ。

「そうなるな」

　脚あしを組み会議机に頰ほお杖づえをついたエヴラールは眉を上げて答える。

　二年前すでに王となっていたエヴラールには、架か空くうの名前をソニボスに派は遣けんする兵士の名めい簿ぼに載のせることは赤子の手を捻るよりも簡単であった。

　バン！　と会議机を叩いて立ち上がったのはライクヘルド公爵だ。その顔は、怒りでこれ以上なく赤くなっている。

「なんだってそのようなことを……！」

「言っただろう？　俺は王になりたくなかったんだよ」

「陛下は、民たみの命を預かる王の子として生まれた責任をどう考えていらっしゃるのですか！」

「責任？」

　エヴラールは嘲ちよう笑しようした。

「つまらん。そんなもの、犬にでもくれてやればいい」

「なっ」

「なんという！」

「今の発言は問題ですぞ、陛下！」

　議会が色めき立つ中、唯ゆい一いつ、坊ぼう主ず頭のシーゲル＝ストン伯爵だけが何も語らず椅子に腰掛けたままであった。

「まぁ、まぁ、皆様」

　緊きん張ちよう状態にある室内の空気を、穏やかな女性の声が撫でるようにして緩ゆるめる。

「とりあえず、お座りになって。落ち着いて、お話ししましょう？」

　可か憐れんなその微笑みとよく響く声に、激げき昂こうしていたはずの男たちがしぶしぶ再び腰を下ろした。その様子を、片方の眉だけ上げてエヴラールは見やる。

（これが、この女の恐ろしいところだ）

　彼は思った。

　ドロテア＝ディックハウトは人心を操あやつるのに長たけている。

　まるで催さい眠みん術だ。彼女が穏やかに、柔やわらかく何か発言するだけで、人々はそれが唯一無二の真実のように感じてしまう。静かな強制力。それは、力や恐怖で支配されているよりもずっと恐ろしいことであった。

　おそらくそれは、第六王女として生まれた彼女がそうあるべくして身につけた能力なのだろう。

　ドヴィージュと違い、王族の多いソニボスでは血族間での争いが絶えない。幼いドロテアが兄姉きようだいたちの争いに巻き込まれぬよう、けれど日ひ陰かげに追いやられぬようにと振ふる舞まっているうちに、今のこの女が出来上がったのだ。

　一見無害で可憐な白い花に見えるのに、その根に毒を隠し持った鈴すず蘭らん。

「ディオン……いえ、陛下は今混乱していらっしゃるのです。何せ悪い魔術師に騙だまされ、王座を追われていらしたのですから」

　女は慈じ愛あい溢れる眼まな差ざしでエヴラールを見つめて言った。

「そうですよね？　ディオン」

「どういうことです？」

　ロビン公爵が眉を上げて問い返すと、ドロテアは議会の面々を一人一人見つめて答えた。

「わたくしは、ずいぶん早い段階から王座に魔術師が居い座すわっていることに気づいていました。そう、ソニボスへの戦地派遣の直後からです」

　その告白に、議会が揺れる。

「なっ王座に、魔術師が？」

「馬鹿な」

「庇かばいだてはおやめください皇太后殿下。陛下はたった今ご自分の意思で王座から逃げたのだとおっしゃったのですよ。大方、この二年間王座に座っていたのもどこかで見つけてらした影かげ武む者しやに違いない」

　ドロテアは悲しげに首を振った。

「庇っているのではありません。ディオンは魔術をかけられて混乱しているのです。そうでなくてはどうして二年間も、忠義あるあなた方を騙しおおせたでしょう。悪意ある魔術師が、自らが王に成り代わるべく魔術でもって外見を変え、王座に座っていたのです。魔術を使われてしまっては、陛下には抵抗もおできにならなかったでしょう」

「……」

　エヴラールは何も言わなかった。

　確かに、ドロテアの言う通り、この二年間王座に座っていたのは他ならぬカロン＝デマルシェリエ本人であった。

　アンリエットに語ったのは、半分が真実で半分が噓だ。

　カロンとは、『ディオン様』の守り手として契けい約やくしたのではない。『ディオン様』の身代わりとして契約を交わしたのだ。それも、契約期間はほんのひと月である。その後は好きにしろとカロンには言ってあった。エヴラールには、ドロテアの手から逃げられるだけの十分な時間が得られさえすればよかったのだ。

　しかし契約のひと月が経たっても、ドヴィージュの王の失しつ踪そうや死を匂におわす情報は流れてこなかった。身代わりは皇太后の手に落ちたのだ、と知ったのはその時だ。

　本来ならひと月で解放されるはずだった魔術師は、ディオンが不在である間に他の人間に王座を奪われることを懸け念ねんした皇太后によって、身代わりの継けい続ぞくを強要されたのだ。

　アンリエット＝オードランを人ひと質じちにして。

『……皇太后様が黒幕だとして、カロンが寝ね返がえったと考える根こん拠きよはなんなの？』

　エヴラールはくすりと笑った。あの女は、時に鋭するどいところをつく。面白い。本当に、他にはない女だ。

『あなたの王様はきっと無事よ』

　何も知らず、馬鹿な女。

　──あの時。あのネズミが魔術師のカロンであるとわかった時。

《俺がディオンであることはアンリエットには話すな。お前はディオンの身代わりではなく護衛だった。わかったな》

　ネズミのカロンに『自分勝手な奴やつだな』と吐はき捨すてられながらもそう声には出さずに口止めしたのは、まだエヴラール＝アゼマとしてアンリエットの前にいたかったからだ。

　ディオン＝ディックハウトとしてではなく──。

「……なぜ、なぜすぐ我々に相談してくださらなかったのですか」

　キャリガー公爵がただでさえ青白い顔をさらに白くさせて静かに口にした問いに、ドロテアはきっぱりと答えた。

「もちろん、陛下の安全のためですわ」

　その目は後ろ暗いところなどないとでもいうように、まっすぐに公爵を見つめている。

「魔術師にどのような仲間がいるかわかりませんでした。ですから、どなたにも相談できなかったのです……。わたくしは、ソニボスの知人の協力を得て魔術師の背後関係を秘密裏りに調べました。けれどわたくしが見抜いていることに気づいて、魔術師の方が逃げ出そうとしたのです」

　そう言うと、ドロテアはパンパンと手を叩いた。

　すると会議室の扉が開き、皇太后付きの騎士が粛しゆく々しゆくと入ってくる。その手には鳥とり籠かごを持っていた。騎士は鳥籠を机の上に置くと、また粛々と部屋から出て行く。

　ドロテアはにっこりと微笑んだ。

「けれど皆様どうかご安心なさって。この通り、魔術師は捕らえました」

　エヴラールは眉を寄せた。

「あれは……ネズミ？」

「どういうことです？」

　エヴラールはわずかに眉を寄せただけだった。

　この場にアンリエットがいたら皇太后に摑みかかっていたかもしれない。鳥籠に捕らえられた灰色ネズミは、ぐったりと横たわって生きているかどうかも疑問であった。

「わたくしに正体がばれていると覚さとった魔術師は、身を隠すために自らネズミになったのです」

「で、ででででは、陛下が病を得られたというのは……」

　ふくよかな体型のロビン公爵が呆然と言う。

「ごめんなさい。皆様に、すべてをお話ししても信じていただけるかわからなかったものですから……。けれど、こうしてディオン陛下ご自身がお戻りになられた今、何も問題はございませんわ」

　この時になってようやく、ドロテアはエヴラールの方を見た。

　そして言う。

「そうでしょう？　陛下」

　エヴラールは笑い出したくなった。

（見事だ）

　そう思わざるを得ない。

　つまり、皇太后はこう言っているのだ。

　魔術師に王座を押しつけ逃げ出したのは不問にしてやるから、黙って王座に戻れと。

　すべての罪は、魔術師──つまりカロン＝デマルシェリエがかぶることになるのだろう。カロン＝デマルシェリエは非ひ認にん可かの魔術師だ。魔術によって王座を掠かすめ取ろうとした罪は重い。おそらく死し刑けいだ。証しよう拠こはなくなる。

（数日前の俺なら──）

　この時皇太后が用意した道を選んだかもしれない。

　ドロテアの、ディオンへの執しゆう着ちやくは並なみ大たい抵ていのものではない。

　その執着から逃れるべくあがくよりも、何も考えずただ無気力に与えられた道を歩く方が楽であった。

　どうせ、外の世界もくだらないのだ。もう興味などない。

　数日前までは、そう思っていた──けれど。

「皇太后殿下」

　エヴラールは言った。

「あなたの欺ぎ瞞まんにはもううんざりだ」

　そしてがたりと立ち上がる。

　今自分を動かしているものの正体を、エヴラール自身もまだはっきりと理解できていない。恋れん慕ぼ。いや、そんな甘あまいものではない。憧しよう憬けい。そうだ、むしろそれに近いかもしれない。

　世界を、美しいと言い切ったアンリエット＝オードラン。

　生命はおもちゃではないと叫んだ女。

　そういう物語の中のような世界を求めて外に出たが、結局それは見つけられずにエヴラールは戻ってきた。

　ただ、いざという時のためドロテアの喉元に突きつけられる切っ先を──自分の母が死んだ真相くらい摑んでおこうと、それだけであった。

　それなのに彼女が。

　世界は美しいと言うから。

　それを見たくなった。

　彼女が見る世界を。

「あなたを、エーリンナ妃殺害、及および前王クレール陛下弑しい逆ぎやくの罪で糾きゆう弾だんする」

　ざわりと、室内が揺れる。ドロテアはまだ微笑んでいた。

「俺が王になることになってもあんたが持つ力をすべて剝はぎ取とる。──もう二度と、あの女に手を出せないように」

　その時である。

　何やら騒さわがしい声が扉の向こうから聞こえてきた。

　会議室の前を警備する騎士と、女の声だ。

　そして間もなくバタンと両開きの扉が開かれた。

　そこに立っていた女は飴あめ色いろの髪を多少乱れさせ、肩で息をしていたが、それでも匂い立つような美しさがあった。

　社交界に名を轟とどろかす美女、アンリエット＝オードラン。

　彼女はその手に深い青の水盆を持ち、室内の面々を端はしから順に見ると、簡単に髪を整えてからにっこりと微笑んだ。

「ごきげんよう、皆みな様さま方がた。そこのクソ女に私の幼馴染を元に戻していただかなくてはならないので、お取り込み中ちょっとごめんあそばせ」
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　体力はある方だと自負していた。

　貧びん乏ぼう暇ひまなしとばかりに、アウループではいつも忙しく動き回っていたからだ。

　けれどさすがに侵入者捜索に騎士や兵士がひしめく中、人目を忍んで城内を駆け回り、塔を見つけて登り水盆を探しあててエヴラールがいるという部屋まで駆け抜けるのは、一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。

　それも、アンリエットとエリクは非常にかさばる荷物を携けい帯たいしていたのだ。

　カロン＝デマルシェリエの身体である。

　置いていっては駄目かと何度かエリクに懇こん願がんされたが、アンリエットは断固として駄目だと答えた。もう二度と、カロンの身体を皇太后の自由にさせたくなかったのだ。

　塔を登っている間は茂しげみに隠したり、兵士に見つかりそうになって無理やり椅子の下に押し込んだりしたから、綺き麗れいなカロンの肌には様々な傷がついている。それでもなんとか、アンリエットとエリクは魔術陣じんと魔術師の身体を抱えて目的の部屋に到着したのだった。

　案の定、部屋の前を警備していた二人の騎士は、怪しげな女と子供、それに二人が抱えるぐったりとした男の登場に最大限の警戒を示した。

「何者だ！」

　二人は、ここまでに二回ほど成功した〈無害な女子供作戦〉の決行を躊躇ためらわなかった。

「助けてください！　私の恋こい人びとが息をしていないの！　先ほど、怪しげな女が現れて……！」

　アンリエットは血相を変えて騎士の一人にすがりついた。そしてさらに、エリクがカロンの身体を抱えてその場で泣き出す。

「うわーん！　お兄ちゃーん！」

　これだけでもう、男たちはイチコロである。

「何！　大丈夫か！　君に怪我は！」

「お兄さんを見せてごらん！」

　もちろん騎士たちが見せた隙すきを、アンリエットは見み逃のがさなかった。

　ドン！　と最初にすがりついた騎士を突き飛ばし、無防備になった両開きの扉を体当たりする勢いで開く。

「あ、こら！」

「貴様！」

　部屋の中央には大きな机が置かれていて、それを囲むように数人の壮年男性たちが座っていた。もっとも扉から遠い位置に立っているのはエヴラールだ。そしてその斜ななめ前の席に、皇太后が座っている。

　アンリエットは乱れた髪を簡単に直すと微笑んだ。

「ごきげんよう、皆様方。そこのクソ女に私の幼馴染を元に戻していただかなくてはならないので、お取り込み中ちょっとごめんあそばせ」

　一番扉の近くにいたくるくる金きん髪ぱつ男が目を吊り上げてがたりと立ち上がったかと思うと、顔を真っ赤にして怒鳴る。

「何をしている！　この女をつまみ出せ！」

「は！　申し訳ございません！」

　アンリエットに突き飛ばされた騎士が慌てて部屋に入ってきて彼女の腕を摑もうとしたが、「待て！」と声が上がった。

「その女性は、私がこの場にお呼びした。名を知っている者もいよう。アンリエット＝オードラン伯爵令嬢だ」

　エヴラールが、にっこりと笑ってアンリエットを紹しよう介かいした。

　その言い方には引っかかるものがある。

（この男、なんでこんなに偉えらそうなの？）

　白髪交じりのライクヘルド公爵がいるのだから、おそらく他の男たちも議会の構成員だろう。一将校にすぎないエヴラールが、なぜ『名を知っている者もいよう』などと偉そうな物言いをするのか理解できない。それに、エヴラールのいるあの席は上座だ。この場でもっとも偉くなければ立てない場所。

「オードラン伯爵令嬢……？」

「どういうことです」

「ご説明ください、陛下」

　男たちが口々に言う。

　アンリエットは瞬きをした。

（…………へいか？）

　呆然とするアンリエットを他よ所そに、エヴラールは悠然と机を回ってアンリエットの側まで来ると、今にも水盆を取り落としそうであった彼女からそれを受け取り、まじまじと盆の内側を覗き込んでにっこりと笑った。

「皇太后殿下。これは、あなたのお部屋にあった水盆です。ここに魔術陣が書かれています。この魔術陣を使って、あなたはエーリンナ妃と我が父クレール王陛下を弑逆した。そうですね」

　エヴラールが、水盆の内側が室内の皆に見えるように持って言う。

　男たちは椅子から立ち上がり、身を乗り出したりしながら水盆の内側の魔術陣を確認して信じられない、と言いたげな顔をした。

「まさか」

「ありえない」

「そうです。ありえないことですわ」

　皇太后は言った。

「それが、わたくしの部屋にあったという証拠はどこにあります？　それに、エーリンナ様が自ら塔から飛び降りられたところは数人の侍女が目もく撃げきしております。陛下のことにしても……罪人はもう捕らえられて死んだはずでしょう？」

　アンリエットの目から見ても、皇太后には揺らぐところが見られなかった。まるで自身の潔白を信じきっているかのようだ。

　しかしエヴラールは言った。

「残念ながら、それは間違いです」

　次いで開け放たれたままの扉の向こうに目をやり短く「離してやれ」と命じる。男の視線を追うと、騎士の一人にエリクが取り押さえられているのを見つけてアンリエットは声を上げた。

「エリク！」

　そちらに駆け寄ろうとしたアンリエットを、エヴラールが肩を摑んで制する。

「王の命令が聞こえぬか。その子供を自由にしてやれ」

「は、は！」

　先ほどの『陛下』は幻げん聴ちようだと処理しようとしていたアンリエットは、再度『王』という言葉を聞いて混乱した。

（どういうこと！　どういうことなのー！）

　アンリエットが心の中で叫んでいると、室内に入ってきたエリクがエヴラールの前まで来て膝をついた。そして恭うやうやしくその名を呼ぶ。

「ディオン陛下」

（……ああなんてこと）

　目め眩まいがした。

　噓でしょう？

『無名の兵士が、どうして陛下の信頼を得ていたのかしら。エリクは知っている？』

『アンリエット様。あの方は……』

　もしかしたらエリクはあの時、これを言いかけていたのではないだろうか。エヴラールが本当はディオン王本人なのだと。

「立て、エリク」

　命じられ、エリクが黙って立ち上がる。

　エヴラールが一度もこちらを見ないのがなんとも腹立たしかった。

　こうなっては、どこからどこまでが本当なのかも疑問が残る。ああだから、カロンはこの男を『引きこもり』だと言っていたのだ。

（カロンもわかってたんだわ！）

　そう思うと部屋の外でぐったりと放置されている幼馴染の顔を殴ってやりたい衝しよう動どうにかられたが、それを実行に移す前にエヴラールが言った。

「皆これの顔を覚えているな。そう。エリク＝サルディ。二年前に獄ごく中ちゆうで死んだはずの罪人だ」

　アンリエットは今度こそ愕然とした。

「なんですって？」

　思わず声が出たが、それはでっぷりとした議会の男が上げた声にかき消された。

「ば、ばばばば馬鹿な……！」

　アンリエットの頭の中に、エリクやエヴラール、それに自分が言った言葉がぐるぐると回る。

『僕の父は、もともと王城で働いていたんですよ。けれどお恥はずかしいことに、不正を働いて罷ひ免めんされてしまって……いろいろあって僕は両親と暮らせなくなってしまいました』

『前王陛下は城に忍び込んだ男によって殺された』

『犯人は獄中で死んだって聞いたわ』

　王城を追い出された元官かん吏りの息むす子こ──！

　アンリエットは言葉を失った。

「なぜ……！」

　詰きつ問もんする声が上がる。エヴラールは平然として答えた。

「私が匿かくまっていた。この者の証言に、不ふ審しんなものを感じてな」

『それで行き場を失っていたところを拾ってくださったのが旦那様なんです』

　あれは、こういうことだったのだ。

　罪人の烙らく印いんを押されたエリクを、エヴラールが助けた。

（でもなぜ？）

　エヴラールにとってみれば、自らの父を殺した人間ではなかったのか。

「話せ、エリク」

　エヴラールが促うながすと、それまで俯うつむいていたエリクは前を見て語り出した。その青い瞳には強い決意が宿っていて、十四歳の少年をずっと大人のように見せる。

「私には、クレール陛下を弑逆した記き憶おくはございません」

　アンリエットは小さく息を吸った。

「ただ覚えているのは、白い部屋と、窓に映った自らの姿だけでございます。直前まで、ある方に呼ばれて父の犯した罪は私の罪ではないとお言葉をかけていただいていたのは覚えております。一度記憶が途と切ぎれ、鏡に映った私はそのお方のお顔をしておりました。……おそれながら、そのお方とは、ドロテア皇太后殿下でございます」

　それは紛まぎれもなく、名指しの糾弾であった。しかし皇太后の顔色は変わらず、何を考えているかもわからなかった。

「次に気がついた時、私の目の前にはクレール陛下の血ち塗まみれの玉体がございました。私はすぐに捕らえられましたが、その時の身体は間違いなく私の身体でした」

「……世迷言よまいごとを」

　しばしの沈ちん黙もくの後、ライクヘルド公爵が吐き捨てるように言った。

「その子供は、頭が壊れてしまったのだ！」

　そう指し摘てきした金髪の若い男に対して、エヴラールは零れい下かの眼差しを向ける。

「二年前も、お前たちはそう言ってこの者の証言を無視した」

　その声こわ音ねにはわずかであるが、怒りが感じられた。しかしその怒りはすぐに消きえ失うせ、エヴラールは持っていた水盆を唯一座っていた坊主頭の男の目の前に置いた。皇太后からも、手の届く距きよ離りである。

「これが、どういう魔術陣かわかるか？　ストン伯爵」

（シーゲル＝ストン伯爵）

　父のオードラン伯爵とは同年代で、『真面目な堅かた物ぶつだよ』と評していたのを聞いたことがある気がする。

　ストン伯爵は、ちらりと会議机の上の水盆を見てから息を吐いて言った。

「……協会より取り寄せた資料と特とく徴ちようが一いつ致ちします。おそらく、水鏡の魔術陣というものでしょう」

「どういうことだ！　シーゲル！」

　アンリエットの心の内側を代弁してくれたのは、ライクヘルド公爵であった。しかしその問いに伯爵が答える前に、エヴラールがあの悪びれない様子で言った。

「ストン伯爵はすでに、俺がディオンだと知っていたんだ」

　ライクヘルド公爵が、馬鹿な、と言いたげな顔でエヴラールを見る。

「今日の昼過ぎに会って、すべてを話した。ストン伯爵の妹君は魔術師協会に属する魔術師だと聞いていたからな……協力を頼んだんだ」

（え、そうだったの!?）

　と衝撃を覚えるアンリエットである。

　ソニボスと違い魔術師とは無む縁えんだと思っていたドヴィージュに、そんな協会との繫つながりがあるなんて。

「陛下に命じられた通り、妹に連れん絡らくを取り『水鏡の魔術陣』についての資料を要よう請せいしました。結果手に入れた資料には、『水鏡の魔術陣』というのは禁術で、本来なら外部には漏もれるはずのない情報だとした上で、数年前に協会が紛ふん失しつした魔術陣の詳しよう細さいが書かれていました。つまり、深い青の陶とう器きで作られた、両の手のひらに収まる水盆であると」

「協会が……紛失した？」

　健康状態が危あやぶまれるほど青白く細い男が、呆然と椅子に座り込む。

　エヴラールは言った。

「ストン伯爵、その資料には、『水鏡の魔術陣』とはどういうものだと書いてあった？」

　ストン伯爵は目を細めて答える。

「──魂たましいに触れられる魔術。人格を入れ替えることもできると」

（カロン）

　あの子の言った通りだ。

　魂に触れられる魔術。禁じられた魔術。

「さて、ここで駄目押しだが……」

　いささか緊張にかけた声で、エヴラールは懐ふところに手を入れた。そして取り出したのは、小さな紙し片へんだ。

「それ……」

　思わず声に出してしまってから、アンリエットはすぐに口をつぐんだ。

（ダフネの手紙だわ！）

　その時だけエヴラールはちらりとアンリエットを見たが、その視線の意味を理解する前に彼は顔を前に戻した。

「これは、かつて皇太后殿下の侍女であったダフネ＝マリエールが、当時恋人であったブノワ公爵に送った手紙だ。『エーリンナ様は笑っておられた』残念ながら、鹿しかに食べられてこの部分しか残っていないが、私は欠損する前のこれを読んだ。こう続く」

（すでに読んでたの！）

　開いた口が塞ふさがらないとはこのことである。

　確かに、エヴラールには手紙を手に入れてからアンリエットに会うまでに、いくらでもその時間があっただろう。

　エヴラールが語るによると、手紙の内容はこうだった。

『エーリンナ様は笑っておられた。そして怯おびえた目をされている皇太后様におっしゃったの。〈あなたは死ぬのよ。エーリンナ〉あれはまるで……』

「『エーリンナ様の中に、皇太后様がいらっしゃるかのようだった』と」

　すでに亡くなった女性の語った内容に、場がしんと静まり返る。

　唯一エヴラールだけが、緊張感の欠落した様子でにやりと笑って、指先に挟はさんだ手紙の破は片へんを弄もてあそぶように横に振った。

「私が手紙の内容を捏ねつ造ぞうしていない証拠に、ブノワ公爵夫人を証人として呼んでもいい。彼女は夫の浮気相手からの手紙を、何度か読んでいたようだからな」

「ディオン」

　皇太后はまっすぐにエヴラールを見つめていた。

「どうしてわたくしを裏切るの」

　きょとんとしたその眼差しはまっすぐで純じゆん粋すいで、まるで幼子のようだった。可憐で美しい皇太后殿下。

　しかし次の瞬しゆん間かん、議会の面々がその顔を強張らせたのがわかった。

「──お前はわたくしが産んだのに」

（そういえば、以前もこの人はそんなようなことを言っていたわ）

『ディオンはわたくしの子よ。わたくしのお腹なかにいた。わたくしの子』

　少し考えてみれば、あの発言がおかしいことに気づいたはずだ。ディオン＝ディックハウト陛下が今の皇太后の腹から生まれたわけではないことは、民にも周知の事実であった。

「お前はわたくしの腹の中にいたのに！」

　皇太后が突然気色ばんでがたりと立ち上がる。その声は悲鳴にも聞こえた。

「今でも覚えてるわ。あの女の身体の中で、わたくしはお前の胎たい動どうを感じた。あの時わたくしはわかったの。お前はわたくしの子だって。わたくしのために生まれてくるのだって！」

（なんてこと──！）

　それはそのまま、罪の告白であった。

　つまりドロテアは、二十三年前、エーリンナと入れ替わったのだ。水鏡の魔術陣を使って。

　そして自ら塔に登って飛び降りた。きっと、飛び降りた直後に魔術を解いたのだろう。自らの身体に戻った時エーリンナ妃はすでに空中にいて、もうどうすることもできなかった。

　ああそれで、すべてに説明がつく。

『エーリンナ妃に、心の病などなかったんだ。明るく快活な気き性しようであった彼かの方は、健すこやかに、腹の中の赤あかん坊ぼうの成長を楽しみにしていらっしゃった』

『あなたは死ぬのよ、エーリンナ』

　そして同じことを、エリクにやった。

　エリクと入れ替わり、王を殺した。おそらく、エヴラールがエーリンナの死を疑いその調査を父に頼んだから──。

（だから、あの部屋に入った時エリクの様子がおかしかったのだわ）

　とアンリエットは思った。鍵の場所がわかったのもそのせいではないのか。

　エリクは、その時だけ皇太后と身体を入れ替えたのだ。彼は皇太后となった。

　皇太后は机の上で白くなるくらい手を握にぎりしめ、懇願するように続けた。

「お前が他人になりすまして国を出たのだと気づいてもそのままにした。だってお前はまたわたくしの元に戻ってくるとわかっていたもの。ディオン。自分のしていることがわかっているの？　お前の味方はわたくしだけよ。お前のことを真しんに考えているのは、お母様だけなのよ。そのわたくしを……」

「エヴラール、という名は、エーリンナ妃が生まれてくる赤子のために用意した名だ」

　皇太后の言葉を遮って紡つむがれたエヴラールの声は、思いの外冷静で静かであった。

「父が死ぬ前に教えてくれた。エーリンナ妃が用意した名を、あなたは認めなかった。ディオン──『私の子』などという意味の自分本位な名前を私につけて、あなたは私をあなたの人形にしようとした」

「どうしてそんなことを言うの!!」

　皇太后は悲鳴のような声を上げた。

「あなたはわたくしがやっと手に入れた光なのに！　望んでもない男の妻となって、宿った命も失い、暗くら闇やみに取り残されたようになっていたわたくしにやっと授さずけられた希望なのに！　あなたはわたくしの言う通りにしていたらいいの！　それですべてがうまくいくのよ！　きっと歴史に名を残す王になるわ。気高く純粋で清廉な王に！」

（ああこの人は──）

　この時アンリエットは理解した。

（きっと、自分が汚れているように感じたのだわ）

　望まぬ結けつ婚こん。流れた赤ん坊。エーリンナ妃が子供を宿したことで周囲から向けられる同情。

　汚れないままでいたいと願う皇太后は、その願いをきっと、生まれた赤ん坊に託たくしたのだ。

『ディオン』に。

　汚お点てん一つない王に。

「くだらん」

　しかしエヴラールは静かに切り捨てた。

「純粋で清廉な王など存在しない。あなたはまだそんなこともわからないのか」

　その瞳には、憎ぞう悪おも憐憫もなかった。まるで自分には無関係の罪人を罰ばつするような静けさで、エヴラールは続けた。

「もう終わりだ、母上。カロン＝デマルシェリエにかけた魔術を解いてもらおう」

　その一いつ瞬しゆん、皇太后が一瞥した方を見たアンリエットは、頭の中が真っ白になった。

　なぜ今までそれが視界に入らなかったのだろう。会議机の隅すみには場違いな鳥籠が置かれていて、中に灰色ネズミがぐったりと横たわっている。

「カロン！」

　矢も盾たても止まらず飛びつく。鳥籠に鍵はかかっていなかった。

　カロンを助け出して、胸に抱く。

「カロン！　起きて！」

　かろうじて温ぬくもりが残っている。けれど虫の息であった。髭ひげがぴくりとも動かない。尻しつ尾ぽは無気力にだらりと垂れ下がっていた。骨が折れているのかも。

　アンリエットはカロンを胸に抱き、皇太后を振り向くと目を吊り上げた。

「早く魔術を解いて！」

　先ほど抱いた皇太后に対する憐憫はもう消え失せている。あの女がどんなに哀あわれであっても、カロンに何かあればただではおかない。

　唯一見み出いだしていた光に切り捨てられた皇太后は、魂が抜けたような顔でその場に座っていた。

　カロンを抱えたまま、たまらず机に飛び乗り、ぎょっとする男たちを尻しり目めに最短距離で皇太后に肉薄する。制止しようとする誰かの手を無視して皇太后の胸ぐらを摑むと、緩かん慢まんにこちらを見たドロテアがうっとりしたふうに言った。

「……あなたは怒おこった顔が特別美しいのね、アンリエット＝オードラン。カロン＝デマルシェリエも美しかった。だから身体だけでも大事にしてあげようとしたのだけれど。愚かね。水鏡を通ってきたからその身はボロボロよ。魔術陣を解いてももう遅い。残念ね」

「あなたは……、あなたは自分以外の人間をなんだと思っているの？」

　声が震える。

　同じようなことを、エヴラールにも言った。

　他人を捨て駒ごまにようにしか扱えないのは無能な馬鹿だと。

　けれど目の前の女はただ哀れであった。

　ドロテアが続ける。

「美しいアンリエット。でもあなたはまだ子供だわ。だから美しいままなの。羨うらやましい。わたくしも、子供のままでいたかった。無む垢くで純粋な、子供のままで──」

　言い終わるや否いなや、アンリエットはドロテアに突き飛ばされた。机の上に転がる。視界の端に、ドロテアが身を乗り出し会議机の上に置かれたままであった水盆に手を伸ばすのが見えた。

　女が摑んだそれを床に向かって振りかぶる。

「割らせるな！」

　いち早く反応したエヴラールが叫んだが、立ち上がったストン伯爵が皇太后の腕を摑んだ時にはもう水盆はその手から離れていた。

《でも魔術陣の破は壊かいは契約の無断破は棄きと同じだ。違い約やく金代わりの反動は何が起こるかわからないし、反動の大きさは術の難度に合わせて上がる。少なくとも僕は、この魔術をそんな乱暴な方法で壊すことはしようとは思わないね。周りにいる人間も無事では済まない》

　カロンの言葉が蘇る。

　何が起こるの？

　爆ばく発はつ？　魔術の暴走？

　無事では済まないなんて。そんな。

　思考する前にはすでに、アンリエットはネズミのカロンをできるだけ遠くに投げてがばりと身を起こしていた。

　気づいたエヴラールが「アンリエット！」と声を上げた気がしたが躊ちゆう躇ちよしない。

（カロンは、大丈夫なはず）

　水盆が割れれば──魔術陣が壊れれば、魔術は解ける。あの子は元に戻れるのだ。

（あとは反動さえ）

　押さえ込めば。

　水盆が床に落ちる。

　アンリエットは、側にいた皇太后をその背後のストン伯爵ごと突き飛ばし、水盆の上に自らの身体を投げ出した。

　──ガシャン！
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《もし、何かの手違いで水盆が割れるなんてことがあったら、君は絶対に、遠くに逃げてね。あの引きこもりならともかく、君は魔術陣が破壊された反動に耐えられない。──絶対だよ》
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　無む謀ぼうだと評されてしかるべき行動であったと言えるだろう。

　たかが女一人の身体で抑え込めるような反動であるという保証などどこにもなかったのだから。

　けれど結果的にいえば、それはすべてアンリエット＝オードランの身体に吸収された。

　魔術陣破壊による反動はいわば、精せい霊れいの力の暴走である。

　そしてその暴走した精霊の力はすべて、アンリエットの内側の奥おく底そこにある、鍵のかかった箱の中の存在に食われたのだ。

　箱の中にいた化け物の歓かん喜きの声が聞こえるようであった。

　思いがけず力を手に入れた化け物は鍵を壊し、自由を手に入れた。

　内側から破壊される感覚に彼女は悲鳴を上げたが、声に出ているかはわからなかった。ただすべてが震えている。天井が。壁が。大地が。鳴動していた。

　誰の声も聞こえない。視界が赤に染まる。眼球の血管が切れてしまったのだろうか。何も見えない。ただ何か恐ろしいものが地中から現れ出るかのような轟ごう音おんだけが、アンリエットの頭を震わせた。

『アンリ！』

『どういうことだ！』

『だから言ったのに！』

（何が起きているの？）

　頭のずっと奥の、隅に追いやられたアンリエットが自問する。

（何が起きているの？）

　初めてではない、と直感的に思った。これは初めてではないのだ。

『注意を引きつけておいて！　僕がなんとかする！』

　もしかしてこれは、カロンの声ではないだろうか。

　ああよかった。

　あの子は無事だったのだわ。

　魔術陣が壊れたから、元に戻れたのだ。

　可か愛わいい幼馴染。

　本当によかった。

『どういうことなんだ！　これはアンリエットなのか！』

『いいから黙って僕の言う通りにしろ！』

　カロンが怒っている。

　彼のこんな慌てたような声は二回目だ。

　きっと。

　初めては、あの時。

　魔術師の庭の薔ば薇らに触れてしまった。

　カロンは駄目だと止めたのに。

『箱が壊れたわけじゃない。鍵を作り直すだけだ。大丈夫だよアンリエット。すぐに僕が元に戻してあげるから……！』

（私が魔術師の薔薇を摘つんでしまったから）

　アンリエットは一筋の涙を流した。

　これは呪のろいなのだ。

　ひどく遠い場所で、誰かが呆然と呟いた。




『馬鹿な……。人が野獣になるなんて……』
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　着き替かえて階段を降りていくと、玄げん関かん広間に外の光が降り注いでいた。

　ガラスでできたシャンデリアが光を拡散させ部屋の隅すみ々ずみまで照らし出している。

　アンリエット＝オードランはそのきらきらとした眩まぶしさに目を細めたが、階段を降りる足を止めたりはしなかった。

　身体からだはもうすっかり回復している。数日前には上半身を起こすのもやっとという有あり様さまだったのだが、つくづく自分は丈じよう夫ぶにできているのだと思うアンリエットである。

　これまで熱を出したこともなければ大きな怪け我がを負ったこともない。

（美人薄はく命めいというのはやはり迷めい信しんなのだわ）

　などと冗じよう談だんではなく思ったりするのである。

　──その男は、東向きの窓の側そばに立って窓の外を見ていた。

　すらりと伸のびた手足に、柔やわらかそうな銀色の髪かみ。こうして後ろ姿だけを見ると、自分の知っている青年ではないようにさえ思える。けれど足音に気づいて振ふり向むいた彼かれは、彼かの女じよのよく知る笑え顔がおを見せたのだった。

「おはよう、アンリ」

「おはようカロン」

　階段を降りきったアンリエットは、少し背せ伸のびしてカロンの頰ほおに挨あい拶さつのキスをした。

　灰色の瞳ひとみを露あらわにしたカロン＝デマルシェリエは、ドロテア皇太后が評したように美しい容よう貌ぼうをしていた。アンリエットの美び貌ぼうは大輪の薔ば薇らのような華はなやかさを持っているが、カロンは水面に咲さく睡すい蓮れんのように清せい麗れいだ。

　幼い頃ころから可か愛わいらしい子供だったが、まさかここまで美形に育つとは。皇太后が殺せなかったのも頷うなずけるというものだ。

「眼鏡はどうしたの？」

「汚よごれてたから」

　そう言って、カロンは持っていた瓶びん底ぞこ眼鏡を服の裾すそで簡単に拭ふくと顔にかけて笑った。

「これで、君の顔がよく見える」

　眼鏡をかけるとその美しさはとたんになりを潜ひそめ、ぼさっとした残念な青年が現れる。

「ねぇ、眼鏡を取って生活できないの？　きっとすぐに恋こい人びとができるわよ」

「恋人？」

　カロンは、まるでその単語を生まれて初めて聞いたような顔で聞き返した。

「考えたこともなかったな」

「そろそろ真面目に考えるべきよ。あなたももう十七歳さいなんだから」

「うーん。そうだね。今は人間の身体で生活できるっていうだけで十分かな」

　そう言うと、カロンはへらりと笑った。

　ネズミになっていたカロン＝デマルシェリエが人間の身体に戻もどってから、はや十日が経過していた。

　しかし残念ながらアンリエットにはそのうちの三日間の記き憶おくがない。正確に言えば、水すい盆ぼんが割れた直後からの記憶が抜ぬけ落おちてしまっていた。

　カロンによれば、魔ま術じゆつ破は棄きの反動を直接受けて死にかけたのだという。魔術は人の内部に影えい響きようをきたす。『五体満足な上、たった三日で目覚めたんだから幸運だと思ってよね』とカロンには釘くぎを刺さされてしまった。だがアンリエットが身を投げたおかげで、あの場にいた他の誰だれも重大な怪我は負わなかったと聞いては、満足の笑えみを浮うかべずにはおれない。

　自分はやり遂とげたのだ。

　意識がない間王城でカロンの看病を受けていた彼女は、目覚めてから二日後にようやく医師とカロンの許可が下りて、このオードラン伯はく爵しやく家の町屋敷タウンハウスに戻ることとなった。

　その際カロンが一いつ緒しよに越こしてきたのは、二人にとってそれがとても自然な流れであったからだ。カロンは、ディオン王の身代わりをしていた間知人に預けていたという大量の私物を一日かけて屋敷に運はこび込こむと、ちゃっかり一階の書しよ斎さいを自らの根城にしてしまった。

「食事はもうできているみたいだよ」

　カロンに促うながされて玄関広間の北側にある扉とびらを開けると、ちょうど、シャツとズボンに前まえ掛かけをつけた少年がテーブルに皿を並べているところだった。

　彼は食堂に入ってきた二人を見てにっこりと微ほほ笑えみ頭を下げる。

「おはようございます。アンリエット様、デマルシェリエ様。どうぞお座すわりください。今パンをお持ちいたしますから」

　本物のディオン王が王座に戻ったことによって、それまでの職務から解放されたのは魔術師だけでなくアゼマ将軍の小こ姓しよう──つまりエリクも同じであった。

　王を弑しい逆ぎやくしたという疑いをかけられていたエリクであるが、今回のことで完全に疑いが晴れて無罪放ほう免めんとなったのだ。王となった主人にそのまま仕えることもできたのだが、それは固辞したのだという。そうして宙に浮いていたエリクを、これ幸いとばかりにアンリエットが雇やとうことにしたのだ。

「温かいスープでよろしいですか？」

「ええ、ありがとうエリク」

　今エリクは、この屋敷の庭を整えるので忙いそがしそうである。野菜や薬草を植えるのだそうだ。炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じと彼は本当に有能な少年で、エリクがやってきてからアンリエットの生活水準は格段に上がったと言っていいだろう。心なしか肌はだ艶つやもよくなってきた気がする。

　これまで食事は外で済ませることの多かったアンリエットであるが、もうその必要はなくなったのだ。

「あれ？　エリク。食器が一人分多いんじゃない？」

　カロンがそう指し摘てきした時、アンリエットも同じ疑問を抱いだいたところであった。

「あなたも一緒に食べてくれるの？」

　ここには三人しかいないのだから、食事も一緒にしようと誘さそったのはエリクを雇った初日だ。けれど彼は、頑かたくなにそうしようとはしなかったのに。

「あれ？　聞いていらっしゃいませんか？」

　パンの入った籠かごを持って調理場から戻ってきたエリクが笑う。

　何を、と二人が聞きかけたその時、今入ってきたばかりの食堂の扉がバタンと開いた。

「あー疲つかれた！」

　アンリエットはぎょっとして、カロンはうんざりした顔で振り向き、そこにいるはずのない人物を見つけた。

「なんだ。化け物でも見たような顔だな」

　男はそう言うと、せっかく整えられていた髪に手を入れぐしゃぐしゃと崩くずす。隆りゆう々りゆうとした体たい軀くを包む服がこれまでと違ちがうのは、彼の身分がこれまでと違うせいだ。

　ディオン＝エヴラール＝ディックハウトは子供のような笑顔を見せると、「ああいい匂においじゃないかエリク。とうもろこしのスープか？」と聞いた。

「あら、ごきげんようディオン陛下。朝から我わが家やになんの御ご用ようですか？」

　アンリエットはにっこりと微笑み、わざと慇いん懃ぎんに言った。

　実に──十日ぶりの再会である。

　王城で療りよう養ようしていた時も、王となった男はアンリエットを見み舞まいに現れなかったし、花一つ寄よ越こさなかったのだ。実際のところ、彼女は腹を立てていた。

「この時間しか抜け出せなかったんだ。可愛い猫ねこをもふもふしに来たんだよ」

「お引き取りください。ここに猫はおりません」

「おやそこに飴あめ色いろの毛並みの猫が見えるんだがな」

「幻げん覚かくがお見えになっているようですね。お疲れならお城で休まれた方がよろしいわ」

「どうやらこの猫は俺おれに対して怒おこっているようだ」

　男がまったく悪びれる様子なく言ったので、アンリエットは眉まゆを上げた。

「当然でしょう。あなたは私に噓うそをついていたのですよ、陛下」

「エヴラールでいい」

　エヴラールは首を振って言うと、ずかずかと部屋の中に入ってきて食しよく卓たくを回り込み、奥おくの椅い子すに腰こし掛かけた。そして断りもせずに手を伸ばし、パンを取って一口かじった。

「ああこれだ。懐なつかしい味だな。城のパンはもっちりとしすぎているのがよくないんだ」

「とっとと出て行け引きこもり」

　魔術師は食卓を挟はさんでエヴラールの目の前に立つと、冷ややかな声で言った。

「はほん、ひっへほふはほへはほうひひほほひひゃはいははは」

「下品だな。礼れい儀ぎ作法を一からやり直してきたらどうだ？」

　カロンが眉を寄せあからさまに刺とげ々とげしくそう言うと、エヴラールは口の中のものを嚙かんで嚥えん下かしてから再度言った。

「カロン。言っておくが、俺はもう引きこもりじゃないからな」

「今まで引きこもりだったんだから別に間違ってない」

「お前、本当に根暗な奴やつだな」

「腹黒引きこもりクズ男のあんたに言われたくない」

（まぁ。悪口にクズが増えたわ）

　と思うアンリエットである。エヴラールが再度手を伸ばしたパンの皿を、カロンはさっと持ち上げてエヴラールの手が届かないようにする。そしてぎろりと睨にらんだ。

「例の魔術書は見つかったのか？」

「もちろん今も鋭えい意い捜そう索さく中だ」

「こんなところで油を売っている暇ひまがあるならすぐに見つけろ。燃やして炭にするぞ」

　ともすればアンリエット以上に、カロンがこの王に腹を立てているのは明らかである。

　それというのも、エヴラールとカロンの取引条件であった魔術書が、三年前にはすでに宝物庫から盗ぬすまれていたことが発覚したからだった。

　カロンの探している魔術書がないことがわかれば、魔術師を引き入れる材料がなくなる。そう考えたエヴラールは二年前、カロンに魔術書が盗とう難なんに遭ったことを隠かくして彼と契けい約やくを結んだのだ。

「言われなくとも身を粉にして働いてるさ」

「カロンは誠実さを見せなさいと言っているのよ」

　心外そうに眉を上げたエヴラールの斜め前の椅子に座ると、アンリエットまず一口水を飲んで食事を始めた。

　朝一番は、サラダからと決めている。今日はケールとハムのサラダのようだ。エリク特製のドレッシングがかかったそれを、アンリエットは上品に口に運んだ。

「もう許せよアンリエット」

　エヴラールは頰ほお杖づえをつくと、どこかからかうような表情でアンリエットを見て言った。

「謝あやまったのに」

「謝罪をされても失われた信しん頼らいは取り戻せないわ」

「約束する、もうあんたに噓はつかないよ」

　アンリエットは眉を上げると、持っていたフォークをびしりと男の鼻先に向けた。

「エリクに聞いたわよ。あなたに会った翌日、この屋敷に入り込んだ侵しん入にゆう者は、あなたの差し金だったのですって？」

　それは、エリクが示した誠実であった。

　アンリエットに雇われることが決まる前に、エリクは自分が抱かかえている最後の秘密をアンリエットに暴ばく露ろしたのだ。

　つまり、馬車で襲おそわれエヴラールの屋敷で目覚め、ようやくこの町屋敷タウンハウスに帰ってきたアンリエットが見た荒あらされた広間や聞いた物音は、すべてエヴラールの仕組んだことであったというのだ。それを承知していたエリクは、タイミングを見計らってアンリエットの名を呼んだ。そしてエヴラールの目もく論ろ見み通り、彼女をコルマールの屋敷に連れ帰ったのだ。

「すべて私を巻まき込こむ企たくらみだったのでしょう？」

　エリクは調理場にいるので潜めているこの声は聞こえないはずだ。彼女が糾きゆう弾だんしたいのは、共犯者である少年ではなくあくまで主犯であり黒幕のこの男であったのだった。

「ダフネの手紙をどうやって盗もうかと思っていたところに、都合よく猫になる女が現れたから利用しようとしたのね」

　テーブルに頰杖をついたエヴラールはにやにやと笑っている。

「あんたを使えば、物事が簡単に、そして面おも白しろくなると思ったのは確かだな」

「最低ね」

「人間を駒こまのように使ったから？」

　言いながら、エヴラールがアンリエットに向かって自由な方の手を伸ばす。その手は彼女の飴色の髪に触ふれ、優やさしく耳にかけた。

「あんたはやっぱり怒っている時が綺き麗れいだ」

　その時アンリエットは、男の袖そで口ぐちから包帯が覗のぞいていることに気づいて眉を寄せた。

「それ、いつの怪我？」

　以前自分を庇かばって崖がけから落ちた時のものだろうかと思ったのだ。十日以上経たっているのにまだ包帯を巻いておかなければならないほど深い傷を負っていたのだろうか。

「あ？　ああ別に、なんでもない。でっかい猫を手て懐なずけようとしていてちょっとな」

　彼はそう言うと、包帯を隠すように手を引っ込め、椅子の背もたれに体重を預けた。

「でっかい猫？」

「ああ、特別でかい、綺麗な猫だ」

　言いながら、エヴラールの青緑の瞳がまっすぐにアンリエットに向けられる。

（……なに？）

　何かを言いたげなその視線に眉を寄せる。彼女がその眼まな差ざしの意図を問う前に、カロンが冷たく言った。

「関係のない話はやめてくれる。あんた何をしに来たの？」

　その声こわ音ねが必要以上に突つき放はなしたものに聞こえたアンリエットは、怪け訝げんな顔で幼おさな馴な染じみを見たが、じっとエヴラールを睨みつけるカロンはアンリエットの方を見なかった。

（カロンは本当にエヴラールを嫌きらっているのね）

　エヴラールのせいでネズミに変えられたり死にかけたりしたのだから、仕方のないことかもしれない。

　あの夜、皇太后が水盆を割ってどうなることを期待したのかアンリエットは聞いていなかった。聞くつもりもない。これ以上あの女性の心情を聞いて同情をしてしまうのはごめんだったからだ。

　ただ証しよう拠こを壊こわしてしまいたかったのか、魔術陣じん破棄によって反動が起こることを知った上で、すべてをめちゃくちゃにしてしまいたかったのか。

　どちらにせよ、アンリエットの身を挺ていした行動で魔術陣破棄の被ひ害がいは最小限に抑おさえられ、皇太后ドロテアは正式に弑逆の罪に問われることとなった。ドロテアの自白まがいの発言は議会の半数以上の人間が聞いていたし、彼女が自由の身になることはもうないだろう。

　皇太后のことが片付きエヴラールが王座に復帰してすぐ、ソニボスからの難民対策に国政として取りかかってくれたので、アウループは危機的財政状況から救われる目め処どが立った。

　それなのにアンリエットが王都に留まることにしたのは、国の対難民政策に助言が必要だと言われたからだ。

「ああ、やっぱりうまいな。お前のスープは」

　エリクが運んできたスープを一口飲んでエヴラールは言った。

「ここでの生活はどうだ、エリク。俺がいなくて寂さびしくないか？」

　冗談交じりにそう言ったかつての主人に、カロンの前にもスープを置いたエリクははにかんだ笑みを見せる。

「充じゆう実じつしております。特異な体質をお持ちであることを除けば──アンリエット様はディオン様のように突とつ拍ぴよう子しもないご命令をなさらない、普ふ通つうのご主人様ですから」

　エリクは、猫に変わるという女主人の特色を、特異な体質として理解することにしたらしかった。詳くわしい説明を求めなかったのは、彼が優ゆう秀しゆうな小姓であり、執しつ事じである証あかしと言えるだろう。

　エヴラールは不満げに答えた。

「いつ俺がそんな命令をした」

「今鳴いている鳥がどんな鳥か知りたいから捕つかまえてこいとおっしゃったり、夜中に部屋の模も様よう替がえをしようとおっしゃったのを覚えていらっしゃいませんか？」

「それのどこが突拍子もないというんだ」

「あなたってやっぱり最低ね」

　この時アンリエットは少年に心から同情したが、エリクは新たな女主人に同調する代わりに銀盆を抱えて深く頭を下げた。そして真しん摯しな声で言う。

「……ありがとうございます、ディオン陛下。今僕ぼくが、こうしていられるのはすべて陛下のおかげです。本当に、ありがとうございました」

　エリクの父は、妻の病を治すために国庫から金を盗み、それが露ろ見けんして罷ひ免めんされた。その後母が病で亡なくなり父が自殺したことでエリクは家族を失ったのだ。そこへ弑逆の罪まで着せられ、生きる希望をなくしていたところに現れたのがディオン王──エヴラールであったのだという。

　エヴラールは少し柔らかく目を細めて言った。

「あのまま俺の従者でいてもよかったんだぞ」

「僕は王城では働けません。中身が僕でなかったとしても、前王陛下を手にかけたのはこの手なのですから」

「それはどうでもいいが、まあ確かに、お前にはこの屋敷で魔術師を見張るという使命があるからな」

　言いながら、エヴラールはちらりと正面のカロンを見た。もはやこの国の王を追い出すことを諦あきらめたらしいカロンもまた、すでに椅子に座って食事を始めている。

「ただでさえ、未み婚こんの伯爵令れい嬢じようが男と二人で暮らしているというのは外聞が悪い」

「カロンは弟よ」

　アンリエットは訂てい正せいした。

「そうだよ。僕は弟だもの。何か問題がある？」

　カロンがとってつけたような笑顔でそう言うと、エヴラールは「問題があるとも」とはっきり言った。

「俺の猫におかしな虫がつくのは看過できない」

「ちょっと待ちなさいよ。いつ私があなたのものになったわけ？」

「寝ね言ごとは寝て言ったら？」

　アンリエットの抗こう議ぎに重ねるようにカロンも冷たく言ったが、エヴラールは心外とでも言いたげに眉を上げて両手を広げた。

「どうして俺が、わざわざ城に乗り込んで皇太后の罪を暴あばいたと思っているんだ」

「皇太后を許せなかったからでしょう？　自分で言っていたじゃない」

　ディオンは実母であるエーリンナ妃ひの死の真相を知ったことで、皇太后に疑ぎ惑わくを抱いたのだと。しかしエヴラールはあっさりと言った。

「別に、許せないなんて思っちゃいないさ。会ったこともない実母が殺されたからって、復ふく讐しゆうを誓ちかうほど感傷的な性格じゃないんでね。父王も、ほとんど話したことはなかったし。──ただ俺は、新しい世界が見たかったんだ」

　アンリエットは困こん惑わくした。

「どういうことよ。だって最初から……」

「ああ、ブノワ公こう爵しやく夫ふ人じんの屋や敷しきでダフネの手紙を手に入れようとしてたのは、ただの保険だ。無理やり城に連れ戻されそうになったら、それを盾たてに逃にげようと思ってた。ドロテアの俺への執しゆう着ちやくが普通じゃないのは理解してたからな」

「……意味がわからないわ」

「アンリ。耳を貸さなくていい。この腹黒引きこもりクズ馬ば鹿か男は頭がおかしいんだ」

　カロンは冷たくそう言い放ったが、エヴラールは続けた。

「つまり、俺が王様になったのは、あんたを護るためだったんだよ。わかるか？　あんたに死んでほしくなかったんだ」

　それはまっすぐな、愛の告白に聞こえた。

「な……」

「俺は、あんたが猫になることを抜きにしても、あんたを気に入ってる。アンリエット＝オードラン。あんたは特別だ」

　気づけばアンリエットは顔を赤くしていて、エヴラールは彼女のその隙すきを見み逃のがさず素す早ばやく動いた。

　なんと、アンリエットの頰に唇くちびるを押おしつけたのだ。

[image: ]

　頰に当たる温ぬくもりと柔らかい感かん触しよくにぎょっとして椅子から立ち上がった時にはもう、変化は始まって止められなかった。全身に熱が走り視界が変わる。身体が小さく縮んで前が見えなくなった。

　そしてまったく寸法の合わなくなってしまったドレスの中でもごもごと動いていると、大きな両手にすくわれるようにして抱だき上あげられた。

　ご機き嫌げんな青緑の双そう眸ぼうが目の前にある。

「ああ、やっぱり美人だな」

「燃やす」

　とカロンが立ち上がった。

「にゃー！」

（何するのよー！）

「消し炭にしてやる引きこもり」

「あーこのもふもふたまらん」

　この日のオードラン家の町屋敷タウンハウスの賑にぎやかさは在りし日を思い出すようだったと、隣りん人じんのフライリン夫人は後に語ったのだった。







電子書籍特典

書き下ろし短編「王様には愚問」







　将軍から王に戻ってから数週間後、尽きない執務や形式ばった晩餐に辟易したエヴラールは、王城の西側にある樹の上で幹に寄りかかり、一人夜風を感じていた。

　実のところ、王子であった頃からこうしてたびたび一人の空間を楽しんでいたエヴラールである。王城の中には王族である彼が一人になれる場所はあまりなく、この滅多に人が来ない西側の樹の上は特にお気に入りの場所でもあった。

　しかしその日は残念なことに闖入者が現れ、ドヴィージュの王のささやかな静寂は破られることとなってしまった。

「旦那様～！」

　懐かしい呼び方である。

　目を瞑っていたエヴラールは、ぱちりと瞼を上げて顔をもたげ、樹の下を見る。するとそこに意外な人物を見つけ、彼は眉を上げた。

「エリクじゃないか」

　声をかけると、樹の下ではっと顔を上げたエリクがエヴラールを認めて顔を輝かせる。

「旦那様……じゃなかった陛下！　助けてください。アンリエット様が……！」

　エヴラールはすぐさま身体を起こすと、その大柄な体格からは想像しにくい身軽さで樹の上から飛び降りた。

「アンリエットがどうした」

　お気に入りの猫娘の一大事とあればそのままにしておくわけにはいかない。アゼマ将軍の執事兼小姓兼料理人からオードラン家の執事兼小姓兼料理人へと職業を変えた少年は、珍しく動揺している様子で答えた。

「それが、今夜アンリエット様が参加されていた王城の夜会に僕も従者としてご同行申し上げていたのですが、いつの間にか猫になってしまわれていて……。たまたま陛下の行方を捜しておられる近衛兵の方と行き合ったので、もしや以前聞いていた秘密の場所ではないかと思い助けていただきたく……」

「わかった。落ち着け。それでアンリエットは今どこにいる」

「それが、この中なんです」

　見れば、エリクは果物がたくさん入りそうな籠を抱えていた。それもどうも、耳をすませてみるとその籠から何やら鳴き声が聞こえてくる。籠に被せられた布をとると、中から数匹の猫が現れたので、エヴラールはにわかに目を輝かせた。

「にゃーにゃーにゃー」

「これはどうしたことだ」

　エヴラールはエリクから籠を奪うと、可愛い猫の詰まったそれをまじまじと覗き込んだ。

　全部で五匹いる。可愛い。もふもふが集合している。たまらない。

「それが、ケンダル伯爵夫人が、飼い猫を連れてきていて……。僕にはどの猫がアンリエット様なのか皆目検討がつかず。早くアンリエット様以外の猫を伯爵夫人にお返ししないとならないのですが」

「飴色の猫がアンリエットだ」

「どういうわけか全部飴色の毛並みの猫なのです」

「名前を呼べば飛びついてくるだろう」

「かなり人馴れしている猫たちで、呼べば全部飛びついてくるんですよ……」

「ふーん」

　エヴラールは口を歪め、月明かりの中まじまじと籠の中を覗き込んでいたが、ほどなく籠の中から一匹の猫の首根っこを摑んで引き上げた。

「簡単だ。こいつだな」

「ふぎゃー！」

　猫が毛を逆立てて威嚇する。

「どうしてわかるんですか」

「一番の美猫だ。ああたまらんな。このもふもふが気持ちいい」

　エヴラールは暴れる猫の両前足に引っかかれないように摑むと、抱き込んでその毛並みに顔をすり寄せた。うん。やはりこいつがアンリエットだ。毛並みが違う。他にはないもふもふ感だ。

「にゃー！　ふぎゃー！」

「なるほど。ものすごく嫌がってますね。確かにその猫様がアンリエット様のようです」

　エリクが納得した様子でエヴラールから籠を受け取る。

「残りの猫を伯爵夫人に返すんだろう？　行ってこい。アンリエットは俺が面倒を見ておいてやる」

「にゃー！」

「アンリエット様すみません！　猫を伯爵夫人に返したらすぐお助けに参りますので！」

　と言ってエリクが駆けていくのを見送って、エヴラールはにやりと笑った。

「さてどうしてやろうか。この前足を紐で結んで俺の寝台にくくりつけようか」

　半ば本気で言ったその時である。

　抱き込んでいた猫の身体が急に体積を増した。ああ、戻るのか。

　もう、と残念に思うと同時に、胸が踊る心地もあった。不思議なことだ。他にない美猫と言える猫のアンリエットのことは間違いなく特別に思っているが、人間のアンリエットに興味がないわけでもない。

　やはり、無二なのだ。

　この女は。

　エヴラール＝ディオン＝ディックハウトがこんなにも他人に興味を抱いたのは、後にも先にもアンリエット＝オードラン一人だけであった。

「このっっ変態！」

　エヴラールに横抱きにされた形で人間に戻ったアンリエットは、彼が纏っていた袖なしの外套を無理やり引っ張り身体を隠し、同時にその右手でエヴラールの頰をひっぱたいた。ぱしいん！　と小気味いい音がする。

「危ないな。あんたを落とすところだ」

　しかし戦場を生き抜いたかつての野獣将軍は、貴族令嬢に殴られたところで毛ほども気にしていない様子で言った。

「下ろしなさいよ！」

　アンリエットが、飴色の髪を猫のように逆立てて怒鳴る。

「嫌だ」

「離して！」

「素っ裸だけどいいのか」

「上着を貸しなさい！」

「おい、あまり大きな声を出していると人が来るぞ」

「あなたに襲われたって証言してやる」

「ふむ。オードラン伯爵令嬢を傷物にした責任は取らねばなるまい」

「誰が傷物にされたっていうのよ！」

「ああ残念だな。猫の時と違って、人間のあんたの肌はつるつるすべすべだ」

「撫でるなー！」

　その夜響いた女の声は、翌日様々な憶測を伴った噂となって王城の中を飛び交ったのだった。
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